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　それは俺おれがＬＡ──レジェンダリー・エイジを始めて一年と少しが経たった頃ころのこと。

　ネカマに告こく白はくした辛つらさからギルドを抜けてソロプレイをしていたんだけど、やっぱりオンラインゲームでソロを続けるのは寂しくて、どうせならちょっと真ま面じ目めにこのゲームをやろうかと『本ほん気き』っぽいギルドに加入申しん請せいを出したことがある。

　対人も、クエストも、レベル上げも、全部本気でやる。そんな真面目なギルドだ。

　ギルドマスターは†黒の魔ま術じゆつ師し†さんという、ぱっと見ただけでわかるほどに強力な、光輝く装そう備びに身を固めた男だった。正直ちょっと気き後おくれしたのを今も覚えてる。

　それでも勇気を出して声をかけた結果、こうなった。

◆ルシアン：すいません、俺、ギルド入りたいんですけど……

◆†黒の魔術師†：あれ、加入希望？　じゃあ、ちょっと面接しようか

　いきなり面めん食くらった。

　は？　面接!?　ゲームでギルドに入るのに？

　既すでにちょっと引いていたことは否定できなかったけれど、自分から声をかけて何か言うのも悪いので恐おそる恐る彼の前に立つ。

　まあネトゲでギルドに入るだけだし、面接って言ったって大したこと聞かれないよな、うん。

◆†黒の魔術師†：じゃあとりあえず、ＬＡの前にやってたゲームは？

　そっから聞くの!?　俺のゲーム遍へん歴れき!?　履り歴れき書しよ的なアレ!?

　驚きすぎて椅い子すからずり落ちそうになりながら、とりあえず答えるだけ答える。

◆ルシアン：ネトゲはＬＡが初めてですけど……

◆†黒の魔術師†：あー、そうなんだ。これが初なのね、なるほどなるほど

　そ、そのリアクションどうなの？　良いのか？　悪いのか？

　なんか近くの幹かん部ぶっぽい人と別のチャットで会話をしているような間にドキドキした。

◆†黒の魔術師†：じゃあリアルは何やってる？

　次はリアルのこと聞かれんの!?　ゲームのことじゃなくて!?

　あ、そうか。これってゲームの『ルシアン』じゃなく、中なか身みの俺『西にし村むら英ひで騎き』の面接をしてるんだ。遅ればせながらそう気付いた。

◆ルシアン：え、ええと……

◆†黒の魔術師†：ああ、別に職業とか話さなくて良いよ。ログイン時間とか、ゲームへの本気度とか、そういうのが聞きたいだけだから

　本気度って言われても、ゲームはゲームだし、それ以上でもそれ以下でもないんだけど。

◆ルシアン：学生なんで、夕方から夜ならログインできます

◆†黒の魔術師†：あー、多分大学生じゃなくて高校生かそれ以下ぐらいだよね。つうと飯ができたら落ちる、風呂が沸いたら落ちる、深夜はログインできないってタイプか。んー、うちは基本いつでも人は居るけど、狩りが始まったらそのまま三時間ぐらい継続ってスタイルだから、途中抜けはちょっと面倒臭いんだよね

◆ルシアン：は、はい　

　うわあ、ダメ出しされてる！　一般的な学生の生活に凄すごい否定が入ってる！

　おかしいの？　俺おれがおかしいの？　怖こわい！　超ちよう怖いよこのギルド！

◆†黒の魔術師†：別にそれが悪いって訳じゃないんだけどね。ただスタイルが合わないってのは遊んでてお互いに楽しくないとか、無駄に気を遣うとか、そういうことに繋がるから。もっと自分に合うギルドを探しても良いんじゃないかってのはあるね

◆ルシアン：は、はい……

　ただギルドに入りたいんですって話をしただけなのに、まるで先生からお説せつ教きようをされているような気分だよ。普通の学生じゃ難しいってどんなギルドだよ。

　どうせ面めん接せつは不合格だろうし、もう好き勝かつ手て言って帰ってやるか。投げやりな気持ちでぽちぽちとキーボードを叩たたく。

◆ルシアン：じゃあ学校をやめたら合うとか、そういう感じですかｗ

◆†黒の魔術師†：そりゃ確かにねｗ　

　冗じよう談だんっぽく言ってみると、†黒の魔ま術じゆつ師し†さんも笑って返してくれた。

　ああなんだ、流石さすがに全部本ほん気きって訳じゃないのか、とほっとしたのもつかの間。

◆†黒の魔術師†：でもそうだね、ネトゲの為に仕事や学校やめた奴がうちには何人も居るけど、みんな楽しそうだよ

　彼はあっさりとそう言った。

　なにそれ、こわい。

　硬こう直ちよくした俺に†黒の魔術師†さんは笑顔を崩くずさないまま続ける。

◆†黒の魔術師†：あ、後はメインキャラのレベルと職と、装備と、生産スキルのレベルと、対人スコア、あとクエストの進行状況も教えてくれる？

◆ルシアン：す、すいませんでしたああっ！

◆†黒の魔術師†：あれ？　おーい、ちょっとー？

　逃げたよ。そりゃもう逃げたよ。

　二度とそのギルドの溜たまり場の近くには寄らなかったね。

　住む世界が明らかに違う。はっきりそうわかった。

　俺はこのゲームの中だけでは生きられないんだなって思い知らされた事件だったよ。




◆ルシアン：今思い出しても身震いする。俺は今の仲間に出会えて良かった

◆アコ：ルシアンも苦労してるんですね……

　俺の話を聞き終えたアコは目を伏せ、同情するように言った。

◆ルシアン：そうだろうそうだろう、廃人は怖いだろう。だから知らない人に無闇について行っちゃいけないんだぞ

◆アコ：でもレベルが三つも上がりましたよ。可愛い装備ももらいました

◆ルシアン：そういうことになるからダメだっつってんの！

　ただでさえ素すで姫ひめキャラみたいな所があるんだからお前！

　そう、このＬＡ内での『俺おれの嫁よめ』であるアコは、凄すごく可愛い格かつ好こうをしていた（本ほん人にん談だん）女の人にふらふらと連れて行かれ、超ちよう難なん度どの狩かり場に同行して散さん々ざん迷めい惑わくをかけた挙あげ句く、大量の経験値を吸い取った上でアイテムを貢みつがれて帰ってきたのだ。

◆アコ：でも凄く良い人だったんです。敵の弱点とか操作のコツとか色々教えてくれました。

◆ルシアン：それ理解できた？

◆アコ：いいえ全然！

　ですよねー。

　そのぐらいの説明はいつも俺がしてるけど、毎回必ず同じことを聞くもんね、お前。

◆アコ：ちなみにルシアンはそのあと平気だったんですか？　追いかけてきていじめられたとか、そんなことはなかったんですよね？

　んな馬ば鹿かな。ネトゲでいじめとかそうそうないって。

　というか、むしろその逆で。

◆ルシアン：その人は後を追いかけてきて、ギルドに入らなくても同じゲームを遊んでる仲間だから困ったことがあったらいつでも来いって言われた。それで何回かクエストを手伝ってもらった

◆アコ：凄く良い人じゃないですか！

　ああ超良い人達だったよ！　すげえ強いし、何でも知ってるし！　俺は絶対こうなれないなって確信したよ！

◆ルシアン：だから俺は本物の廃人をリスペクトしてるし、苦手にしてるわけでもないけど、あの人の言う通りスタイルの合う人と遊ぶのが良いって思ってんの。個人と遊ぶのは全然構わないだろうけど、集団に属すとなるとやっぱプレイスタイルが違うのは難しいから

　プレイスタイルは本当に大事だ。合わない人間同どう士しを強ごう引いんに混ぜるとそこには悲ひ劇げきしか生まれない。

　例えばそう、バレンタインイベントを名めい目もくに対人プレイヤーと生産プレイヤーを無む理り矢や理り戦わせるようなことは断だん固こしてはならないのだ。

　何せ貴き重ちような生産プレイヤーが引いん退たいしてしまうからな！

◆アコ：そうですね、何時間も真剣にゲームしててすっごく疲れました

　そりゃそうだろうよ。狩りの途と中ちゆうで座り込んで一時間雑ざつ談だんしてるのがざら、みたいなギルドアレイキャッツに入ってんのに、廃人の必ひつ死し狩りに付き合えるかって。

◆ルシアン：そういう訳だから、無闇に変な人について行かないように。仲良くなれそうなら別に良いけど、なんか違うなって思ったらさっさと帰ってくること。いいな？

◆アコ：はーい。──でも、そんな心配しなくても私はルシアンとずっと一緒ですよ？　その人にもルシアンと結婚してるからペア狩りは無理ですってちゃんと言いました！

◆ルシアン：別にそこは心配してないから

◆アコ：ひどいっ!?

◆ルシアン：アコを信用してるんだって

　これは本当だ。仮にも結婚しようってのに信頼してない訳わけがない。

　むしろほら、アコの被ひ害がい者を増やさないための気き遣づかいなんだ。

　今もアコを連れ回した廃はい人じんネカマ野や郎ろうから『アコちゃんと別れろ』ってしつこく粘ねん着ちやくＷＩＳが飛んできてるんだから、これ以上はお断りだ。ああもうピコンピコンうるさい。

◆アコ：でも、ちょっと良いですよね

◆ルシアン：良いって、何が

　何度も何度も表ひよう示じされる鬱うつ陶とうしいささやきウインドウを消す俺おれに、アコはにっこりと笑って言った。

◆アコ：その黒の魔術師さんが言ったみたいに、学校とか全部やめてゲームだけして生きるの。まさに夢ですよね？

◆ルシアン：それで俺に養えとか言うのか

◆アコ：どうしてわかったんですか!?

◆ルシアン：当たってんのかよ！　養わねえよ！　もうちょっと将来を真面目に頑張れよ！

◆アコ：私の将来の夢は専業主婦なので……

◆ルシアン：お前の夢を否定する気はないけど俺にその甲斐性はないから！

◆アコ：えぇぇ

　悲しそうに言っても駄だ目めなものは駄目！

　ったく、こいつは色んな方向で駄目な奴やつだな、本当に。

　──というような話をしたのが、現代通つう信しん電子遊ゆう戯ぎ部ぶが正式に稼か働どうした三日後のことだった。

　その時は特に何も思っていなかったんだけど、後から思うとこの頃ころから片へん鱗りんは見えていたんだな、という気がする。

　何の片鱗かって、そりゃ『俺の嫁よめ』がまたやらかしてくれた話の、に決まってる。
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「やっべ、やらかした」

　授業の合あい間まに設けられた短い休み時間。

　人ひと気けのない購こう買ばい部ぶの隣となりに据すえられた自動販はん売ばい機きの前で、俺おれは衝しよう撃げきの事実に震えていた。

「財さい布ふ、持ってきてないじゃん」

　わざわざ自動販売機の前まで来たってのに、財布を持ってきてなかった。

　制せい服ふくのズボンの右ポケットを調べても、左ポケットを調べても、財布は入ってない。

　というかよく考えると財布は家に置いたままだった気がする。

　そしてよくよく思い出すと、家を出る時に財布がないことに気付いていたと思う。

「なのに俺、何も心配してなかったよな。何か理由があってどうにかできるからそのまま学校に行ったんだよ。えっと、なんだっけ……」

　財布がないのにそのまま学校に来たのは、確かえーと…………あ、そうそう、家を出る時にこう考えたからだ。




『あー、学校まで結けつ構こう遠いから、途と中ちゆうで出てきた敵を適当に倒せば昼ひる飯めし代だいぐらいにはなるだろ』




「ならねえよぉぉぉぉ！」

　その時の自分に全力で突っ込みを入れるが後あとの祭りだった。

　ゲームの中じゃないんだからそんな無む茶ちや苦く茶ちやが通るわけないのに、マジでそう考えて学校まで来たのか、俺は。

　買えないよ、ジュース買えないよ。

　だってモンスターとか出ないし。出たら俺死しぬし。

「……帰るか」

　こんな馬ば鹿かな事情を話して金を借りるわけにいかない、諦あきらめるしかない。

　うん、今日きようは水道水で我が慢まんしよう。昼飯は……アコ、作って来てくれてないかな。

　そう考えながらくるりと振り返ると──あれ、こっちに誰だれか歩いてきてる。

　あの俯うつむいて自信なさげに歩いてる、前まえ髪がみで顔の隠かくれた、ちょっと見み慣なれた人ひと影かげは。

「おーい、アコー？」

「……？　あ、ルシアン！」

　俺の声にぱっと顔を上げる。こちらを向いたのは見慣れたアコだった。

　足あし下もとしか見ていなかった三秒前は何ど処こへやら、アコはこちらに駆かけ寄ると、ふにゃりと表情を緩ゆるめた。

「こんな所で会えるなんて、これも運うん命めいですよね！」

「自販機の前で出会う運命とか何も嬉うれしくない。あと、ルシアン言うな」

　もうちょっとロマンのある場所で出会うような、素す敵てきな運命が欲しいと思う。

「んでどうした、こんな時間に飲み物か？」

「そうなんですけど、それだけじゃなくて」

「それだけじゃなくて？」

「教室に居づらいもので、ちょっと飲み物買いに行ってた、を言い訳わけに脱だつ出しゆつしてました」

「……そ、そっか。頑がん張ばれ」

　重い、理由が重いよアコ。

　友達作れよ、とか偉そうに言うのも何だし、曖あい昧まいに頷うなずくしかない。

「っていうかですね、この人生オフラインってゲームがクソゲーなんですよ。初期ステータスが完全にランダムだし好きなスキル使えないしステ振りに自由度ないし、なによりプレイヤーが全員ガチ勢なんですよ!?　私みたいなエンジョイ勢じゃ手も足も出ないと思いません!?」

「ま、まあオフラインだし、多少の不ふ便べんは」

「私だけちょっとラグってるんですよ。だから上う手まくいかないんです」

「人生がラグってるとか生まれて初めて聞いた」

　全く評ひよう価かする気になれないけど、アコが何をやっても鈍にぶいって意味ではあってる気がした。

「その辺はいいとして。買うなら買ってけ」

「はい。とりあえずペットボトルがあれば一人でいても手持ちぶさたじゃない雰ふん囲い気きを出せるので、それを」

　だから事情が重いと言うに。

　そこには触れないように自じ販はん機きの前を譲ゆずると、アコはスカートのポケットを漁あさり、小さな財さい布ふを取り出してぱかっと開くと──。

「……あ」

　ぴたりとその動きを止めた。

「どうした？」

「そうでした。私、お財布にお金が入ってないんでした」

　その事実に自分でびっくりした様よう子すで、アコは目を丸くしていた。

　むしろこっちの方がびっくりなんだけど。

「なんで自分の財布の中なか身みを覚えてないんだよ」

「いえいえ違います。財布の中身がからっぽなのは覚えてたんです」

　じゃあなんで自販機まで来たんだ、という突っ込みを入れるまでもなく、アコは空からっぽの財布をぽんぽんと叩たたき、

「ただその、学校でインベントリの要いらないアイテムを売ればジュース代ぐらいは出るよねって思って、とりあえず購こう買ばいまで来たんですけど……」

「……うん」

「よく考えると、購買じゃアイテムとか買い取ってくれないですよね────と考えて、いや私はアイテムとか持ってないよ、って更さらに気付きました。ここゲームじゃないですもんね」

「……そだな」

　どこかで聞いたような話だった。

　あれですか、一いつ緒しよに居ると夫ふう婦ふは似てくる、みたいな話なんですか。

「ど、どうしましょう」

　おろおろと俺おれを見るアコ。

　うん、ジュースぐらいなら買ってやりたい所なんだけど。

「ごめんな、俺も財さい布ふ持って来てないんだ」

「え？　じゃあルシアンはどうして購こう買ばいに？」

「……学校に来る途と中ちゆうでちょっとモンスターを狩かれば金も貯たまるだろって思って」

「…………えへへへへ」

「こら、やめろ！　単にお互い馬ば鹿かなだけだろ！　嬉うれしそうにすり寄ってくんな！」

　考えることが一緒だー、みたいな変な喜び方はやめろ！

　体をぐいぐい押しつけてくるアコをそのまま抱きしめたら気持ち良いんだろうなーと思わなくもないんだけど、そこは必ひつ死しに我が慢まんする。ゲームとリアルは別。出会ってまだ数日の女の子にそんな真ま似ねはできません。

「あんたら、何やってんの」

「お？」

　と、呆あきれた声に振り返ると、少し疲れた表情の瀬せ川がわが居た。
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「あ、シューちゃんも来たんですね」

「シューちゃんはやめろって言ってるでしょ」

　隠かくれオタをやっている瀬川はゲームのキャラ名呼びに顔をしかめた。

　しかし短い休み時間なので自じ販はん機きに来る生徒は少ない。周囲に人ひと気けがないのでそれほど怒りもせず、瀬川は自販機の前に立った。

「遅ち刻こくギリギリで走ってきてそのまま授業を受けたから喉のどが渇かわいちゃって。あーもう、この私としたことが、失敗したわ」

「そういやお前、先生の直後ぐらいに教室来たよな」

「そうなのよ。だから担たん任にんが猫ねこ姫ひめじゃなかったら危なかったかもにゃ？　ってやつ？」

「絶対にそれを斉さい藤とう先生の前で言うなよ、ラリアットされるぞ」

　だいじょーぶだいじょーぶ、と気き軽がるに言うと、瀬川はぐびぐびとペットボトルのお茶を飲み干ほした。男らしい飲みっぷりだな、おい。

「ぷはー、生き返ったー！」

「シューちゃんシューちゃん、その要いらないペットボトルだけもらえません？」

「……何に使うのよ」

　いぶかしげに言う瀬川。それはな、休み時間は飲み物を買いに行ってました、というアピールのために使うんだよ。聞かないでやってくれ。

「そ、そういや遅刻とか珍めずらしいけど、何かあったのか？　昨日きのうそんなに遅くまで狩かってたっけ」

「ちょっと欲しい武ぶ器きがあって一人で狩ってたのよ。それで寝ね坊ぼうしたんだけど──それがねえ、馬ば鹿かみたいな話なんだけど」

　からっぽのペットボトルをアコに手渡し、瀬川は苦く笑しようして言う。

「起きてすぐに時間がヤバイのはわかったんだけど、『あー、この時間なら駅までテレポジェムで行けば間に合うな。流石さすがは俺おれ様さま、遅刻などありえん』とかわけのわからないこと考えちゃって、ゆっくり準備したのよ。そんなことしたら当たり前だけど間に合わないわよね」

「…………」

「…………」

　馬鹿なことしたわー、と笑う瀬川に、俺達は無む言ごんだった。

「……なんで黙だまんの？」

「いや……」

「その……」

　すいません、同どう類るいなんです。

　っていうか手て元もとにちゃんと金がある分だけあなたの方がマシです。

　と、見つめ合う俺おれ達たちの背後から四人目の声がかかった。

「なんだお前達、全員揃そろって」

「あれ、マスター」

　マスターまでひょっこりやって来ていた。現代通つう信しん電子遊ゆう戯ぎ部ぶ──ないしは、ギルドアレイキャッツ、こんな所で大集合だ。

「あたし達はたまたまタイミングが一いつ緒しよだっただけよ。マスター…………ええと、会長こそ、二年の教室ってちょっと遠いでしょ。わざわざ休み時間に購こう買ばいまで来たの？」

　茜あかねの言葉に、マスターは重々しく頷うなずく。

「ああ。やむにやまれぬ事情があってな」

　その流りゆう麗れいな顔で渋しぶい表情をされると深しん刻こくな事情がありそうに見えるんだけども、これまでの経験からろくでもない予よ感かんしかしない。正直聞きたくないけど聞かないわけにもいかないので一応尋たずねてみる。

「で、その事情ってのは？」

「よくぞ聞いてくれた。まず第一に、学校において『飲み物』といえば基本的には各かく自じが自宅から持ち込んだ飲料、もしくは水道の蛇じや口ぐちや運動部用の冷れい水すい器きから出る水といった無む料りようの物になる。いいか、基本的には無料、即すなわち『基本無料』だ。──ここまではいいか？」

「そうですね」

　こくこくと頷くアコ。

　いや待って、ちょっと待って、よくないって。単たん語ご選びが明らかにおかしいって。

「ねえ、既すでにちょっと嫌いやな予感がしてるんだけど」

「……正直、俺も」

　やっぱ瀬せ川がわも同じ感かん想そうになるよな。

　マスターが『基本無料』がどうとか言ってる時点で嫌な予感がするに決まってる。

「まあ聞け。そして『基本無料』の水道水に対して、購買や自じ販はん機きで買う場合、その飲み物は有料だ。通常ならば無料の水を飲む所、わざわざ追加で金を払ってもっと上の飲み物を買う──つまりこれは『課か金きん』なのだ。間違いないだろう？」

　やっぱりそういう話かよ！

「なるほど、その発はつ想そうはなかったです！」

「むしろその発想はいらなかった」

　この異い次じ元げん論ろん法ぽうに、どうして俺の嫁よめは目を輝かせているんだろうか。どの辺りが心の琴きん線せんに触れたんだろうか。相変わらずさっぱりわからない。

「さて、ここまではわかってもらえたと思う」

　わかってねえよ、という俺達の視線をさらりと受け流すマスター。

「それを前ぜん提ていとした上で、一時間目の授業中のことだ。真ま面じ目めに授業を受けていた私は、ふと喉のどの渇かわきを覚えた。自じ販はん機きで売っているレモンティーが飲みたいと思った。一度そう考えてしまえばあの味が飲みたくてたまらなくなる。もはや口の中がレモンティー専用になってしまう。そうだろう？」

「とりあえず、そういうことがないとは言わないわ」

「だろう！」

　げんなりと言う瀬せ川がわに我が意を得たりと頷うなずき、マスターは勢いよく言う。

「思い出して欲しい。どのゲームであっても、課か金きんアイテムというのはいつでも買えるようなシステム構こう成せいになっているのが当然だ。買おうと思えばいつでも買える。別に買いたくない時でもさあ買えと言わんばかりの場所に購こう入にゆうボタンがある。そういうものだ」

　そりゃ向こうは金を払ってもらうわけだから、ネットゲームの追つい加か課金システム周りは不必要なぐらい使いやすく整備するのが普通だけども。

「だから私はその場で課金をしようと思った。何せレモンティーは、この学校で言う『課金アイテム』だ。いつでも買えるに違いない、そう思った。──それが、聞いて驚け。なんとこの学校では授業中には課金ができないのだ。課金アイテムが買えないのだ。これはおかしいだろう。課金したい時に課金ができないのだ。果たしてこんな不ふ便べんがあっていいのだろうか。私は全くもって不ふ愉ゆ快かいだった。かつてないほどに不快だった。だが、私も大人おとなさ。そんな怒りの全てを胸に納めて、不ふ便べんを不便のままに享きよう受じゆし、こうしてわざわざ購こう買ばいまで脚あしを運んだ訳わけだ」

　ふふん、と胸を張り、マスターは言った。

　俺おれの記き憶おくではこの人は凄すごく成せい績せきが良かったと思うんだけど、うん、間違いない。

　こいつ馬ば鹿かだ。

　絶対に馬鹿だ。

「──という冗じよう談だんは良いとして、今日きようも時間通り部ぶ活かつだ。各おの々おの真ま面じ目めに授業を受けてから部室に来るように。いいな？」

「本当に冗談だって言うならいいけども」

「当然だろう。こんな馬鹿なこと、一いつ瞬しゆん考えただけに決まっている」

　やっぱちょっとは考えたんだ。

　呆あきれた視線を送る俺に微ほほ笑えみ、マスターはレモンティーを揺らして優ゆう雅がに戻っていった。

「そうだルシアン、マスターにお金借かりれば良かったじゃないですかっ！」

「あ、言われてみれば、確かに」

　そりゃこんな馬鹿な事情を話せるのはギルドメンバーぐらいだ。

　でも当のマスターは行っちゃったし、仕方ない。

「諦あきらめて水で我が慢まんしようぜ」

「そうですね……クラスメートを誤ご魔ま化かすためのペットボトルはありますし」

　悲しいこと言うなっつうの。

「だからあんた達は何しに来たのよ？」

「…………」

「…………」

　不ふ思し議ぎそうな瀬せ川がわの視線から、俺おれ達たち夫ふう婦ふはそろって目を逸そらした。




「悪化してるんじゃないかしら」

　その日の部ぶ活かつの時間。現代通つう信しん電子遊ゆう戯ぎ部ぶ室しつで朝の顛てん末まつを聞いた斉さい藤とう先生は憂ゆう鬱うつそうに首を振った。

「玉置たまきさんだけじゃなくあなた達の全員がよ。ゲーム脳なんて言葉を使いたくはないけれど、こういうことがあると心配になるわ」

「それは杞き憂ゆうというものですよ、斉藤顧こ問もん」

「自信満まん々まんなのがむしろ不安なのよ……そうね、みんなに質問だけど、人間は死ぬとどうなると思う？」

　ああ、あれか。最近の学生は『死んでも生き返る』って答えたとか言われる馬ば鹿か馬鹿しい質問な。いくら俺達でもそんなの間違えるわけないだろ。

　失礼にもちょっと不安げにしている先生に、俺達は自信をもって答えた。

「死ぬとセーブ地点に戻されます」

「そして経けい験けん値ちがなくなる」

「装そう備びの耐たい久きゆう度ども減るわね」

「ルシアンがちょっと怒ります」

　俺、マスター、瀬川、アコの順だ。

　間違いなくパーフェクトな回答──いやアコ、それはお前が操そう作さをミスって俺を殺した時の話だろ。いつでも怒るわけじゃないぞ？

「はー……」

　輝く瞳ひとみで見つめる俺達に深くため息を吐く先生。

「あなた達、真ま面じ目めに答えてくれる？」

「聞き返す時点で本ほん気きにしているわけではないでしょう」

「そりゃそうだけど、今日きようみたいなことがいざって時に起きると困るでしょう。本当に命が危ない時に一いつ瞬しゆんでも『まあいいや』って思ってしまったら取り返しがつかないのよ」

　うぐっ。そう言われると絶対にないとは言い切れない。

　命を落とす瞬しゆん間かんに、ああ、俺って死ぬんだ……セーブ地点ってどこだっけ……と思っている自分がリアルに想そう像ぞうできた。

　ちなみにその想像での死し因いんはアコによる刺し殺さつだった。

『ルシアンを殺して私も死にます！』とか言って襲おそい掛かってくるの。

　ちょっと怖こわいぐらいにリアリティがあったんだけど、まさかな。アコが俺おれを刺さすわけないよな。ははは、ははははは。

「アコ、俺を殺したりしないよな？」

「え……まさかルシアン、浮うわ気きするつもりなんですか!?」

　俺って浮気したら刺されんの!?

　しないけど！　そもそもそういう関係じゃないけど！

「いっそ廃はい部ぶにして全員オンラインゲームをやめた方がいいんじゃないかと思うわね。インターネットから離れて皆で健けん全ぜんな学生生活を──」

　真ま面じ目めな表情で言う先生に、マスターがにっこりと言う。

「それはとても困りますにゃ？」

「──じゃあ今日きようもしっかり部ぶ活かつ動どうに励はげむようにね。先生は会議があるからもう行くわ」

　真面目な表情を欠片かけらも崩くずすことなく言うと、先生は部室を出て行った。その背中が普ふ段だんよりさらに小さく見えたのは気のせいかな。

　会議で俺達について嫌いや味みを言われたりしないと良いんだけど。斉さい藤とう先生の辛つらい立場を思うと涙を禁じ得ない。帰ったら猫ねこ姫ひめさんを慰なぐさめておこう。

「猫姫先生も苦労してるわね」

「原因は全部俺達だけどな」

　口くち振ぶりとは裏うら腹はらに全く同どう情じようしていない様よう子すで言う瀬せ川がわ。

　ってかその猫姫先生はやめてやれって。教室で言ったら先生が灰になるぞ。ついでにお前のネトゲ趣しゆ味みもバラされて二人まとめて燃え尽きるぞ。

「しかし、アコがゲームと現実を混こん同どうしないようにするための我が部だというのに、むしろ状況が悪くなっていたとは。ああ、これではまだまだ我が部の存在意い義ぎがなくなりそうにないな」

「なんでそんなに嬉うれしそうなんだマスター」

　マスターは、これからもっと色々やってやるぜ、みたいな良い笑顔を浮かべていた。まったく残念そうには見えない。

「そんなことないですよ、私も進歩してます。最近はルシアンをルシアンって呼んで怒られる回数も減ってきましたし」

「その一ひと言ことの中にすでに矛む盾じゆんがあるんだが」

　呼んでんじゃん。それ俺のことをゲーム内の名前で呼ばなくなったんじゃなくて、俺がアコを怒らなくなったってだけじゃん。

「アコが進歩してるんじゃなくて西にし村むらの調ちよう教きようが進んでるのよね？」

「調教とか言うな。慣れたとか馴な染じんだとか、マシな言い方があるだろ」

「意味一いつ緒しよじゃない」

　一緒じゃない。断じて一緒じゃない。俺の心理的な意味で。俺がアコを矯きよう正せいするはずなのに実は俺おれがアコに調ちよう教きようされていたなんて冗じよう談だんにもならない。絶対そんなことはない。

「な、そうだよなアコ」

「なんですか、ルシアン？」

　アコはきょとんと俺を見つめて言った。

　その台詞せりふに違い和わ感かんはなにもないが、それじゃダメなんだ。

「ルシアンじゃなくて西にし村むら君って言ってみ」

「なんですか、西村君？」

　俺を見つめたまま少しだけ首を傾かしげて言った。

　あ、あれ？　なんかさっきと感じが違う。なんだろう、この感覚。違和感じゃない。仲の良い女友達が急に違う呼び方をしてきて緊きん張ちようする、みたいな感じ。正直ちょっとだけドキドキする──じゃ、ねえよ！　こっちの方が正しいんだって！

「落ち着け俺、冷静になれ……ゲームとリアルは別、ゲームとリアルは別」

「ルシアン？　どうしました？」

「袖そでを引くな袖を」

　可愛かわいいからそういうことするな。

　そんな戯たわむれる俺達を置いてマスターと瀬せ川がわはもう席についていた。

「話はともかく部ぶ活かつを始めるぞ？　何せ今日きようはアップデートで課か金きんアイテムが増えたからな。私は非常に楽しみだ」

「課金アイテムしか増えてないアプデで楽しめるのはマスターぐらいよ……」

　渋しぶい顔をする瀬川に、マスターは不ふ思し議ぎそうに問い返す。

「何を言う。今日のアプデは新しいガチャの実じつ装そうだぞ。誰だれだって楽しみだろう？」

「ガチャって、現実のお金を入れるとゲームの中のアイテムが出てくるアレよね？　もしかしてアレ回す気？」

「当たり前だろう。他の何をやるというんだ」

　ガチャというのは瀬川の言う通り、リアルマネーを注つぎ込んでランダムでゲーム内のアイテムを買う、という行こう為い全般を指す言葉だ。基本無む料りようゲームにおける主しゆ要よう収入源げんだったり、月額課金制せいでありながらアイテム課金もしている、いわゆるハイブリッド課金型のゲームにおける副ふく収入源であったりする。

　ちなみに俺は余りやらない。だって金ないし、もったいないし。

「いやー、ガチャとかねーだろ」

「私もがちゃっていうの、したことないです」

　お金がもったいないので、とアコも困ったように言う。

「何を馬ば鹿かなことを！　良いか、ガチャというのは少しのお金で夢に挑いどむことができる、全ネトゲプレイヤーの希望なんだぞ！」

　マスターは熱く言うけど……いや、基本的に絶望しかないんじゃないかと。

「あたしもガチャはやらないわね、馬ば鹿か馬鹿しいし」

「お、愚おろかな……見ろ、今日きようのガチャを。今から二十四時間限げん定ていで、お前達も欲しがっていたあのアイテムが、超ちよう絶ぜつ、超絶、超絶！　出しゆつ現げん率りつアップだぞ！」

　何その超絶×３。超うさんくせえ。

「それアレだろ、欲しいアイテムじゃなくて同じように確かく率りつが上がってる他のアイテムばっかりが出るタイプだろ」

「何を言うか！　運営の采さい配はいに間違いなどない！　フェスを馬鹿にする奴やつは許さん！」

　その無む駄だな気き迫はくちょっと怖こわいんだけど。

「あの、あの！」

　と、はいはい、とアコが手を上げて言う。

「マスター、私お金ないですけど、ガチャはやってみたいです！」

「おお、流石さすがアコは見み所どころがある！　よし、私がアコのアカウントで課金してやろう」

　マジで!?　ならやりたい！　俺おれも一回ガチャってみたい！

「待て待て待て、それなら俺のでも！」

「あんたらプライドとかないわけ!?」

　何を失礼な。別にマスターにたかろうっていうんじゃないぞ。

　興きよう味みないと言ってはいたものの、やっぱり一回はやってみたいってだけだ。

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫、出たアイテムはちゃんとマスターに渡すからさ」

「それならまあ……」

「えっ？」

「……え？」

　アコが、信じられないことを聞いた、みたいな顔で振り返った。

「ちょっと、あんたの嫁よめは奢おごられる気みたいよ」

「こらアコ、そんな恥はじ知しらずな嫁を持った覚えはないぞ」

「いえいえ私だってそんなつもりはなかったデスヨ？」

　目をそらしたその態度と片かた言ことの台詞せりふが欠片かけらも信じられねえ。

　そしてこの間に課か金きんを済ませたらしく、マスターはひゃっはーとマウスを持った手を掲かかげた。

「よーし回すぞお前達！　今日はネトゲ部恒こう例れいの百ひやく連れんガチャだ！」

「おお、いくぜー！」

「マスター格好かつこ良いですー！」

「ちょっと、わけわかんないものを恒例に──あんた達も煽あおるなー！」




「どうして私の所にはレアが何も来なかったんでしょうか。再さい抽ちゆう選せんを要求します」

「リアルラックとしか言いようがない……」

　帰き宅たく途と中ちゆう、落ち込んだアコを慰なぐさめる。

　ガチャの結果、超ちよう絶ぜつ、超絶、超絶！　レアが出やすいはずのガチャで、アコは何一つとして有用なアイテムを引くことができなかった。普通に考えたらありえない確かく率りつで、最初は笑っていた俺おれ達たちも途中からちょっと青ざめたぐらいだ。

『次は出るわよ、次は！　大だい丈じよう夫ぶだから、ね？　もうちょっとやってみなさい？』

　ガチャに否定的だったシューが必死にフォローしてガチャを引かせる光こう景けいはちょっと面白かったけどな。

「これ私の人生と一いつ緒しよなんですよね。あれもこれも引きが悪すぎるんですよ。思うんですけど、きっと私の人生だけ独どく自じ仕し様ようが入ってるんです。日本ローカライズした結果、何な故ぜか本国とはくらべものにならないぐらいマゾくなる海外産さんネトゲみたいな感じで」

「大丈夫、誰だれの人生も平等にマゾいから」

「クソゲーです……引いん退たいしたい……」

「もうちょっと続けような」

　人生オフラインのクソゲーっぷりはよくわかってるのであえて言うまでもないけどさ。

　要するに現代通つう信しん電子遊ゆう戯ぎ部ぶは今日きようも通つう常じよう営業で、アコも特には変わらない。

　つまりあんまり進歩してなかった。

　アコが先生を刺さそうとした『ルシアンどいてそいつ殺せない』事件から数日。

　俺が受けた大きな衝しよう撃げきとは裏うら腹はらに、実際に何が変わったかというと、日々の生活が『学校から帰ったらネトゲ』から『学校でネトゲして帰ったらネトゲ』になっただけだった。

　後はこうやって、女の子と並んで家に帰るっていう、ちょっと嬉うれしいイベントが追加されたぐらいだ。

「運のステータスさえあれば……運さえあれば人生やっていけるはずなんです」

　その相手のアコはとても普通の女の子ではなかったけれども。

　ネトゲのディープな話についてくる女子高生とかそんなにいないだろうなー。

「しかしネトゲで運のステって大体は余ったポイントを振る以外に意味がないんだよな」

「レアの出しゆつ現げん率りつが上がる場合もあるみたいじゃないですか」

「全身を運装そう備びで固めてインスタンスダンジョンを周しゆう回かいし続ける根こん性じようがアコにあるのか」

「それは言わないお約束ですよー」

　たはー、と、アコは気の抜けた笑えみを浮かべた。

　そこで頑がん張ばらないから結果がついてこないんじゃないか。ネトゲなんてずっとやってりゃそのうちレベルは上がっていくんだから。

「しかしだらだらやってりゃ強くはなる、ってのはネトゲの良い所だよな」

「リアルでだらだらやってると弱くなりますよね」

　ここが変だよ人生オフライン。

　放っておくと何な故ぜかステータスが下がっていく自分。

「ってかこっちも自分のレベルとか能力とかわかればやる気が出るのにな。知ち力りよくが上がったとか体力がついたとか」

「それでスキル一いち覧らんをみたらコミュニケーションスキルが未み取しゆ得とくになってるんです」

「習しゆう得とくクエストを早く！」

　すぐに覚えないと絶望的だから！　スキルを取ってないと何やってもレベルが上がらないから！

「実際にはスポーツテストとか学力テストでちゃんと私達の能力も数すう値ち化かされてると思うんですけどね」

「あれは本当の俺おれじゃないから」

「そうなりますよねー」

　わかっちゃいるけど認められない。確かに数字は嘘うそつかないんだけどさ。

　俺と一いつ緒しよに溜ため息いきを吐いて、アコは言う。

「私もわかってるんです。もっとちゃんとしなきゃって。ルシアンにも迷めい惑わくかけてますし」

「俺に迷惑かける分には構わないけど」

　進歩してないとは言っても、アコも頑がん張ばろうとはしてる。

　現実の俺をゲームの『ルシアン』みたいに扱うのは直ってないけど、だからこそ俺と一いつ緒しよに努力しようとはしてくれてる。学校にもちゃんと来てる。

　ただ問題は、頑張ろうと思った数分後には『やっぱ良いや』となってしまう、俺達の残念な性質がアコにもあることだ。

「むしろ人生を諦あきらめるのもありですよね」

「選択肢に入ってないはずのものを無む理り矢や理り入れないように」

　リアルを捨てちゃいけません。

「どうしてリアルを捨てちゃ駄だ目めなんですか！　インターネットは第二の世界なんですよ！　二位でも良いじゃないですか！」

「俺は一位を目め指ざすアコが好きだぞ」

「良いように扱われてる気がするのに頑張れちゃいそうな自分が嫌いやですーっ！」

　俺はアコのそういう所が大好きだよ。言わないけど。

「今日きようは二つにわけるアイスでも買って帰るか」

「二人で半分こですねっ」

「そ。リア充じゆうっぽいだろ」

　目を輝かせるアコの背を押す。

　俺も他人に自じ慢まんできるような立りつ派ぱな人間じゃないけど、こうやってアコの背を押して一緒に進めたら良いなと、こっそり考えているのだった。
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◆ルシアン：お前らー、今日は狩りに行くのかー？

　いつもの町のいつもの席、完全武ぶ装そうで立つ俺おれのルシアンがそう言うのをギルドメンバー達がだらけた様よう子すで見上げた。

◆シュヴァイン：あー、俺様はパスだな。何せ部活で十分すぎる程に頑張ったから

◆アコ：ルシアンとゆっくりできたらそれでいいですー

　だらりともたれかかって来たアコをすっと横に移動して避ける。ころりと転がった彼女は恨うらめしげに見上げてきた。こういう所だけ無む駄だにしっかりしたモーション制せい御ぎよだった。

◆ルシアン：みんなダレてるなあ

◆アプリコット：皆の気持ちはわかるがな

　比ひ較かく的てき元気なマスターが苦く笑しようして言った。

　そういえばこれも部活を始めた弊へい害がいかな。帰き宅たくした後のやる気がちょっとなくなってるのは。

　今までは学校に居る間に、もっとネトゲしたい！　という気持ちを溢あふれる程に高めながら帰宅して、ログインしたらテンションマックスで遊び回ってた。ネトゲやるために学校頑張ってる、って感じで。

　それが今では部室でその熱気を使い尽くして帰宅している。超ちよう文化系けいのくせに、部活で燃え尽きた体育会系学生みたいに帰宅した時点で賢けん者じやモードなのだ。

　結果としてログインした瞬しゆん間かんから『今日はだらだらしようか』みたいな空気になってるんだ。

◆シュヴァイン：あー、くそ、今日のノルマまで後３００Ｋ足りない。だが狩りには行きたくない。ぬ、ぐ、く……おいルシアン、俺の代わりにちょっと稼いで来い

◆ルシアン：自分で行け、自分で

　どうやって他人の分の狩りをしろと言うのか。

　狩りまで他人にやらせるとか、超だらけてるな。

◆シュヴァイン：だってお前、アコがだらだら喋ってる間にルシアンが稼ぐ、って形でレベルを上げてたことあるだろ

◆アコ：ああ、あれは思い出すだけでよだれが出ます。できることならまたやりたいです

◆ルシアン：お前はもうちょっとこのゲームに本気になれ

　安全な所で待ってたら相あい棒ぼうが勝かつ手てに狩りをして自動的にレベルが上がるタイプのネットゲームに慣れてはいけないのです。

◆シュヴァイン：んじゃ今日はいい。俺様の本日のゲームは終了

◆アコ：しゅーちゃん終了のお知らせ

◆アプリコット：シュヴァイン様の次回作にご期待下さい

　シューが打ち切られたみたいになってるぞ、大だい丈じよう夫ぶか。

　一方的に終了されたシュヴァインだが、ぼわーっと大きくあくびをすると、

◆シュヴァイン：終了と言えば、もうすぐテストだな

　リアル終了のお知らせみたいなことを言い出した。

◆アプリコット：うむ。顧問への顔向けもある、成績は落とさないように

◆ルシアン：ゲームの中で超現実っぽい話がはじまったぞ

◆アコ：て、てすと……

　あ、一人が固まった。

　そりゃ憂ゆう鬱うつな話だけど、言葉を失う程ほどか。

◆ルシアン：そういやアコって成績どうなんだ？

◆アコ：悪いですよ？　悪くないと思ったんですか？

　そ、それを俺おれに聞かれても。

　なんか驚くぐらいに即そく答とうされた。それも逆ぎやくギレ気ぎ味みに。アコがこう言う時って基本的に本当にヤバイような気がするんだけど。

◆シュヴァイン：具体的にどれぐらい悪いんだ、何なら俺様が教えてやるぞ

◆アコ：わかりやすく言うとルシアンのことを先輩って呼ぶ可能性があるぐらい悪いです

◆ルシアン：滅茶苦茶悪いんだな……

　流石さすがに留りゆう年ねんはやばいだろー。今よりさらに学校に馴な染じみにくそうだし、一いつ緒しよにやれるはずだった修しゆう学がく旅行とか全部が別になるぞ。

◆アコ：でもルシアンを先輩って呼べるのはちょっと夢がありますね。どう思いますか、先輩？

◆ルシアン：そりゃ、お前……

　言われて、上うわ目め遣づかいに俺を見つめて『先輩♡』と言うアコを想そう像ぞうする。

◆ルシアン：……あこがれはちょっとある

◆アコ：わかりました、任せて下さい！

◆アプリコット：こら、私の部員に留年など許さんぞ

　だ、大だい丈じよう夫ぶ大丈夫、本ほん気きじゃないから。

　俺だってそんなの許さないから。

◆シュヴァイン：自慢じゃないが俺様は平均点を割ったことがないぞ

　偉そうに胸を張って言うシュー。おい待てよ、それのどこが自慢じゃないのかちょっと説明してみろ。

◆アプリコット：それを言うなら自慢じゃないが、私は学年で一桁から落ちたことがないぞ

◆アコ：

◆アコ：

◆アコ：

◆アコ：

◆アコ：

◆アコ：

◆アコ：

◆ルシアン：落ち着けアコ、ウザイからって空白発言でログを流すな！

　道行く人にウザいって言われるぞ！

◆アコ：だってエリートですよ。エリートさんが居るんですよ。この人達を排除すれば私の順位が一つ上がるんじゃないですか？　やっちゃうべきなんじゃないですか？

◆ルシアン：下から数えたら変わらないからやめとけ

◆アコ：うっ

　アコはしおしおと諦あきらめた。

◆アプリコット：お前達はまだマシだろう、同じ学年同士で勉強会でもすればいい。私など一人だぞ一人。試験勉強は一人で、テストが返ってきて盛り上がる教室でも返却された答案を一人で見つめて、クラスメートが点数を見せ合ってキャッキャしている中でも一人で平均点を計算してニヤニヤしているんだぞ。どれだけむなしいことか。この私に勝てるというのかお前達

　か、悲しい！

　生徒会長としては間違いなく尊そん敬けいを集めているのに、実は親しい友達とかが全ぜん然ぜん居ないマスターの言葉に対し、アコは一ひと言ことで答えた。

◆アコ：前回のテストは一人で保健室で受けました

◆アプリコット：すまない私の負けだ

◆ルシアン：なんという……

◆シュヴァイン：これは酷い

　余りの破は壊かい力りよくに一いつ刀とう両りよう断だんだった。

　アコ、その台詞せりふは最終兵へい器きすぎるだろ、気き軽がるに振り回して良い凶きよう器きじゃないぞ。

　ってかテストって内容がどうでもいいことすぎるんだよ。もっとさ、生徒の適性にあわせた試験内容にしてくれよ。

◆ルシアン：あー、テストでゲームのこと聞かれりゃいいのにな。リザードウルフの種族と特性を答えよ、とかさ

◆シュヴァイン：種族動物、属性は炎レベル２

◆ルシアン：正解、シュー五点獲得

◆シュヴァイン：俺様には簡単すぎる問題だったな

　流石さすがエリートは格が違った。

　問題が簡単にしても即そく答とうは素す晴ばらしい。

◆アコ：あの、種族と属性ってなんですか？

　そしてこっちは本当に情なさけない。

　俺おれの嫁よめだし、俺の責任なのかこれは。

◆ルシアン：お前もう一年追加な

◆アコ：えええええ!?

　アコは一ひと足あし先にＬＡで留りゆう年ねん確かく定てい。もう一年コースだ。

◆ルシアン：むしろどうして知らないんだよ。属性防具とか種族装備とか作らせたはずだろ

◆アコ：いえあの、いつか覚えなきゃいけないんだろうなあとは思ってたんですよ？　ちゃんと覚える気はあったんですよ？

　そのまま何もやらないやつだそれ、知ってる。

　だって俺がよくやって大変なことになるやつだもん。明日あしたからやるよ、明日から、って。

◆アプリコット：装備を限界まで強化すればその辺りはあまり関係がないぞ。どこに行っても必要な分は耐えるからな

◆ルシアン：装備の強化には上限があるだろ。これ以上強化を失敗したら壊れてロストだ

◆アプリコット：そんなルシアンに強化失敗してもアイテムをロストしなくなる課金アイテム

　勧すすめられても買わねーって。

　装備強化の素そ材ざい系けいアイテムって買い始めると終わりがないだろ。

◆アプリコット：一緒に使うと嬉しい装備の強化成功率が上がるアイテムもある。セットで買うとほんのり安いように見えるが実際はあんまり変わらないぞ、何せ根本的に高い

◆ルシアン：その情報はいらない。もっと助かる情報をくれよ

◆アプリコット：テストは職員室の金庫の中に保管されるが、その番号は３５２８８９４だ

◆アコ：本当ですかっ!?

◆アプリコット：嘘だ

◆アコ：どうして嘘をついたし！　どうして！　どうして私の気持ちを裏切ったんですかー！

◆ルシアン：そもそもアコに余計な情報あたえんな！

　変なこと言ってマジで金庫を開けに行ったらどうすんだ、留年を通り越して一発で退たい学がくになっちゃうだろ！

◆シュヴァイン：言い出しておいて何だけど、この話ってゲーム内でする必要ないわよね

　と、シューがそんなことを言った。

　あ、これシュヴァインじゃなくて瀬せ川がわだ。別に区別するわけじゃないけど、口く調ちようでわかりやすいぐらいにわかる。

◆アプリコット：ではスカイプ、チームスピーク、マンブルなどを導入してボイスチャットに切り替えてもいいが

◆ルシアン：あー、ボイスチャットはありかもなー

　どうせ部室ではチャットじゃなく声で連れん携けいしているのだし、家でも普通に会話していいかもしれない。楽だし、女の子と電話してる、みたいな感じが──いや、駄だ目めだ。この思し考こうはいけない。ネトゲとリアルは別、ネトゲとリアルは別。

　そう自じ省せいしていると、シュヴァインが心しん底そこ嫌いやそうに、

◆シュヴァイン：はあ？　部屋で一人でパソコンに向かって話しかけるとか、周りに病気みたいに見られそうじゃない。そういうのはお断りよ

　はああああっ!?

　何を言った!?　何て酷ひどいことを言ったんだこの野や郎ろう！

◆ルシアン：お前、俺に謝れ！　全世界の俺に謝れ！

◆アコ：ルシアン、ボイスチャットを使ってたことがあるんですか

　ある、あるよ。何か悪いかよ。

　俺は皆と楽しんでたんだよ。確かに部屋で一人で喋しやべってたけど、そんなの電話と一いつ緒しよだろ。

大だい体たい一人じゃないんだ。俺は一人で喋ってたんじゃない、一人でゲームしてたんじゃない。

◆ルシアン：一人じゃねえよ……

◆アコ：わからない、わからないですけど、その台詞に凄い悲しさを感じます！

◆ルシアン：悲しくなんかない！　悲しくなんかないんだ！

　ルシアン──俺のキャラがしくしくと泣くと、マスターが肩をすくめ、シュヴァインはにやにやと笑い、アコはよしよしと撫なでながらハートマークを飛ばした。

◆アプリコット：実際、ネットゲームはこういったモーションの取れる高級チャットツールとして使っている者も多い。話しているだけでも問題はあるまい

◆ルシアン：このゲームもオープンしてかなり経つし、新規プレイヤーもほとんどいないから人が減る一方だしな

◆アコ：人って減ってるんですか？　

◆ルシアン：アコがそう思わないってことは良いゲームってことだ

　アコがゲームを始めた時点で既すでにオープンから数年経っている。そこから一年で人が減って見えないということは固定客きやくが居い残のこっているということだ。コラボや広告、あざとい課か金きんで搾しぼり取りながらなんとか生きていけるパターンに入っている。こう言うと悪いように聞こえるが、実際には良いことだ。サービス終了よりも寂さびしいことはないからな。

◆ルシアン：ネトゲって運が悪いと『定期メンテでデータが飛んだから今日で終了です』なんて言い出すからな

◆シュヴァイン：おい、半端じゃないぞ、そのゲームｗ

◆ルシアン：もっと運が悪いとインストールしたらＯＳが壊れたりすることがある

◆アプリコット：突破してはいけない壁を突破したんだな……

　天を突いてしまったのだから仕方がない。そのままサービス自じ体たい行われなかったのも、やはり仕方がない。

◆アコ：はあ……明日学校臨時メンテにならないですかねぇ

◆ルシアン：ありえない希望を持つなって

◆アコ：うう、ルシアンの所に遊びに行くのが唯一の楽しみです

　来るな。いや絶対に来るなとは言わないけどクラスで知り合いとか作ろうぜ。

◆アコ：あ、お弁当作って行きますよ。リクエストとかありますか？　冷蔵庫の中にあれば作って行きますよ

◆ルシアン：そこに向ける労力で勉学と友達作りを頑張って欲しい

◆アコ：わかりました、スタミナがつくようにニンニクたっぷりにしますね

◆ルシアン：俺をニンニク臭で包んで友達をなくすつもりか！

　知ち能のう犯はんめ！　美う味まそうなのが目の前にあったらつい食っちまうだろ！

◆シュヴァイン：勝手にしろー、俺様は寝るぞー

◆アプリコット：私もソロ狩りでもしてくるか

◆ルシアン：見捨てるのかお前ら！　仲間だと思ってたのに！

　ギルドメンバー達は非情だった。

　ただ、多分だけど、こういうのも俺への協力なんだと思う。

　ゲームの中でリアルとゲームをごちゃまぜに話して、アコを現実に慣らそう、的な。

「……何も考えてないだけな気がする」

　そうであっても楽しいんだから構わないけどさ。
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「おはよー」

　席に荷物をのせて近くの男子に声をかけると、彼らはにこやかに笑って言った。

「おう西にし村むら、嫁よめさんはまだきてないぞ」

「ぐっどもーにんぐ、西村ルシアン？」

「やめてくださいしんでしまいます」

　俺の心が死んでしまいます。

「だから死ねっつってんだよわかれよ」

「死ねとはいわんがとりあえず不幸になれ」

「素す直なおすぎだろお前ら」

　扱いが酷ひどい。あとクラスメートからの視線が怖こわい。

　実はここしばらく俺のクラス内での立場が微び妙みようなのだ。何だかんだで無害なオープンオタク扱いされていたというのに、毎日のように俺に会いにやってくるアコのせいか、

『なあ西にし村むら、彼女持ちってどんな気分よ？』

『今日きようは彼女来ねえのー？　ルーシーアーンーくーん？』

『あー、どうせ二人の時は「お兄にいちゃん♡」とか言わせてんだろ、かーっ！』

『メイド服着せて「ご主人様☆」とか言わせてんだろ、あの子似に合あいそうだもんなー』

　とさんざんな扱いを受けているのだ。

　まったく。アコにお兄ちゃんとか言わせたことねえよ。ご主人様とか呼ばれねえよ。たまに旦だん那な様さまとかあなたとかは言われるけども。

　というわけで俺おれはその不ふ当とうな──本当に彼女でも何でもないので、実際不当なのだ──扱いから逃のがれる為ために、目もつ下か奮ふん闘とう中ちゆうである。

　そりゃ内ない心しんちょっと優ゆう越えつ感かんはあるんだけど、それは表おもてに出さないのが処しよ世せい術じゆつだ。

「マジであいつは彼女とかじゃないし、よくてただの友達だって」

「そういう『あいつなんて彼女じゃねーし』みたいな物もの言いい、俺も一回やってみたい」

「あー、わかるー！　言ってみてー！」

　くっそ聞いてねえ。

「マジでお前らが思ってるのとは違うの。ちょっとした趣しゆ味みの友達なんだよ。他の女子からは扱い変わらないし──」

「……おはよ」

　と、横から非常に機き嫌げんの悪い声がかかった。

　頑がん張ばって低い声を出しているのだろうが、それでも充分に可愛かわいらしい、聞き慣れた声。

　そちらを見るとちょっとわざとらしいぐらいに嫌いやそうな顔をした瀬せ川がわが居た。俺様戦せん士しシュヴァインの中の人だ。

「おはよう、瀬川」

　昨夜話したばかりの相あい棒ぼうにそう答えると、

「……チッ」

　舌した打うち!?

　え、しかも舌打ちするだけして去ってくの!?

「い、今、なんでこいつ生きてんの？　みたいな顔で舌打ちされたんだけど!?」

「俺らの西村が帰ってきた気がしたわ」

「おお、らしかったらしかった」

　お前らの中の俺ってどんな奴やつなの？

　何かしらの幸せをつかんでると既すでに俺じゃないの？

　若じやつ干かん欝うつになっていると、ひょこっと目の前に女子の顔が出てきた。

「ごめんね、西村君。茜あかね、さっきまでは機嫌よかったと思ったんだけど……」

「平気平気、いつものことだし」

　瀬せ川がわと一いつ緒しよに来たクラスメートの女子がわざわざフォローしてくれた。

　えっと、前も瀬川と一緒だった……あの……えっと……Ａさん。まだ名前も覚えてないけど、やっぱ良い子だな。

　しかしマズった、名前ちゃんと調べときゃよかった。

「っていうかさ、西にし村むら君と茜あかねって実は結けつ構こう仲なかが良くない？」

「……どこを見たらそう思うので？」

　動どう揺ようの余り一いつ瞬しゆんどもった。

　え、なに、そんな風ふうに見えてる？

「だってたまに廊下の隅すみとかでこそこそ話してるし、昨日きのうも購こう買ばいのところで楽しそうに何か話してたし」

　見られてた！

　いつのまに、どこから見てたんだ！

「ソレハベツニナンデモナイデス」

「西村君も素直な方だよねえ」

　Ａさんはクスクスと笑った。笑った顔は確かに可愛かわいいんだけど、俺おれからするとちょっと怖こわい。あー、リア充じゆうしてるんだろうなー、みたいなちょっとギャルっぽい雰ふん囲い気きがどうしても馴な染じめないのだ。これもこれでプレイスタイルが違う、って感じなんだろうな。

「ねえ、茜と何かあるの？　西村君は彼女いるっぽいのに、もしかして浮うわ気き？」

「とりあえずその発言を聞いた瀬川が本ほん気きでキレるぐらいには仲が悪い。これはマジで」

「ふーん、ふーん？」

　何そのちょっと察したみたいな笑えみ。

　やめてくれよ、その同年代とは思えない何かしらの経験が積まれた目で見られると落ち着かないんだよ。

「奈な々な子こ、何やってんの。西村なんかにかまってんじゃないわよ」

「あ、はいはい。西村君、茜のことで何か困ったらちゃんと助けてね？」

「あいあい、俺にできることなら」

　下の名前が判はん明めい。そこがわかっても仕方ないんだって。

　いや俺も女子の名前覚おぼえてないのはマズイと思ってるんだよ。だって先生に「西村ー、このプリント皆に返しといてくれー」とか言われてプリント返す時とか滅め茶ちや苦く茶ちや困るもん。名前と顔が全然一いつ致ちしないのな。

　前にもこの秋あき山やまさんってのは誰だれだよ知らねえよ！　ってなった結果、近くの女子に「なあなあ秋山さんの席ってどこ？」と聞いて机の上に置くって手を使う羽は目めになったし。マジでちゃんと確かく認にんしておかないとなぁ。

　頭を悩ませていると、男子の一人が瀬川たちの方を見ていった。

「んー、うちのクラスだと割と良いよな、秋あき山やまさん」

　あの子がその秋山さんかよ！　プリント直接渡わたせなくてごめん！

　しかし……良い、かねえ。俺おれ、ああいう子の前だとやたらと緊きん張ちようして疲れそうなんだよな。むしろアコみたいに自然体で居られる方が──いや、そういう話じゃないけど。

「そいや西にし村むらって秋山さんともたまに話してるよな」

「っつか秋山さんが言ってたけど瀬せ川がわとも良い感じなんだろ？」

「お？　三さん股また？　三股か？　くっそうぜえ」

「あー嫁よめさんに伝えないとなあ。旦だん那なさんが三股かけてますよーって」

　ニヤニヤ笑って言う男子共ども。人をネタにしやがって。

　もちろん本ほん気きで言っているわけではないのはわかるよ。瀬川にガチ舌した打うちされたのは記き憶おくに新しいだろうし。でもやっぱイラっとするのは事実。

「あのなあ、俺がそんなに──」

　と言いかけた時、ふっと皆の表情が引きつった。

　そして背後からは地じ獄ごくから響ひびくような──というにはちょっと甘ったるい、しかし明確に冷たい殺さつ意いのこもった声がする。

「ルシアン……浮気……したんですか……？」

「お、おうアコ、おはよう」

　ゆっくりと振り返りながら言った俺に、アコはふわりと微ほほ笑えんで言う。

「困りました、今日きようは準備してきてないんですけど」

「準備って何の」

「こうして、こうして、こうする準備です」

　アコは架か空くうの何かを握り、その架空の何かを見えない標ひよう的てきに突き刺さし、ぐいっとひねった後で引き抜く動どう作さを、妙みようになれた手て際ぎわで演じた。

「やっぱ俺刺されんの!?」

「ああいえ、刺すのはその秋山さんです」

「それもだめ！」

　もっと駄だ目め！　他人に迷めい惑わくかけんな！

「さっきの話は冗じよう談だんだから。俺がそんなに女性関係恵めぐまれてるわけないだろ。なあ？」

　友人連れん中ちゆうに話を向けると、全員が無む言ごんでこくこくと頷うなずいた。

「そうですか、良かったです。私も望まぬ罪を犯さずに済みました」

　やめてくれ、怖こわいから。

　そんな怯おびえた視線に気付いたか、アコはちょっと困ったように笑って首を振った。

「冗談です。殺さずに済んだことより、ルシアンが浮気してなかったことがずっと嬉うれしいです」

　そこを訂てい正せいして欲しかったわけじゃねえよ。

　それからあえて言わないけど、女性関係恵めぐまれてないってのはアコを含めてのことだからな。お前含めても恵まれてはいないからな。

「あー、ねえ、亜あ子こさん？」

「……え？」

　と、さっきまで話していた男おとこ連れん中ちゆうの一人が、なんとアコに話しかけた。

　話しかけるのはいいけど、なんで名前で呼んでんだ。偉そうに。

　あー、なんだこれ。なんかイラっとする。凄すごくもやもやする。

「あ、あの、何か……」

　明らかに嫌いやがる空気を見せるアコに、ヤツはちょっと照れたように笑って見せた。

「ああいや、苗みよう字じ知らないからさ。名前じゃまずかった？」

「いえ、その、できれば……」

　ははは、とわざとらしく笑うそいつを上うわ目め使づかいに見ると、アコは小さな、しかしはっきりと耳に届く声で言った。

「できれば、話しかけないでください」

「はぐっ!?」

　あ、死んだ。
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「高たか崎さきー！」

「高たか崎さき、重じゆう傷しようだ！　衛えい生せい兵へいを呼べ！」

「高崎、しっかりしろ、高崎ー！」

　気き絶ぜつしたように倒れこむ高崎──アコに声かけたやつ──を周りの男子が救きゆう護ごにかかる。

　しかし問もん答どう無む用ようの一いつ刀とう両りよう断だんだったからな。重傷どころか即そく死しだ。

　自分があんなこと言われたらと思うと背せ筋すじが冷える。想そう像ぞうするだけでぞっとする。でもなんだかちょっと、ほんのちょっとだけ、すっきりしたような気がした。

「な、なあアコ。いきなり名前で呼ばれて気に入らないのはわかるけど、もう少し言い方というか、断り方ってのがあるだろ」

「え、でも、ルシアン」

　アコは俺おれの頬ほおに手を伸ばしてきた。温かい手の感かん触しよくが肌はだに触れる。

　頬ほお骨ぼねの少し下を確かめるように撫なでた後、アコはちょっと照れた様よう子すで微ほほ笑えんだ。

「ルシアン、ちょっと嬉うれしそうでしたよ？」

「そんなことはありません」

「なんで敬けい語ごなんですか？」

「なんでもありません」

「なーんでですかー」

　なんでもないったらないの！

「…………キモ」

　そんな会話をする俺達をちょっと離れたところから苦にがりきった顔で瀬せ川がわが見ていた。

　そして、その隣となりの秋あき山やまさんも、何だか凄すごく楽しそうな顔でこちらを、そして瀬川を見ていた。

　多分錯さつ覚かくだろうとは思うんだけれども、彼女から飛んできたターゲットサークルが見事に俺をとらえたような、そんな気がした。

　え、えっと、気のせい、だよな。




「うーし、今日きようも部ぶ活かつがんばるぞ、なあ瀬川」

「うるさいニンニク臭くさい気持ち悪いこっち来んな」

　何を言うか！

　男は臭いって言われたら思った以上に傷つくんだぞ！

「文もん句くはアコに言えよ。あいつマジで作って来たんだぞ」

　頂いただいた弁べん当とうの中なか身みは本当にニンニクだらけだった。それもおかずだけじゃなく飯めしにまでニンニクが入ってた。何あのガーリックライスとかいう食べ物？　香こうばしい香りに胡こ椒しようがきいてて超ちよう美う味まかったんだけど？

「これでも夢は主しゆ婦ふなので！」

　自分だけニンニクを拒きよ否ひしたアコは胸を張って言った。

「その方面で努力はしてんのね、あんた」

「楽をするための努力なら頑がん張ばれるタイプですから、料理スキルはちょっと高いです！」

「何なの、その努力の方向音おん痴ちは……」

　いやいや瀬せ川がわ、あるんだよ。

　ネトゲプレイヤーにはよくあるんだ、それは。

　俺おれは心しん底そこから同意するよ。

「効こう率りつよくレベルをあげる為ためにこの装そう備びが必要で、それを手に入れる為にはこの狩かり場に行く必要があって、その為にはこのスキルがないと駄だ目めで、そのスキルを使う為にはこの職業を育てる必要があって、その為にサブキャラクターを育成する、みたいなのがな、あるんだよ」

「んなことしてる間に素直にお金貯ためなさいよ」

「そう言うとお金を貯める為のキャラクターを作り出すのがネトゲプレイヤーだ」

「業ごうが深いわね……」

　業が深くないネトゲプレイヤーなど居ない。それが俺の持じ論ろんである。

「さて。皆にちょっと報告がある」

　ぽんぽんと手を叩たたいて注目を集めると、マスターは言った。

「斉さい藤とう顧こ問もんより、昨日きのうの会議について話があった。我らが現代通つう信しん電子遊ゆう戯ぎ部ぶについても意見があったらしい」

「やっぱあったんだ」

「そりゃこの学校で一番の懸けん案あん事じ項こうでしょうよ」

　そう言われたら確かに。この平和な学校で、優ゆう等とう生せいだったはずの生徒会長が唐とう突とつにネトゲ部なんて始めやがった、以外の事件なんてそうそうない。

「しかし斉藤顧問もちゃんと我々の味み方かたでな。しっかりと反はん論ろんしてくれたそうだぞ。曰いわく──現代通信電子遊戯部の創そう部ぶにより入学から不ふ定てい期き登校状じよう態たいにあった一年生女子が一名、安定して登校するようになった。教きよう師しのケアが難しい部分で立りつ派ぱに成果を上げている──と」

「お、おお……」

　不定期登校状態だった一年生女子。

　アコだった。完全にアコだった。

「アコのことね……」

「アコだな……」

　瀬川と憂ゆう鬱うつに目を合わせる。

　扱いが完かん璧ぺきに問題児だ。

　大だい問題を起こした生徒会長の部ぶ活かつに所しよ属ぞくする問題児。そこに所属する俺達は大だい丈じよう夫ぶなんだろうか。結けつ構こう不安だ。

「アコ君の担たん任にんからも、件くだんの生徒がしっかり登校するようになり、それなりにクラスに溶け込もうとしていると話があったらしい。アコの功こう績せきであることは間違いないな」

「私のおかげですね！」

「なんでお前ちょっと自じ慢まんげなの？」

　どうして、皆の役に立ったよ！　みたいなドヤ顔してんの？

「ちなみにもう一つ非常に大きな要因があった」

　マスターは、これもアコなのだが、と前置きして、

「件くだんの生徒の母親から『入部してから娘むすめが楽しそうに学校に行くようになった、感謝している』とお礼の電話があったとのことだ。そう言われると先生方がたも大っぴらに文もん句くはつけられなかったらしい」

「お母かあさん、どうしてそんな余よ計けいなことをーっ！」

　アコのドヤ顔が一いつ瞬しゆんで絶望に歪ゆがんだ。

　そんなにがっかりしなくても、お母さんだって喜んでくれてるんだろ？

「良いお母さんじゃん。心配してくれてたんだろ」

「そんなわけないじゃないですかーっ！」

「……え、仲悪いの？」

　本ほん気きで言っているらしいアコ。

　これは悪いことを聞いたかと思ったが、俺おれの問いに彼女はふるふると首を振った。

「いえいえ仲は良いです。そういう意味ではなくて、学校にお礼の電話をするほど心配はしていなかったと言うんでしょうか」

　うーん、と悩みながら、アコは記き憶おくを探るように言う。

「学校に行きたいなら行った方が良いけど、嫌いやなら行かなくて良いんじゃない？　がお母さんの基本スタンスでしたから。あんまり馴な染じめないなら適当に転てん校こうでもすれば良いし、みたいな。転てん入にゆう試験に合格する気がしなかったのでそれは断りましたけど」

　なんという適当なお母さんだ。そんな親が居るのかよ。

「マジでそんな感じだったのか……？」

「だって私のお母さんですよ」

「説せつ得とく力りよくが凄すげえ」

　アコの母親ってだけで納なつ得とくできる気がした。ちょっと大きくなったアコが「学校なんて行かなくていいんです！」って熱ねつ弁べんしてるところがリアルに想そう像ぞうできるし。

「だから何かしら事情を察して電話してきた気がするんですよねー。もう、余計なことを」

「結果から見たら助かったんじゃないの？」

「それはたまたま正解だったってだけです！」

　不ふ思し議ぎそうに聞いた瀬せ川がわに、アコは力強く言う。

「仮に何の問題も起きてなくて、先生から生なま温あたたかい表情で『お母さんからお礼の電話があったぞ』って言われるような私への即そく死し攻こう撃げきが飛んできたとしても、きっとお母かあさんはケラケラ笑うだけですよ！」

「いや、そんなことないでしょ、流石さすがに」

「だって私のお母さんですよ」

「なんか納なつ得とくしちゃうからやめてよ、その台詞せりふ」

　アコがやりそうよね……と小さく呟つぶやく瀬せ川がわ。お前もか、お前もそう思ったか。

「まあアコを矯きよう正せいするという目的が職員室でも認められたということだ。我々も胸を張って活動できる」

「アコちゃん大だい勝利ですね！　褒ほめて良いんですよ！」

　それは勝利なのか。お前の勝利基き準じゆんはおかしくはないか。世せ間けん一般で見て負け組に入ってはいないか。疑問は尽きないよ。

「でもアコ、一応クラスでも溶け込もうとはしてるのね？」

　瀬川がそんなことを言った。そういやさっき聞いたな、頑がん張ばってるって。

「それがその、クエスト難なん易い度どが高すぎると言いますか、そもそも受じゆ注ちゆうレベルに達していないと言いますか。もしかすると必要スキルをまだ取っていないのかもしれないし、必要アイテムがインベントリにないのかも……」

「つまり成果は出てないのね」

　瀬川はちょっとだけ同情したように言った。

「きっと私の人生がバグってるんです。おかしいです、絶対」

「アコ、残念だけど、ネトゲで『これバグじゃね？』って思った場合の九割は仕し様ようだ」

「修正パッチ、早くしてください」

　アコはしょんぼりと言った。

「もう正直、ゲームがあればそれで良いんじゃないかな、と思うんですが」

「否定はしないけどさ」

「しなさいよ、しなきゃ駄だ目めでしょあんたは」

　そうなんだけど、正直同どう意い見けんだから。

　もう俺おれは半分以上ゲームをするために生きてるよ。

「もしも部ぶ活かつがなかったら絶対に来ないですね、学校なんて」

「それで頑張れるって言うならいいけどね」

「だな、頑張れ」

「はぁい」

　仲間が居る場所がある。自分の場所がある。

　ただそれだけで随ずい分ぶんと頑張る気持ちになれる。凄すごく大だい事じなことだと思う。

「んじゃさっさと部活始はじめましょ。私の貯ちよ金きんが予定を大だい分ぶ下回ってるのよ、このままじゃ目もく標ひように届かないわ！」

　瀬せ川がわは力強く言ってＬＡを起き動どうした。いつものログイン画面を通過して、見み慣なれたシュヴァインに魂たましいが宿った、直後。

　コンコン、と扉とびらを叩たたく音が響ひびいた。

「……え？」

　ピタリと瀬川の動きが止まる。

　自分の席に向かっていたアコもその姿し勢せいで硬こう直ちよくした。

「今、誰だれか、来た？」

「来ました、ね？」

　明らかに怯おびえた様よう子すでアコと瀬川が視線を交わす。

　この部屋に来る部ぶ員いん以外の人間というと、斉さい藤とう先生（＝猫ねこ姫ひめさん）ぐらいだが、顧こ問もんの先生はわざわざノックなんてしない。顧問に見られて困ることなんてやっているわけないし。すると明らかな部ぶ外がい者しやがやって来たということに。

「ふむ、珍めずらしいこともあるものだ」

「珍しいなんて問題じゃないですよ。どうしましょう？　居い留る守す、居留守でいいですか？」

「部室で居留守っておかしいでしょ。おかしいけど、おかしいけどこの場を見られるわけにはいかないし……やっぱり居留守？」

「落ち着け落ち着け」

　居留守なんてできねーから。

　他の先生だったらどうするんだよ、わざわざお目こぼしもらったっていうのに。

「あーい、どうぞ入って下さいー」

「ちょ、どうぞじゃな……っ」

　俺の言葉に反応してガラガラと扉が開く。

　そこからのぞいたのはほんのりと見覚えのある顔だった。

「あ、やっぱりいた。茜あかね〜」

「な、奈な々な子こっ!?」

　クラスメートで、瀬川とよく話してる、あの、ほら、えっと──

「あ、秋あき山やまさん！」

「やっほー、西にし村むら君。……なんで難なん関かんクイズに正解したみたいな顔してたの？」

「ソンナコトナイデス」

「そ、それより、それよりも」

　信じられないものを見る表情で固まっていた瀬川が、錆さびついたロボットのような動きで秋山さんに向き直る。

「な、何やってんの、奈々子？　こんな所に何しに来たの？」

「そんなの茜あかねを探しに来たに決まってるよ〜」

「あ、あたし？」

　何かがひび割れるような音がした。

　カクカクと手を震わせて自分を指さす瀬せ川がわ。

「うん。なんかキョロキョロしながら部屋に入って行ったから、何してるのかなーって」

「い、いつの間に……」

「っていうかやっぱり西にし村むら君と何かやってたんじゃーん。なになに、パソコン？」

「──っ！」

　躊躇ためらいなく部屋に入ってくる秋あき山やまさんに、アコが目を見開いて身を固めた。

　そしてマスターがキリっと言う。

「パソコンは当とう然ぜん使うが、メインはそこではない。ここは現代通つう信しん電子遊ゆう戯ぎ部ぶの部室──すなわちネトゲ部なのだ！」

「なんで言ったなんで言ったなんで言ったあんたああああああああっ！」

　凄すさまじい勢いで立ち上がった瀬川がマスターの首をつかんで前後に揺らす。

　残ざん像ぞうが出るような速度で動かされながらもマスターはほがらかに笑った。

「はっはっは、ネトゲをしていることを誰だれにはばかることがあろうか。シュヴァインも胸を張ってネトゲ部員を名乗ってくれて構わないんだぞ」

「あたしはお断りだっつってんでしょうがあああああ」

　どうすんのこの状況。カオスっつうかなんつうか。とりあえず瀬川の精神的ＨＰがレッドゲージに突とつ入にゆうしてるぞ。

「えーと、どうなってるの、西村君？　茜と会長さん玉置たまきさんと、皆でゲームやってるの？」

「まあ、大体そんな感じ」

「ふーん……」

　瀬川が使っているディスプレイを覗のぞき込み、そこに表ひよう示じされたシュヴァインの画が像ぞうにふんふんと頷うなずく秋山さん。

　まあ活動内容は間違ってない。要するにここはそういう部ぶ活かつだよな。

「ちょ、何なに言ってんのルシアン！」

「茜もルシアンって呼ぶんだ？　部員同どう士しのあだ名みたいなの？」

「ひああああああっ」

「ふぶおうっ!?」

　いってええええっ!?

　おま、ちょ、そこまでするか!?

　瀬川の奴やつ、秋山さんの前に居た俺おれを思いっきり蹴けり飛ばしやがった。

「違う違う違うちっがーう！　あたしは違う、部員じゃないの！」

　マスターを放り出して来た瀬せ川がわは秋あき山やまさんにしがみつき、引きつった笑顔を浮かべて言う。

「あのね、あたしは関わりたくなかったのよ。でもこいつらのお守もりを猫ねこ姫ひめ先生にやらされてね、それで仕方なくここにいるだけでね」

「猫姫先生？」

「間違えた、それキャラ名！　斉さい藤とう先生ね！」

「……キャラ？」

「だから違うの、本当！　つまりほら、あんたみたいな一いつ般ぱん人じんがこういう歪ゆがんだ場所に来て汚お染せんされないように、あたしがお守りをしてんの！　だからさっさと出て、すぐ出て、出てよ、出なさい、出てけつってんでしょうがあああっ！」

　この小さな体のどこにそんな力があるのか、瀬川は自分より二回りは大おお柄がらな秋山さんを無む理り矢や理り引きずって出口に向かう。

「え、ちょ、茜あかね、待っ──」

「じゃあまた明日あした！　気をつけて帰ってね！」

　バーン！　と凄すさまじい音がして扉とびらが閉まる。

　瀬川は勢いよく鍵かぎを閉めるとその場にへたりこんだ。

「終わった……あたしの高校生活……終わった……」

「とりあえずお疲れ」

「あんたが中に入れるからでしょうが……」

　俺おれに浴びせる罵ば声せいにも覇は気きがない。本ほん気きで落ち込んでるな、瀬川。

　まるで白い灰になったかのようにぐったりと座り込む彼女に、その姿し勢せいちょっとパンツ見えてるぞ、とはとても言えなかった。武ぶ士しの情なさけだ、ちょっと見るだけにしよう。白。

「……んで、アコは？　どした？」

「いえ、その……」

　秋山さんが放り出されるまでずっと固まっていたアコに尋たずねると、

「自分の場所にいきなり他人が入って来ると……怖こわくないですか？」

「あー、それはわかる」

　ここは自分の領りよう域いき、と思っていた所に堂々と他人が入って来ると固まるってのは確かにある。特に相手がリア充じゆうっぽい奴やつだと起こりやすいことだ。んで堂々としてる向こうが主役でこっちが添え物みたいな気分になるのな。

「それもあんなギャルギャルしい人……無む理りです、本当に無理です。アコ特とつ攻こう武ぶ器きです」

「弱点属ぞく性せいを突かれたか……」

　しかしギャルギャルしいってどんな形けい容よう詞しだよ。わかるけどさ。

「ううう、ルシアン、慰なぐさめて下さい」

「あー、よしよし」

　すり寄ってきたアコを適当に撫なでる。

　力尽つきた瀬せ川がわから向けられる『こいつらうぜー』みたいな視線が痛い。

「だがシュヴァイン、友人にネットゲームについて話すのはそんなにも嫌いやなことか？　ただの趣しゆ味みだろう、大した問題ではないのではないか？」

「まーなー。サブカル趣味の女子も何だかんだで多いみたいだし」

「あんた達にとってはそうかもしれないけど、あたしにとってはそうじゃないの」

　ばんばんと床を叩たたき、瀬川は俺おれ達たちを睨にらむ。

「ちょっとサブカル趣味がある、ってぐらいで済むならあたしだって話すわよ。何て言うの？　子供の頃ころからゲームが大好きで、一日中じゆうゲームしてすごす日も多た々たあります。かなりマニアックなゲームも好きで、特に好きなゲームはうんたらファンタジーです、ぐらいならね！」

　どっかで聞いたような話だなそれ。

　そして瀬川は、でもそうじゃないのよ！　と吼ほえた。

「ネットゲームをやってるってのはね、重いのよ。一つの要素で人間性せいが決められちゃうのよ。ネトゲやってるってことはイコールで漫まん画がアニメゲームから声せい優ゆうにインターネットのアングラ、さらに女の子なら腐ふの属ぞく性せいまで自動的についてくるぐらいに深い趣味なのよ！」

「そ、そんなもんか？」

「この年代の女の子なめんじゃないわよ。一方的なレッテル貼ばりが今後の学生生活にどれだけの悪あく影えい響きようを及ぼすか、考えたくもないわ……」

　オープンオタクのレッテルが良い意味で迷めい彩さいになってる俺みたいなもんか。ネトゲオタのレッテルが貼はられた女子生徒の生活ってのは確かに辛つらそうだ。

「でも実際お前、漫画アニメゲーム声優ネットのネタはそれなりについてくるよな」

「嘘うそじゃないからさらに困ってるんでしょ!?」

　ご、ごめんなさい。

　思った以上に切せつ実じつだったらしい。女子の世界は恐ろしい。

「しかしもう終わったことだ、さあ、部ぶ活かつをするぞ」

「んな気分になるわけないでしょ……ああ、私の学校生活……」

「あの、お祓はらい代わりに塩でも撒まきません？」

「アコ、あの人は俺のクラスメートで、しかもああ見えてそんなに悪い人じゃないぞ？」

　てんやわんやだ。

　結局ほとんどゲームをしないままその日の部活は終わった。

　瀬川が怯おびえた様よう子すで何度も携けい帯たいをいじっていたが、幸いにも趣味を揶や揄ゆするようなメールは一つも来なかったらしい。




「あれはラスボスです」

　帰き宅たく途と中ちゆう、アコはそう言った。

「おお、いきなり大きく出たな」

　瀬せ川がわを元気付けるのも大変だったが、真剣に塩を撒まこうとするアコを止めるのも一ひと苦労だった。どうもあの『リア充じゆうやってます☆』みたいな光輝くタイプの女子が嫌きらいでならないらしい。アコらしいっちゃらしいけどさ。

「ラスボスってことはいつの日かあれを打ち倒そうってのか。その勇気は認めるけど、多分秋あき山やまさんは相当な強きよう敵てきだと思うぞ？」

「わかってます。あの輝くオーラ、どこにでも物もの怖おじせずに入っていく空気。全てが私には届かない高みにありました」

　しかし、とアコは鼻はな息いきも荒く言う。

「富の偏へん在ざい化かと一いつ緒しよです。今の社会にはリアル充じゆう実じつ度どの偏在化が起こっているんです。いつまでも資し本ほん家かの横おう暴ぼうを許してはなりません。私達は富ふ裕ゆう層そうに対して反はん逆ぎやくを起こさなければならないのです。そうですね、これを非リア革かく命めいと名付けましょう」

　ちょっと語ご呂ろが良いからやめろ。耳に残る。

「んで革命ってことはリア充を非リアに落とすのか」

「はい。あの人達にも我々の悲ひ哀あいを味わってもらうんです」

「……絶対下か層そうで楽しそうにするだけだろ、あの人じん種しゆ」

「……上に立っているはずの私達が惨みじめな思いをするんですよね」

　基本スペックってのは重いよな、うん。

「でもさ。マスターも言ってたけど、頑がん張ばって友達作つくろうとしてるのか？」

　担たん任にんからの伝でん聞ぶんとしてそんなことを言ってた。

　アコもアコなりに頑張ってる。それ以上に嬉うれしいことはないよ。

「頑張ってると言いますか、とりあえず返事をしようと試みているところと言いますか」

「まだその段階か……」

「ギルドの皆には普通に話せるんですけど……」

　俺おれ達たちは付き合いも長いからなあ。

　しかし普通に努力してるみたいでちょっとほっとした。実はちょっと不安だったんだよ。

「アコは高たか崎さき……朝アコに話しかけた奴やつな、あいつを一いつ刀とう両りよう断だんにしてたからさ。あんな感じでキモイから名前で呼ぶなって感じでクラスメートも全部拒きよ否ひってるのかと思ったよ」

「まさか、そんなことしませんよっ」

　アコはふるふると首を振った。

「そんな勇気があったらもう少し人生楽たのしく生きてます」

　そりゃごもっともだ。

「んじゃあいつはどうしたんだ？　俺達が名前で呼んでるから気にしてなかったけど、他人からアコって言われるの好きじゃないのか？」

「ルシアン達から言われるのは平へい気きです。ただ知らない人から言われるとやっぱり気分はよくないです」

　うーんと悩み、アコは少し首を傾かしげた。

「えーと、その。私は確かにアコだけどあなたに呼ばれるのは気に入らない、と言いますか。ダウンロード版ばんゲームは売っているが、お前の国こく籍せきが気に入らない、みたいなやつですかね」

「おま国はやめてやれ」

　多くの日本人がそれで傷ついてるから。困ってるんだから。他の言げん語ごは全て選せん択たくできるのに日本語にしようと思ったら何な故ぜか特別にお金がかかったりするんだから。

　しかしそうだよな。俺おれだって見知らぬ奴やつから下の名前で呼ばれたら変な気分になるだろうし。

　そもそも名前で呼ばれた経けい験けん自体がほぼねーけど。

「ルシアン以外に仲良くなった男の人なんて今までいなかったので、誰だれに言われても違い和わ感かんがあるかもです。あの人にはちょっとごめんなさいしないといけないですね」

　俺だけか。

　それは光こう栄えいというか何というか……。

「今からでも玉置たまきさんって呼び直すか」

「泣いた方が良いですか？」

「泣かなくて良い！　泣かなくて良いから！」

　許きよ可かを出す前からちょっと涙なみだ目めになってるんだけど！

　この問もん答どう無む用ようの懐なつき方がちょっとだけ怖こわい。

「ちなみにシューはオタバレを超ちよう気にしてたけど、アコは？」

「話自じ体たいしないのにバレるもバレないも」

「……なるほど」

　困るのは瀬せ川がわだけか。

　さてあいつ、大だい丈じよう夫ぶかねえ。
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　その夜。

◆シュヴァイン：やるぞお前達。俺様にはもうこの世界しかない。この世界で天下を取るぞ

　普ふ段だんよりさらに力強く大たい剣けんを振り回し、シュヴァインが燃え上がっていた。もうリアルを捨ててＬＡの世界に希望を見いだしているらしい。

　大だい丈じよう夫ぶだって、広まったりしてないって。秋あき山やまさんはきっとそんな人じゃないって。全ぜん然ぜん仲良くないからまったくわかんないけど。

◆アプリコット：私はシュヴァインがやる気になってくれて嬉しいぞ

◆ルシアン：そりゃやるなら付き合うけどなあ

　しかしそうは言っても普通のネットゲーマーのシューだ。全員が本ほん気きになった場合は俺とマスターに付いてこられるかが問題じゃないか。

◆アコ：この世界しかないのは同意ですけど、天下は取らなくて良いんじゃないかなーって思うんですが──あれ？

　ふとアコが視線を店の外に向ける。そこにはふらふらとおぼつかない動きで歩きまわるプレイヤーの姿すがたがあった。

　へえ、珍めずらしいな。

　町の喫きつ茶さ店てんの一つを勝かつ手てに占せん拠きよして使っている俺達アレイキャッツだけど、色んな人が利用する便利なお店に居い座すわったりはしてない。この店には回復力が微び妙みようでクエストにも使わないという謎なぞの飲み物が売っているだけで、店や人が集まるメインロードからも離れている。わざわざ近寄る人が少ない場所なのだ。

　そんな所にやって来た珍しいプレイヤーだが、なんだか見覚えのある外がい見けんだった。

　可愛かわいらしいが特とく徴ちようのないデフォルトに近い顔。黒くろ髪かみにポニーテールの地じ味みな髪かみ型がた。服装は布の服に茶ちや色いろのズボン、腰にはナイフ一本というやたらと平へい凡ぼんな姿。

◆アコ：あれ初心者さんですかね？

◆アプリコット：初期装備だな、懐かしい

　そう、要するに初期装備だ。髪型も外見も課か金きんしていない、適当に作ったキャラクターならこんな感じになるだろうなーって見た目で、このゲームの経験者なら誰だれだって既き視し感かんがあると思う。動きもふらふらと動いては止まり、動いては止まり、なんとも初心者っぽい。

◆アコ：なんだか昔の私みたいですね

◆ルシアン：確かに会った頃のアコってあんな感じだったよなー。よたよた歩きまわってキョロキョロしててさ

◆シュヴァイン：そういや俺様と初めて狩りに行った時もお前達は二人セットだったな。どんな風に会ったんだ？

　そう尋たずねるシューに、アコは遠い目をして祈るように両手を握った。

◆アコ：それは今でも昨日のように思い出せます。あれは運命の出会いでした。モンスターに襲われた私を、ルシアンがまるで王子様のように──

◆ルシアン：こら、勝手に思い出を美化すんな

　嘘うそを吐つくな嘘を。そんな良い話なもんか。面白いことなんて何もない。町でふらふらしてたからちょっと声をかけただけだ。今でも思い出せる、あの危なっかしく、こいつは放っておくとやべえって直ちよつ感かんで思うぐらいのアコの初しよ心しん者しやっぷり。

　おい、大だい丈じよう夫ぶか？　って声をかけたらしばらく動かなくなって、ようやく喋しやべったと思ったら、言った台詞せりふは『これどうやったら終われますか？』だった。思い出しても酷ひどい話だ。

◆ルシアン：ログアウトの仕方を教えたら礼も言わずに消えてって、次の日になんか画面の端をちらちら何かがついて来るなーと思ったらアコだったんだよ

◆アプリコット：要するにストーカーか

◆アコ：つまり愛です！

◆ルシアン：ストーカー行為を愛の一言で肯定すんな！

　何をすれば良いかわからないから一度助けられた俺おれを探して、でも声がかけられなくて後をつけ回してただけだろうが。

◆アコ：うう、夫が妻の愛を疑います

◆ルシアン：どちらかと言えばもう少し疑う余地が欲しい。愛が重すぎて息苦しいから

◆アプリコット：お前達はそれで良いコンビだ。アコ、ルシアン

　妙みように嬉うれしそうに言うマスター。そんなもんかねえ、と思っていると、こちらに寄って来ていた初心者っぽいプレイヤーがぴたりと止まった。何となくカーソルをあわせてみると、表ひよう示じされた名前は『セッテ』。覚えがない。俺の知り合いじゃないな。

　しかし近くに居るとちょっと気になる。ちらちらと様よう子すをうかがっていると、セッテさんの上に吹き出しが表示された。何かしらチャットを打ったのだ。その内容は、

◆セッテ：るしあん

◆ルシアン：お？

　え、俺？　俺の名前？　俺を呼んでんの？

　今さっき知り合いじゃないなーって思った所なんだけど。

◆アプリコット：なんだルシアン、知り合いか？

◆ルシアン：いやわかんないけど……えーと、誰かのサブか？

　んなわけないよなあ、と思いながら聞いてみる。

　だって誰かがサブで使っているキャラクターなら初期装そう備びなんてしないで武ぶ器きか防ぼう具ぐをそれなりの物に変える。序じよ盤ばんのレベルアップ速度が大だい分ぶ違うし。

◆セッテ：？

　返事は疑問符ふ一つだった。

　あー、初心者っぽい。あと、言っちゃ何だけどこういうの面倒めんどくせえ。

　しかし放って置くわけにもいかない。俺おれを探してやって来た以上はどっかで絡からんでるんだろうし、そうでなくても新しん規きプレイヤーを放ほう置ちするほどこのゲームに絶望してない。

◆ルシアン：おけおけ、わかるように話す。とりあえず俺のこと知ってるのか？　どっかで会ったっけ？

◆セッテ：こまったら

　その子、セッテはそこで言葉を止めると、また少し間を置いて

◆セッテ：助けてくれるって言った

　おお、漢かん字じ使ったな。

　でも誰だれかにそんなこと言ったっけ？

◆ルシアン：んなこと言ったかなあ

◆アコ：凄く言いそうですよ、ルシアン

◆アプリコット：言いそうだな

◆シュヴァイン：それも無駄に格好付けてなｗ

◆ルシアン：信用ねえな俺……いや、信用あるのか？

　どちらにせよ周りからそう言われると自信がなくなってくる。

　どっかで会ってちょっと話したって可能性は捨てきれない。その時余よ計けいなことを言ったの、かな？

◆ルシアン：んで、セッテさん？　このゲームは始めたばっかり？

◆セッテ：うん

　ガチ新規勢ぜいか……だよなあ。

　どうするかな。折せつ角かくだから面めん倒どう見ても良いけど、そうすると今日きようの狩かりは俺抜きになる。

　タンク一人、火か力りよく前ぜん衛えい一人、火力後こう衛えい一人にヒーラー一人って構成の俺達は、誰が抜けてもきちんと機き能のうしなくなるんだよな。

　ちらりと皆の方に視線を向けてみると、シューが軽く笑って言う。

◆シュヴァイン：まあ良いだろう。折角だ、この俺様が世話をしてやる

　どや、と言わんばかりの表情で言う。よくもまあそんな顔が作れるな。

　と、セッテさんが、

◆セッテ：んふっ

◆シュヴァイン：あん？

　何な故ぜか妙みような言葉を吐いた。

◆セッテ：ごめん、チャット、なれてなくて

◆アプリコット：気にするな、誰もが最初はそうだ。始めたばかりのころは会話もままならないというのに、気がつけばＷＡＳＤの配置を覚え、ＣＴＲＬキー、ＳＨＩＦＴキー、ＡＬＴキーの配置を覚え、一年も経てばキーボードを見る必要もなくなる。練習なしでタイピング検定合格など珍しくもない。ああ、なんと将来の役に立つのだネットゲーム

　それもまた随ずい分ぶんと恣し意い的な言い方だけど、確かにパソコンの扱いには慣れるな。ゲームの為ために覚えたことが山ほどあるよ。

◆アコ：え、私、今もキーボード見て打ってますけど

◆シュヴァイン：練習が足りないなｗ　俺様はずいぶん前からタッチタイピングをマスターしているぞ

◆セッテ：ぶふっは

◆シュヴァイン：おいどうした

　何が起きているのか、またしても変なことを言うセッテさん。

　彼女はしばらくビクンビクンと動いた後、誤ご魔ま化かすように言った。

◆セッテ：ちょっと、キーボードに、コーヒーを吹き出して

◆ルシアン：それ大変だろ、大丈夫か

◆セッテ：平気

　本当かよ。ちゃんと乾かせよ。

　まあ何にせよ、始めたばっかりだと言うならちゃんと面めん倒どうはみよう。

　ゲームを始めたなら最初にやることは決まっている。

◆ルシアン：とりあえずレベリングだな。メタプチＭＡＰに行くぞ。んで途中でコンボ覚えたらアコに鼻血が出るぐらいヒールさせてゴブリンキングな

◆シュヴァイン：おい待てこら

◆ルシアン：何だよ

　何な故ぜかシューから待ったが入った。

　メタプチというのはＨＰは５しかないけど防ぼう御ぎよがやたらと高くて経験値はそれなりにあるメタルプチドラゴンというモンスターのことだ。初しよ心しん者しやでも頑がん張ばって殴なぐって五発当てれば倒せるので、スキルでタゲを維い持じしながら殴らせればかなりの勢いでレベルが上がる。ゴブリンキングは攻こう撃げき速度が遅く、攻撃スキルを使わないので、即そく死ししない限りはヒールをかけ続けるだけで絶対に勝てる、これまたレベリングには定てい番ばんのモンスターだ。レベル上げとしては普通の選せん択たくだろうに、何が不満だ。

◆アプリコット：普通に考えてゲームを始めた直後の初心者にパワーレベリングは駄目だろう、ルシアン。ゲームとは楽しむものだ。その過程をな

◆ルシアン：……そういやそうか

　言われてみればゲームの楽しさの大たい半はんを奪うばい去ってしまうような気がする。

　いけないいけない、ネットゲームの闇やみに染そまりきってしまう所だった。

◆アコ：あの、私もそんなに優しい育ち方してない気がするんですけど

◆ルシアン：アコは今でこそこんな風に育っちゃったけど、これでも俺なりにゲームの基本を叩き込んだつもりなんだよ

◆アコ：私のこと失敗作みたいに言ってませんか!?

　成功だとはとても言えない。

　俺おれはアコに懐なついてほしかったんじゃなく、一いつ端ぱしのヒーラーになって欲しかったんだよ。

◆シュヴァイン：馬鹿は放って置いて、ゲームの基本は自分の力で敵を倒すところからだ。というわけで、俺様のこの武器を貸してやる。英雄のビギナーズナイフ＋９だ。これでそこら辺の敵をなで切りにして来い

◆ルシアン：おい待て待て待て

　ヤバイことを言い出したシューをすぐさま止める。

◆シュヴァイン：俺様の武器に不満でもあるのか

◆ルシアン：あるに決まってるだろ。なんだそのオーバーパワーな武器は

　そんなＯＰ武器を使ったら冗じよう談だん抜きで序じよ盤ばんの敵がザクザクに切り裂さけるだろ。プレイヤースキルも何もあったもんじゃない。

◆シュヴァイン：んじゃどうするんだ

◆アプリコット：普通の武器を使って、普通のクエストを進めて、普通に育てば良いだろう？

　マスターが呆あきれたように言った。

　そうそう、流石さすがはマスター、よくわかってる。

◆アプリコット：経験値ブーストの課金さえしておけばそれでも充分に育つしな

◆ルシアン：やっぱマスターは駄目だ

◆アプリコット：何故だ!?

　正直ちょっとそんな気はしてた。ぶっちゃけ経験値ブーストは便利なんだよな。ネットカフェ特とく典てんとイベント経験値に課金ブーストを同時に使って経験値三さん倍ばいとかよくやったよ。

　言い合っていると、セッテさんが不安そうにこちらに寄ってくる。

◆セッテ：あの、私、何すればいいの？

◆ルシアン：あー、そうだなあ

　どうしようか、とりあえずマスターの言った感じで、普通に敵と戦いながら普通にクエストさせるか？　でもそれ、俺達が居る意味ってあんの？

◆アコ：はい、はい！

　と、アコが手を上げて言った。

◆アコ：折角だからもっとゲームを楽しみましょう！　私がルシアンにプロポーズしたあそことかに連れて行くべきです！

◆ルシアン：却下

◆アコ：何でですかっ!?

　だってお前が行きたいだけじゃんそれ。

　大だい体たい観光地になるような場所って、大体敵てきの種類がバラバラだし、ちょっと遠いし、色んな町を経けい由ゆしないといけないから──

◆ルシアン：あれ？　意外と良いのか？

◆アプリコット：観光ついでに街を回るか。そうだな、妥当かもしれん

◆シュヴァイン：そういやワープポイントも登録しておかないと不便だな。アコみたいにその町には飛べません、とか言い出すことになるｗ

　あれれー、おかしいぞー。アコが言ったことが一番まともだぞー？

◆ルシアン：まさかアコの意見に負けるとは……

◆アプリコット：信じられんな

◆シュヴァイン：そんな珍しいことが起きるぐらいならその分の運で俺様にレアを出せよ

◆アコ：私の扱いを一から考え直すべきじゃないでしょうか！

　いやいや、これであってるあってる。何も間違ってないから。

◆セッテ：仲良いんだ？

　俺達を見ながらセッテさんがそう言った。

◆ルシアン：付き合いも結構長いからなー

◆シュヴァイン：まさに腐れ縁って奴だなｗ

◆ルシアン：腐ってんのはお前の頭だろ

◆シュヴァイン：お前の性根だろ

◆ルシアン：おう？

◆シュヴァイン：あん？　やんのか？

◆セッテ：仲良いねｗ

　良さそうに見えたのか今の会話が。

◆ルシアン：とりあえず観光ツアーに決定。後はルート決めだな。セッテさん、ちょっと待ってな、すぐ決めるから。とりあえず巡回飛行船に乗るところからがスタートだな、んでそこから飛び降りてだ……

　ＬＡの中にも観光スポットと呼ばれる場所は多い。定てい番ばんだが飛行船からの景色けしきは中々のものだし、海底深ふかくにある神しん殿でんも悪くない。モコモコビーチのリゾートっぷりは中なか々なかだし、機き械かい都市オーガストはＳＦ的な外がい観かんがそそられる。

◆ルシアン：というわけで決まった。セッテさん、俺達はこれから飛行船に乗って、途中海の上で飛び降りて五分ぐらい潜った所にある神殿に寄った後で近くのビーチでリゾート気分を味わって、そこから渦潮に飲まれて鯨に吸い込まれて打ち上げてもらって、その先にある墓地の奥にあるダンジョンを抜けて地獄街のワープゲートから機械都市の一番上の歯車に行ってそっから下までダイブな

◆セッテ：ぜったい、いや

　何でだよ!?　これ間違いなく面白いって！

　危なくない、危なくないから！　平へい気き平気！

　そんなこんなでセッテさんを連れて遊び倒し、今日きようの夜はすぐに終わった。




「やっぱり良いことはするものね！　運が向いてくるわ！」

　翌日の部室で、瀬せ川がわはちょっと引くぐらいのハイテンションで言った。

　気のせいかツインテールがみょんみょんと跳はねているように見える。

「ど、どした？　なんか良いことあったか？」

「奈な々な子こがさあ、わざわざ皆に話したりしないよー、って言って、本当に黙だまっててくれたのよ。あーもー、本当にあの子で良かった。私の学校生活はもうちょっとだけ続くんじゃよ！」

　ちょっとで良いのか？　それってもうすぐ終わるんじゃないのか？

「でも誰だれかにバレたんだし、気をつけないとまた別の奴やつにバレるんじゃないか？　今日も誰かに見られたりしてないよな？」

「部室に入る前に三回確かく認にんしたから大だい丈じよう夫ぶよ。奈々子もなんか急いで帰っちゃったし」

　ふんふん、と鼻はな歌うたを歌いながらＰＣを起き動どうし、瀬川は機き嫌げん良よくマウスをいじる。

「そろそろ最近の遅れを取り戻さないとね。アコとマスターは？」

「さあ？　掃そう除じ当番でもしてるんじゃないか」

　そう聞いて瀬川は少しだけ眉まゆをひそめて声を落とした。

「……アコの掃除当番って想そう像ぞうするとちょっと怖こわいわよね」

「そりゃ浮いてそーだし、ミスばっかして引かれそうだけど」

　ちゃんとコミュニケーションが取れてるのかは少し不安だ。のんびり雑ざつ談だんしながら掃除してるって感じはしないよな。

　そんなことを話しながら数分、がらりと扉とびらが開いた。

「遅れて済まない、少し私用でな」

「遅くなりましたー」

　マスター、ちょっと遅れてアコが入って来る。

　何な故ぜか部室に入った瞬しゆん間かんから涙なみだ目めだったアコは俺おれを見ると目を見開き、

「ねえルシアン、掃除なんて専せん門もんの人に頼めば良いですよね!?」

　あ、嫌いやな予よ感かんが当たってた。

「だいたい他の人も悪いんですよ。ぼっちで名を馳はせてる私へ急に話しかけるだなんて、本当にノーマナーです。考えられません。そりゃ掃除当番のことなんてすっかり忘れてましたけどもっ！」

「あー、テンパったのか？」

「人生で初めて、はひっ、って言いました」

　それはちょっと可愛かわいいんじゃねーかなと思う。

「心配するな、私など『先に帰っても良いよ？』という気き遣づかいに見せかけたＤＯＴスキルをぶつけられたぞ」

　今も持続ダメージが残ってる感じらしい。心が痛いんだろう。

　しかしマスターの場合は真しん剣けんに気を使われた可能性もあると思うんだけども。

「さあ、全てを忘れてゲームをしよう」

「私にはＬＡがあるんです」

　何にせよ二人ともやる気満まん々まんだった。俺おれも一いつ緒しよに頑がん張ばるとするかな。

　そう考えてログインすると、いつもの喫きつ茶さ店てんには既すでに他のプレイヤーの姿すがたがあった。

◆セッテ：こんにちは

「えっ」

　思わず口に出すと、他の三人もこちらを見ていた。

「また居ますね」

「っていうか結局あんたの知り合いなわけ？」

「いや、正直覚おぼえは全くない」

　仮に知り合いだとして昨日きのうの分で十分面めん倒どうはみた気になってたし。

　ともかく口だけで話すわけにはいかないのでチャットを打つ。

◆ルシアン：おう、こんにちは

◆シュヴァイン：おう

◆アコ：こんにちは

◆アプリコット：ようこそギルドアレイキャッツの酒場へ

◆ルシアン：酒場じゃねえし俺達の場所じゃねえし

「それは良いとして。どうするのよ」

「ここに放っておいて狩かりに行きますか？」

「それもちょっとなあ」

　アコの言うことはちょっと非情ではあったが、そうしたいという気持ちは間違いなくあった。いつも通り皆で遊びたいんだけど、でも放っておくのも気分が悪い。

「折せつ角かくやる気だったところだけど……ちょっと付き合う？」

「ネトゲ部として同じネトゲプレイヤーには愛情を持ちたい所だな」

　瀬せ川がわとマスターが妥だ協きようを見せた。なら、良いか。

「んじゃ少し付き合うか」

◆ルシアン：今日も来たのか？　

◆セッテ：何しようかよくわからなくて

　まあ別の世界にいきなり放り出された訳わけだからな。昨日はあれこれ連れ回しただけでゲーム的なことはなにも話してないし。

◆ルシアン：うーん、ちょっと操作の練習とかするか。ついて来な、手頃な敵の所に行くから

　セッテさんを街の外へ連れてくる。街から出てすぐにある草原には、噛かまれたら人間なんて一発だろ、みたいなサイズの狼おおかみがうろうろしている。しかしこれでも雑ざ魚こモンスターだ。

◆ルシアン：というわけで、こいつを相手に基本動作の練習をする

「えっ」

　リアルの方でアコが動どう揺ようした。

　おい、なんでお前が焦あせるんだよ。

「なんだよ、基本の動作ぐらいアコだって……おいお前、もしかして」

　忘れたのか？　あれだけ教えたのに？　戦せん闘とうの基本とか全ぜん然ぜん覚えてないと？

「い、いえ、そんなことはないんですよ、ええ」

「確かにアコがコンボ回復とかしてるの見たことないわね」

「しーっ、しーっ」

「ギルドマスターとして、メンバーの指導が必要かもしれん……」

「マスター、重く受け止めないで下さいっ」

　それはともかくセッテさんのことだ。

◆ルシアン：ええと、セッテさんのキャラは近接型。俺やシュヴァインと一緒だ。基本は通常攻撃、ガード、カウンター、スマッシュ技、数は少ないけど投射型の遠距離技で戦っていく

　セッテさんは、ふんふん、と頷うなずいて聞いている。

◆ルシアン：んでやることは簡単で、とりあえず通常攻撃で殴って、敵が反撃しそうならガード、近接スキルを撃ってきそうならカウンター、無防備ならこっちからスマッシュ、遠くで何かを溜めてたら遠距離。それだけだ。

「だけって。ルシアン、だけって言いませんでした？」

「他にも色々あるけどとりあえずそれだけ覚えてればしばらくはいけるだろ」

「むしろアコはそんなに一気に覚えられるかってことをいいたいんじゃないの」

「そうです、そうです！」

　アコは力強く言う。どうして情なさけないことを言う時だけ力一いつ杯ぱいなんだ、アコ。

「んー、でもこっちで勝かつ手てに限界を設定するのも悪いだろ？　やってみて無む理りそうなら減らしていけば良いんだし」

「うむ、私もＷＩＫＩを読めば大体のことはわかるぞ」

　マスターはそういうタイプだよな。このセッテさんだってやらせたら覚えが早いかもしれない。そういう人に知識を制限するのはむしろ害悪だ。教えれば教えた分まで深く突っ込んでくるネトゲ初しよ心しん者しやもいるし、そういう奴やつは大だい体たい将来有ゆう望ぼうなんだ。

「私は一日一個ずつぐらいがいいです……」

　アコは一晩経つと前の日教おしえたことを忘れてるからいつまでも進まないだろ。

◆ルシアン：操作自体はわかるか？　スキル使うボタンとか。……うし、んじゃとりあえず適当にその狼さん倒してみ

◆セッテ：しねー

　ナイフを持った女の子がしねーとか言いながら狼に斬きりかかる図はちょっと危ない光こう景けいだった。それに反はん撃げきして襲おそってくる狼もそうとう危ない。

　さてセッテさんだが、最初は攻こう撃げきして攻撃して殴なぐられて、攻撃して攻撃して殴られてを繰り返していたが、自然と反撃のタイミングにあわせてガードしようと試み始めた。まだタイミングに失敗して攻撃を食らうことも多いが自じ主しゆ的に動こうという姿し勢せいは素す晴ばらしい。

「この人、アコよりセンスあるんじゃないか」

「ちょ、ちょっと僅わずかに私より上う手まい可能性も微び粒りゆう子しレベルで存在するかもしれません」

　しかし現実を認めたくないらしいアコは近くの狼に寄っていく。杖つえを振り上げてぺちっと殴ると、狼はキラッ☆っと星を出して死んだ。

「うううううう」

「そりゃレベル違うんだから一いち撃げきで死ぬって。アコはヒールでも構えててくれ」

　あとピンクスターのキラキラロッドを持ち歩くのはやめてくれ。その殴るたびにキラッ☆　キラッ☆って星が出る以外に使い道のない杖は本ほん気きで必要ないから。

　ということで基本を教え込む。本ほん人にんにやる気とセンスがあるので覚えは早い。

◆ルシアン：攻撃、ガード、隙を見てスキル攻撃。敵が構えたら、そうそう反撃して

◆シュヴァイン：武器を変えれば一発目にスキルを撃てば終わるぞ

◆アプリコット：課金すればチャージ技が初手に撃てるのだが

◆ルシアン：お前らちょっと黙れ

　折せつ角かく初心者が頑がん張ばってるんだから余よ計けいなこと言わないで応おう援えんするように。

　セッテさんは基本の戦せん闘とうぐらいはすぐにマスターし、ものの数すう時間でそれなりに動けるようになった。

◆ルシアン：後はそのパターンに沿って敵の動きを見極めて、増えたスキルの性質を考えてコンボに組み込んでいく感じだな。センスあるからすぐに覚えるよ

◆セッテ：ありがとう、ルシアン君

　その間にチャットにも随ずい分ぶん慣なれて、それなりに普通に喋しやべるようになってきた。何な故ぜか俺おれだけ君付けになってるけど。

◆セッテ：ルシアン君、こういうの教え方上手いんだね

◆ルシアン：なんで意外そうな言い方なんだ

◆セッテ：本当にちゃんとやってるんだなーって。ちょっと格好良いよ

　初心者に上から目め線せんで褒ほめられたよ俺。なんだこの喜んで良いのか腹を立てれば良いのか微び妙みような気持ち。

◆アコ：ルシアンに変な色目を使わないで下さい

「全ぜん方ほう位いに嫉しつ妬とすんなって」

「ううう、だって」

「気になるならお前が面めん倒どう見てやれよ」

「知らない人と話すの怖こわいんで……」

　ゲームの中でもコミュ症しようとか本当に救えない。

「ってかルシアンだけ懐なつかれてるのはおかしいでしょ。こんなの私でも良いのに」

◆シュヴァイン：こんなことなら俺様にでもできるぞ。いいや、もっと上手く指導することも可能だ。何なら直々に教えてやろうか？

◆セッテ：ぶふっ

　セッテさんがまた吹き出した。

◆シュヴァイン：お前なんで俺様が喋るたびにちょっと受けてるんだ？　もしかして喧嘩を売っているのか。なら買うぞ、ああん？

◆セッテ：ち、ちがうんだけど、ね

　キャラクターがびくびくと震えてる。これ笑いすぎて操そう作さがおぼついてないやつだろ。

◆セッテ：やっぱりルシアン君がいい。ルシアン君、頼れるし優しいし

「……チッ」

　隣となりから凄すごく苦にが々にがしい舌した打うちが聞こえた!?

「アコ、ちょっと舌打ちしなかったか」

「してません」

「……そう？」

　なまじ文もん句くを言う度ど胸きようがないのか、腹の中に苛いら立だちを溜ため込んでいるアコがちょっと怖い。

◆セッテ：ルシアン君、もっと色々教えてくれる？

◆ルシアン：別にいいけど、そろそろ一度落ちないといけないから、夜になら

　もうすぐ部ぶ活かつ終了の予よ鈴れいが鳴る。次は帰って、飯めしなり風ふ呂ろなり宿題なり済ませた後に集合するのがいつものパターンだ。

「えー、夜もこの子に付き合うの？」

　そろそろ耐えられなくなってきたか、瀬せ川がわは苛立ちを隠かくそうともしなかった。

　わかるよ、わかるけどさ。

「でもこう言われて断るのもさ」

「はあ。あんた初しよ心しん者しやに懐かれると気分良くなるタイプ？」

　そういうんじゃない。ただ放っておくのはちょっと後あと味あじが悪いってだけで。

「なら、好きにすれば。あたしは夜は一人で狩かるから」

「お前、マジで機き嫌げん悪いの？」

「あいつうざい」

　瀬せ川がわから小学生並みの感想がでた。

　笑われたのがそんな気に入らなかったか。気持ちはわかるけどさ。

「なら私もそうするか。しばらく大だい魔ま法ほうを撃うっていないと調子が悪い」

　マスターもか？

「ああ。私は別に初しよ心しん者しやと楽しむのは嫌きらいじゃないが……」

　ちらりと画面の中の彼女に視線をむけると、マスターは

「彼女の、グループの中心を見定めてその人物に媚こびを売る姿し勢せいが、私の苦にが手てな人じん種しゆに近い」

「……それは」

　マスターは裏うら表おもてのない良い奴やつだが、逆に苦手だと判はん断だんした相手にさして気を使うこともない。それはリアルの彼女と同じ性質で、少なくとも俺おれにとって気分の良いことなんだけど──こういう時はちょっと困る。

「私はルシアンと一いつ緒しよに居ます！」

「そっか」

　アコはそう言ったが、画面の向こうに居るセッテさんに警けい戒かいしているのは明らかだった。

　ギルド外の人が現れるようになってたったの二日目。

　アレイキャッツは既すでに分ぶん解かい状態だった。




　　　　†††　　　†††　　　†††




　どんな状態でもアコは俺から離れない。今日きようも二人一緒に家いえ路じについている。

　本当はそれを直す為ための部ぶ活かつなのにちょっとほっとしてる俺が居た。

「困りましたねー」

「困ったなー」

　二人並んで、はあ、と溜ため息いきを吐つく。

　仲良しグループと言ってもちょっと妙みようなことが起きたらこれだ。やれやれ大変だ──と言っても、解決策さくは簡単なんだけどさ。

「ぶっちゃけた話、素直に拒きよ否ひればいいんだけどさ。俺はあんまりそういうの得とく意いじゃないんだよ」

「そうなんですか？」

「そうなの。八はつ方ぽう美人っつうか、無む駄だに善ぜん人にんになろうとするって言うか。あんまり親しくない人ひと相手だと嫌いやなことが嫌って言えなくて、ずっと我が慢まんしちゃって、気がついたらゲームやること自体が嫌になっちゃうんだよな」

　ゲームの中なのにどうも良い人ぶっちゃうんだよ。現実では適当に生きてるってのに、ゲームのなかでしっかりしてどうすんだって自分でも思うんだけど。

「ゲームやめるぐらいなら嫌いやだって言いましょう！」

「お前言えるの？」

「いいえ？」

　当たり前じゃないですか、とばかりに言い返された。

　そだね、お前そういう奴やつだよね。

「結局は俺おれ達たちって全員がコミュ症しようみたいなもんだからさ、こういう時は面倒めんど臭くさいよなあ」

「そうですねえ……」

　アコはゲーム内でも俺達が居ないと黙だまってしまうぐらいのコミュ能力だし、リアルでは面倒見の良いシューもゲーム内では俺様状態だ。ああ見えて結けつ構こう人ひと見み知しりするマスターは気が向かないとソロに走ってしまう。俺は俺で八はつ方ぽう美人になりすぎてゲーム自体が嫌になってしまうタイプと──本当、どうにも対たい人じん能力に欠けた面子メンツだよ。

「こんなこと言いたくないんですけど」

　そう前置いて、アコは足あし下もとを見たまま言う。

「溜たまり場を変えるのもありなんじゃないかと」

「……セッテさんよけで？」

「です」

「んー……」

　ネトゲで溜まり場というのは結構大だい事じだと思う。

　特にほんわかファンタジー系けいのゲームでは、暇ひまな人が集まってだらだらする場所というのがゲーム内ない生活のモチベーションに関わる。

　暇ならここに行けば誰だれかが居る。ここで待っていれば誰かが来る。やるべきことが終わったらここに帰る。ゲームの中がもう一つの世界になっていればいるほど、自分の拠きよ点てんになる場所は大切なんだ。

　しかしそこに異い分ぶん子しが入ると途と端たんに面倒なことになる。ゲーム内で勝かつ手てに決めた溜まり場なんてのは公こう共きようの場所でしかなく、誰かが来るというなら拒こばむ権けん利りが何もないのだ。

　だから溜まり場引ひっ越こしってのはよくあると言えばある。逃げるように街を転てん々てんとするギルドなんてどこにでもあるだろう。

「でもさ、セッテさん別に悪い人ってわけでもないんだよな」

「それはそうですけど」

　だから逃げるように居なくなるというのも罪ざい悪あく感がある。

　しかしなあ、歓かん迎げいしたいかと言うとそうでもないんだよ。

　本当の意味での初しよ心しん者しやっていうのはゲームの将来を考えるなら大事にすべきだけど、絡からむ場合においては正直ちょっと面倒めんど臭くさい。

「後はですね、これは個人的意い見けんなんですけど」

「どした？」

　アコは真剣な表情でしっかりと俺おれを見つめて言った。

「ルシアンが他の女の面倒を見てるのが気に入りません」

「超ちよう素直だなお前！」

　要するにやきもちか！

「だってだって、ルシアンはずっと私の面倒を見てたら良いじゃないですか！　他の女キャラに懐なつかれて喜んでるなんてダメです！」

　こ、こいつ本ほん気きだ。本気で言ってる。

　アコの表情に冗じよう談だんの色は欠片かけらも見えなかった。

「大体ルシアンは誰だれかの世せ話わをしてる時にいつも活いき活いきしすぎなんです！　そういう所は私にだけ向けてくれたら良いんです！」

「俺の世話なんて必要なくなるっていう発はつ想そうはないのか？」

「なんでそんな寂さびしいこと言うんですか、酷ひどいです。私と一いつ緒しよに居て楽しくないんですかっ」

「一緒に居ることがイコール面倒をかけるってのは健けん全ぜんじゃないと思う」

「私の座ざ右ゆうの銘めいは『他た力りき本ほん願がん』です」

　こいつクズだ！

　クズだけど、クズなんだけど、でも俺の嫁よめなんだよなあ。

　少なくともゲームの中でアコを悲しませるようなことはしたくない。ゲームの中でこいつのこと大好きだってのは否定するつもりはないし、

　寂しがってるなら構ってやりたいし、俺も構いたい。

「……あ、そうだ。良いこと思いついた」

「はい？」

「今こん夜や二人で利り便べん性が良くて集まりやすくて目立たない、そんな場所を探してみようぜ。上う手まく見つかったら皆で移動しても良いし」

「デートですね！」

「……デート、かなあ」

「デートですデート。お洒落しやれしていきますねっ」

　夜逃げ先を探すような話だけど、アコがそう思うならいいか。

　でもこいつ、リアルでデートに誘さそっても絶対こんなに喜ばないよな。

「…………」

「……？　どうしました？」

「いんや、何でも」

　ま、アコらしくて良いけどな。




　シューとマスターは狩かりに行った。俺おれとアコは見つからないようにキャラを移動して、決めておいた待ち合わせ場所で合流した。

◆アコ：──というわけで、お洒落をしてきました

　満まん面めんの笑えみで言うアコに、俺は躊躇ためらいなく答える。

◆ルシアン：脱ぎなさい

◆アコ：ええっ、こんな所でですか!?

　そういうネタは良いから。要いらないから。

　お洒落をすると言った言葉通り、アコの見た目は豪ごう華かなドレスに変わっていた。

　そう、とてもとても豪華なドレス。見た目からは職業もわからないぐらいの、どう見ても明らかにアバターごと変わってるだろっていうドレス。

◆アコ：高かったんですよー、この使い捨てのアバター変更ドレス

◆ルシアン：だってそれ思いっきり移動速度が下がるだろ。色々歩きまわるって言ってんのに

◆アコ：うう……あと三十分は効果が切れないので、それまで待って下さい

　また訳わけのわからないアイテムを高たか値ねで買いやがって。そういう無む駄だ遣づかいをするから装そう備びが揃そろわないんだぞ。

　仕方がない、とりあえず近場を回るか。

◆ルシアン：今の喫茶店に近い場所だと結局バレそうで怖いんだけど……今日はこの街の中を見てみるか

◆アコ：はーい

　ドレスを着てしゃなりしゃなりと歩くアコを連れ、町まち中なかをゆっくりと歩く。

　そういえば何だかんだで新しん婚こん旅行的なこともしてないし、いつも四人だからアコと二人ってのは珍めずらしい。

「デート……ね」

　こういうのも家族サービスって言うのかな、と馬ば鹿かみたいなことを思った。

◆ルシアン：とりあえず溜まり場の定番というと、復活地点の前、商人の前、そして転送地点の前になる。利便性が高くて人の集まるこの辺りに自然発生的に溜まり場が出来上がるってことが多い

◆アコ：そうですね、復活地点の近くにはいつも人が居ます

◆ルシアン：だろ。だから──今回はそこには行かない

◆アコ：行かないんですか

　うむ、と頷うなずく。

◆ルシアン：俺達は小規模ギルドだからな

　便利な場所に居い座すわれるほど力も規き模ぼも大きくない。リアルの俺おれ達たちと同どう様よう、人の来ない隅すみっこに集まってだらだらとすごすのだ。

◆ルシアン：というわけで候補その一、街を出たすぐの所に来てみた

◆アコ：街じゃなくてフィールドマップですよね

◆ルシアン：そうだ。だから人が少ない。でも入り口から近いってことは利便性は高いわけで、候補としては悪くないんだ

◆アコ：街に近いから音楽ものんびりしてますし、広々としてて良いんじゃないですか？

◆ルシアン：だろ。ただなー、一個だけ問題があってなー

◆アコ：何がいけないんですか？

　それはな、アコ。お前の後ろにいる奴やつだよ。

◆アコ：あ、あれ？　ちょっとあっちから来てるの……モンスターですよね？　え？　あ、ちょっと待って下さい、襲われっ

　後ろから走ってきた狼おおかみにアコが噛かみつかれる。

　大だい丈じよう夫ぶ大丈夫、そいつ雑ざ魚こだから。

◆ルシアン：そうなんだよ、一応フィールドマップだからアクティブのモンスターが来たりするんだ。そりゃ街の近くだから危険なモンスターは出ないけど、寝て起きたら死んでるってことがありえる。集合地点としては悪くないんだけど、のんびりするには良くない

　ここに集まって出発、みたいな場所としては良い。でも何なん時間も座って雑ざつ談だんをするとなると良くない。そんな場所だ。

◆ルシアン：どのぐらい敵がくるのかなーと思って見に来たんだけど、結構来るんだな。これならやめておいた方が無難か

　そんなこと言っている間にもアコを襲う狼が二匹ひきに増えてる。こりゃ駄だ目めだ。

◆アコ：あ、あの、ルシアン、ちょっと助けてもらえませんか？

◆ルシアン：大丈夫だって、お前でも一発殴れば倒せるから

◆アコ：いえ……このドレス着てると攻撃できないんです

◆ルシアン：…………

◆アコ：きゃうっ

　げしっと盾たてで殴るとアコと狼がまとめて吹き飛んでいった。

　候補一、断だん念ねん。ここにするとアコが死ぬ。

　ああもう、さっさと次に行こう。




◆ルシアン：ってわけで二カ所目。特にクエストもないしＮＰＣもいないけど一応中に入れる建物の中、だ

◆アコ：綺麗な所ですねー

　水みず辺べに建った二階建ての建けん造ぞう物ぶつ。表ひよう示じを見る限りは宿やど屋やという設せつ定ていだが、そもそもこのゲームに宿屋なんてシステムはないので、存在しているだけだ。

◆ルシアン：ここも人さえ来なきゃ良い所なんだよ、人さえ来なきゃ

◆アコ：よく人が来るんですか？

◆ルシアン：よく、ではないと思うけど……まあ、入ってみるか

　アコを伴ってそっと建物に滑り込む。人ひと影かげがないか見回しながら中に進む──と、少し奥まった一室に人影があった。男キャラクターと女キャラクターのペアだ。

◆アコ：誰か居ましたね

◆ルシアン：居たな……うん、やっぱやめよう

◆アコ：先に使ってる人が居るなら仕方がないですけど……あの人達、どうしてベッドで向かい合ってるんでしょう

◆ルシアン：…………さ、次いくぞ

　その理由は話したくない。アコが何かに気付く前にここを出よう。

　そう促うながしたのだが、それより早くアコの足が止まった。

◆アコ：はっ……わかりました！　雰囲気の良い建物、宿屋、ベッドに座る男女──これはもう明らかです！

◆ルシアン：わからなくていいから

◆アコ：待って下さい待って下さい。私も前から思ってたんです。ゲームとリアルは別だってルシアンは言いますけど、それを逆に考えると私とルシアンはゲームの中では立派な夫婦です

◆ルシアン：そだな。愛してるぞアコ

　恥はずかしいことを言って誤ご魔ま化かしてみる。

　が、アコは嬉うれしそうに何度も頷うなずいたが、折れずに話を続けた。

◆アコ：私もです！　ということはですよ、ゲームの中でなら夫婦らしいことをしても良い、ってことになるじゃないですか。つまり私達もあの人達のように濃厚なチャＨを

　言いやがった。ゲーム内で文字を使ってアレなことをするチャＨに言げん及きゆうしやがった。

◆ルシアン：しねーから！

◆アコ：ちゃんと情感たっぷりに実況しますから！　ルシアンの指が私の体をゆっくりと這い、その甘美な感触に背筋が蕩けるような

◆ルシアン：それ以上言ったらマジで別れるぞ

　想そう像ぞうしちゃうから！　思わず考えちゃうから！　長い髪かみを広げてベッドに横たわってるアコの姿すがただとか、その体に触れた感触だとか、どんな表情してるかとか、どんな匂においがするのかとか、一度も見たことないのに妄もう想そうが止まらなくなるから！
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◆アコ：うううう、ごめんなさいでしたー

◆ルシアン：謝るぐらいなら最初から言うな！

　誰だれが何が悲しくて同級生とそんなことしなきゃいけないんだよ。拷ごう問もんか？　罰ばつゲームか？　それとも俺おれを殺したいのか？

　候こう補ほ二も断だん念ねん。ここにするとアコが発はつ情じようする。




◆ルシアン：考えてる場所は残り一個。あんまり有望じゃないけど見てみるか

◆アコ：はーい

　というわけでやって来た最後のスポット、町まち外はずれの教会裏うらにある墓はか場ばだ。

◆ルシアン：最後の候補は明らかに雰囲気の悪い、人のいなさそうな場所、だったんだけどな

◆アコ：沢山人が居ますね

　既すでに集会所に使っているみたいで、結けつ構こうな数の人が集まっていた。

　とてもじゃないけど俺達の入る余よ地ちはなさそうだ。

　こんな寂さびれた墓場ならいけるかと思ったんだけどな。

◆ルシアン：残念だけど、ここも──

　駄だ目めみたいだから帰ろう、と言おうとしたところで、その集団の中から声がかかった。

◆猫姫：あれ、ルシアン？　アコちゃん？　

◆ルシアン：え……猫姫さん？

　集団の中から抜け出してくる見み慣なれたキャラクター。

　おお、最近ゲーム内であんまり見かけないから仕事が忙いそがしいのかと思ってた猫ねこ姫ひめさん、こんな所にいたんだ。

◆猫姫：二人はこんな所でなにをしてるのにゃ？

◆アコ：私達はデートをしてます

　猫姫さんに躊躇ためらいなく言い放つアコ。恥はじとかないのかお前。

◆ルシアン：俺達はその、ちょっと散歩……みたいなことです。猫姫さんは？

◆猫姫：あー、えっと、その、にゃんというのかにゃ

　言い難そうに口ごもる。普通にここで集まってたんじゃないのか？

　と、さらに集団から一人が抜け出し、ぶんっと大きく剣けんを振った。

◆†クラウド†：なんだ貴様らー！

　えっと……なんだろ、あれ。変な人が怒ど鳴なってんだけど、何で？

◆†クラウド†：猫姫様が困ってるだろ！　何を言った！

　そうだそうだー、と声が上がる。

　なにこの……ええと、なに？　どういう状況？

◆ルシアン：いや、何もしてないけど……猫姫さん？　そこの人達は？

◆猫姫：えっと、昔所属してたギルドの人達なのにゃ。ばらばらになってたのをたまたま皆で集まれるように紹介したんにゃけど……

◆†クラウド†：我々はギルド。猫姫様親衛隊！　俺達が居る限り猫姫様には指一本触れさせないからな！

◆ルシアン：あ、すいません、帰りますね

　事情は全てわかった。全てわかった。

　ここは何も見なかったことにして去ろう。それがいい。

　君くん子し危あやうきに近寄らず、李り下かに冠かんむりを正さず、三さん十じゆう六ろつ計けい逃にげるにしかずだ。

◆猫姫：待つのにゃ、ルシアン！　違うのにゃ！　皆はただ悪ふざけをしてるだけなのにゃ！　本当に昔のギルドメンバーが集まって懐かしい話を──

◆ルシアン：行くぞ、アコ。猫姫さんはもう遠い存在になった

◆アコ：はい。……ルシアンはずっと私と一緒に居て下さいね

◆ルシアン：ああ、ずっと一緒だ

◆猫姫：誤解なのにゃああああああ

　候こう補ほ三、断だん念ねん。新しん興こう宗しゆう教きよう猫姫教きようの拠きよ点てんになっていた。




◆ルシアン：これで考えていた候補地の全てが駄目だったわけだ。残念だな

◆アコ：仕方ないです、どこでも人は居ますよね

　そうなんだよなあ。街の適当な場所にキャラクターを棒ぼう立だちにしておくのが嫌いやだ、って考える人は、大たい抵ていどこかに居場所を求める。人にん気きのある街はすぐに人で埋うまるんだよ。

　そして俺おれとアコがいつもの喫きつ茶さ店てんに戻ると、

◆セッテ：遅かったね

◆ルシアン：ああ……うん……

◆アコ：え、えへへ……

　当たり前の様に俺達を待っていたセッテさんに、俺達はがっくりとうなだれた。
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「……どうしようか」

　微び妙みような表情でパソコンの前に座る面めん々めんを見回し、俺おれはぼんやりと言った。

「どうした、じゃないわよ。あんたＬＡやんないの？」

「やるけどな」

　だって俺以い外がいの誰だれもＬＡを起き動どうしようとしないし。

　セッテさんが顔を出すようになってまだ数日だが、ギルドの雰ふん囲い気きは結けつ構こう酷ひどいことになっていた。

　結局溜たまり場ば探しも散歩しただけで終わったし、打だ開かい策さくがない。

「なに、ちやほやされないと気き分ぶん悪いっての？」

「どしたよ、なんで喧けん嘩か腰ごしなのお前」

「んなことないけど」

　アコじゃないんだから、構ってやらないからって機き嫌げん悪わるくなるなよ。

　そのアコはとりあえず俺と一いつ緒しよに動いているが、四人揃そろわないのがストレスなのか最近見ていて明らかに不安定だ。

　マスターは普ふ段だん通りだけど──だからって俺に迎げい合ごうする訳わけでもない。良くも悪くも自し然ぜん体たいだ。

「ログインしたらまた、居るのかね」

　ぽつりと言うと、瀬せ川がわもぽつりと返す。

「じゃないの、あんたが餌え付づけしたんだから」

　わざと悪い言葉選えらぶなって。

「……皆でゲームしたいですね」

「まーな」

　アコの素直な意見がそのまま全員の気持ちだった。

　割と長いことこの四人でゲームを続けてて、外部の人を混ぜて遊ぶことってあんまりなかった。時々人ひとを集めることがあってもレベルや装そう備びの近い人だけで、初しよ心しん者しや入れてとかそういうことは基本やらない。

　やっぱプレイスタイルとかレベル帯たい、装備なんかが合わないと一緒にやってても微妙なんだよな。俺達が廃はい人じんに混ざれないように、始めたばかりのプレイヤーも俺達に混ざるとあまり楽しめない。でも始まったばかりのゲームならともかく、今のＬＡに本ほん物ものの初心者なんてほとんど居ないし、放っておくのも……。

「んー……」

「うー」

　びみょーな空気で画面を見つめる。どーしよ。

「あー……、なあ」

　ふと思いついたことがあった。

　少し明るく言った俺おれに、皆がぼんやりした視線を向ける。

「前も言ったんだけど、ここって別にＬＡ部ってわけじゃないだろ。ネトゲ部な訳わけだ。じゃあ他のネトゲやっても問題ないんだよな」

「……それは確かにそうだ。オンラインゲームであれば何でもいい」

「他のゲームをするんですか？」

　俺の言葉に反応して、だらけていたギルドメンバー達が少し姿し勢せいを戻した。

「なるほど、他のゲームね」

「ああ。たまにはいいんじゃないか？」

　以前は却きやつ下かされた意見だ。しかし今回は俺の言葉に皆が目を輝かせる。

「良いと思いますっ」

「そうね、たまには」

「よし、ではそのゲームを選ぶとするか」

　お、おお。一発で通ってしまった。というわけで今日きようの活動にＬＡはなしだ。

　別にセッテさんと何かするのが嫌いやってわけじゃないんだけど……まあ、いいよな。別ゲーするだけで、ＬＡ内で避けるとかそういうんじゃないし。

　アコにリアルとゲームの違いをわかってもらうって意味でも、別のゲームをやるのは意味がある。ゲームが変われば立ち位置も変わり、『ルシアン』と結びついた俺のイメージが変わるかもしれないし。

　──そんなのはただの言い訳わけだと自覚しつつ、嫌なことから逃げられると思うとテンションが上がっていく。

「何のゲームするんだ？」

「そうだな、ネットゲームにも種類は多い。ＣＯＯＰ機き能のうのあるコンシューマーゲームも含めればそれこそ星の数ほどあるぞ」

「その辺はネトゲって感じじゃないでしょ」

「俺はとりあえず有名なゲームは一ひと通とおりを触っておくべきだと思う。ネトゲ部の基き礎そ教きよう養ようとして採用したい」

「何よ、その義ぎ務むみたいなの」

　義務だよ、義務。

「私、この牧ぼく場じよう経営シミュレーションってやりたいです！」

「大おお人にん数ずうで箱はこ庭にわゲーをやってどうすんのよ！」

　マジ、急に元気になったな俺達。我ながら都つ合ごうが良いよホント。

「なら……はい！」

　アコが俺の袖そでを引いて言う。

「銃じゆうで人を撃うち殺すゲームがしたいです！」

「アコ、イエローカードね」

「ええっ!?」

　危険な発言で、瀬せ川がわからアコにイエローが出た。

　うん、俺おれも妥だ当とうだと思うよ。今のは多くのゲーマーに対する宣せん戦せん布ふ告こくだ。

「ちなみにレッドになるとどうなるんだ？」

「学校には来なきゃいけないのに部ぶ活かつにでるのは禁止」

「重いですよっ」

　しっかり言葉に気をつけるように。

「ではＦＰＳなりＴＰＳなり、シューティング系けいのゲームをするか。こんなこともあろうかと下した調しらべはしている。とりあえず基本無む料りようの中で評ひよう判ばんが良いものを選べば損はすまい」

「ういー」

　マスターが選んだのはＦＰＳゲーム、ウルトラフォース。アコの言葉じゃないが、とりあえず銃じゆうで人を撃うつゲームだと思っていれば間違いはない。口に出すのは厳げん禁きんだ。

　少し懐なつかしい雰ふん囲い気きのある公式サイトからインストールを始める。

「ルシアンルシアン、登とう録ろくってどこからするんですか？」

「そこに新しん規き登録って書いてあるだろ。ほら、ここ押して、名前と住所入れて」

「ルシアン、タッチです！」

「自分で入れろよ……ったく、住所は？」




　クライアントは大して重くなく、インストールはすぐに終わった。

「さてやるか。適当に初しよ心しん者しや部屋に入って戦うか？」

「そーねー。操そう作さもよくわかんないし」

「む、ランクが足りなくて課か金きんした武ぶ器きが使えんぞ」

「なんで最初から課金してんのマスター」

　いぶかしむ俺の視線に、むしろ不ふ思し議ぎそうに言う。

「おかしいだろうか。いわゆるお布ふ施せというやつだ。オープンベータを楽しんだゲームが課金を開始した時や、期待しているゲームを始める時など、とりあえず多少は金を入れるだろう？」

「しないって」

　する奴やつが居るとは聞くけど、まさか身み内うちにいるとは。やはりネットゲーマーは業ごうが深い。

　この調子では良い運営に対してはユーザー側から課金システムを提てい案あんして搾しぼり取って下さいとお願いするようなゲームも出てきそうだ。

「とりあえずやるぞー。全ぜん員いん部屋にはいったかー？」

　おー、ということで試合を始める。

　ルールはチームデスマッチ、ようするにチーム対チームの撃ち合いだ。

「てぃーむですむぁっち！」

「アコ、試合開かい始しコールを真ま似ねせんでいい」

　微び妙みように発音が良いのが腹はら立たつ。

「お前達、最さい低てい限げんの操そう作さはわかるな？　この部屋はフレンドリーファイアがある、気をつけろ」

　フレンドリーファイア、すなわち味み方かたに対する攻こう撃げきのことだ。この部屋では仲間を撃うち殺す可能性があるのだ。余りやりすぎるとキックされる場合もある。もちろん、わざとでもなければそうそうないが。

「じゃあとりあえず突っ込んで撃つわよ」

「お前らしいな。ま、行くか」

　がちゃがちゃと武ぶ器きを切り替えて確かく認にんするシュー。そしてアコが一人ぶつぶつと

「えっと、このボタンが……」

　とか言っていた。

　その直後、「ファイアーインザホール！」と四つのスピーカーから同時に聞こえた。

　どごん、という轟ごう音おんと共に視し界かいが白に包まれる。

「……え？」

「お？」

　光と煙が晴れたときには俺おれの体力は見事になくなり、倒れ伏した兵へい士しの姿すがたが映っていた。

「……アコ、凄すごいな、いきなりトリプルキルだぞ」

「全員味方だけどね」

「ご、ごめんなさいー！」

「なるほど、足あし下もとに手しゆ榴りゆう弾だんを転がしたのだな」

　初デッドはまさかのアコによる自じ爆ばくだった。

「思うのだが、アコには狙そ撃げきの方が向いているのではないか」

「狙撃ですか？」

　アコにスナイパーねえ。芋いもりそうだけどなあ。

　芋、特に芋スナというのは前ぜん線せんから遠く離れた場所でがっちがちに籠こもったまま打ち続けるスナイパーのことだ。本ほん人にん以外は誰だれも得をしないので基本的に敵からも味み方かたからも疎うとまれる。

　と言っても手榴弾を味方にぶつけるよりはマシだけど。

「私にライフルなんて使えますか……？」

「そこで良い方法がある。いいかアコ、敵を全員リア充じゆうだと思うのだ」

「リア充……敵は全部リア充……」

　ぶつぶつ言ってる。なんかちょっと怖こわい。

「ほら、行くわよ。要するに突っ込んで二人殺して死ねば黒くろ字じよ！」

「あ、ああ」

　あらためて走り出す──が、俺おれ達たちの足はすぐに止まった。

　前ぜん線せんと思われる辺り一いつ帯たいに断だん続ぞく的てきな爆ばく発はつが起こっていた。とても進めそうにない。

　うっわ、何だよ。この手しゆ榴りゆう弾だんの雨は。

　あっちからコンボラッ、こっちからファイアーインザホール、そっちからはグレネード投とう擲てきっ、と手榴弾を投げる声しかしない。

「ぎゃーっ、手榴弾から逃げた所に手榴弾おちてきたー！」

「シュー……惜おしい奴やつを亡なくした」

　俺はあいつの分まで進まなくては。手榴弾の段だん幕まくを縫ぬって前に進む。

　爆発を避け、わざとらしく置かれたコンテナの陰に隠かくれた。手榴弾は山ほど降ってくるけど敵はいないな。

　そう気を抜いた直後、眼がん前ぜんに黒いフェイスガードの敵てき兵へいが飛び出してきた。

「あ、やべっ」

　油ゆ断だんしてた。とっさに指が動かない。敵の反応は良い、既すでに照しよう準じゆんが合ってる。撃うたれる。

　その瞬しゆん間かん、敵は頭から血を噴ふき出して倒れ伏ふした。

　……あれ？

「やりましたよルシアン。このリア充じゆうめ、思い知ればいいんです」

「今のアコか？　助かったよ」

　まさかアコがあんなに鮮あざやかなヘッドショットを見せるとは、意い外がいだ。

「任まかせて下さい。ルシアンに手は出させません」

「あ、ああ」

　アコが頼れる。何この違い和わ感かん。嬉うれしいような、むしろちょっと残念なような。

「ふふふ、そのきれいな頭をふっとばしてやりますよ」

「ちょっと怖こわいぞ、お前」

「あああもう、また手榴弾！」

　シューはまた突っ込んで死んでる。イノシシかお前は。

「ちなみにマスターは何やってんの？」

「マップを確かく認にんし、敵が絶対に通る場所にクレイモアを設置して待ち伏せている」

「趣しゆ味み悪わるっ！」

「へっどしょーっと！　やりましたよルシアン！」

　初しよ見けんのゲームだが意い外がいと盛り上がった。

　負けず嫌ぎらいのシューはＫ／Ｄが１を超えるまでやめようとしないし、アコは意外と活かつ躍やくするし、マスターは陰いん険けんな罠わなをしかけて誰だれかがハマるたびに嬉しそうにしていた。

　皆でゲームすると、やっぱ楽しいもんだな。

　あ、俺？　俺は一番スコア悪かったよ。放っといてくれ。

　だってＦＰＳとか得とく意いじゃないんだよ。やっててもレベル上がってキャラ強くならないだろ。プレイヤースキルが上がるのはいいけど、やっぱ長いことやってる特とく典てんが欲しいの。じゃないとやる気になんないの。そういうやつ居るだろ？

　それはともかく、翌日。

　珍めずらしく朝の通学路でアコを見かけた。

　何な故ぜか怯おびえた様よう子すでキョロキョロと歩く不ふ審しん人物だったのですぐに気付いたのだ。

　後ろまで近づいてアコの肩を叩たたく。

「おうアコ、おはよう」

「ひいうっ!?」

　アコは思いっきり身を固めた後、俺おれを認めてふにゃりと力を抜いた。

「ああ、ルシアン。敵かと思いました」

「敵とかどこにいるんだこの世界の」

「だって、曲がり角かどのたびにそこから敵てき兵へいが出てくる気がしてしょうがないんですよ」

「ちょっとわかるのが嫌いやだ」

　しばらくＦＰＳをやった後の、ただ歩いてるだけなのにちょっとクリアリングをしてしまう感覚は確かにあるけども。

「というわけで怖こわいので、手を繋つないで学校に行くというのはどうでしょう？」

「それは駄だ目め」

「うう、ルシアンのいけず」

　恥はずかしいし目立つし、良いことないだろ。まあちょっと憧あこがれがあるのは否定できないけど。

　こう、指を絡からませてる感覚とか、想そう像ぞうしちゃうけど。

「まあ鞄かばんは持ってやるよ。ほら」

「あ、この感じはリア充じゆうっぽい！」

「そうだろうそうだろう」

　青春って感じがして嬉うれしい。

　いや、アコはそういうんじゃないけど、これは直ちよつ結けつ行為とかじゃないし。セーフセーフ。

　それにちょっと前を歩く、あの手を繋いでる奴やつらなんかと比べたら本当に普通だし。

「でもやっぱり手を繋いで登校は……羨うらやましい……」

「こっち見んな。ああいうのは周りに見せつけてる所もあるんだから、関わっちゃいけません」

「そうは言いますけどルシアン、殺さつ意いを持てあますんですよ」

　最初から殺意なんて持つな。

「あ、ルシアン、私やっぱりＦＰＳ向いてるかもしれません」

「どうしたいきなり」

「もし手て元もとにライフルがあれば、確実にあいつらの頭を撃うち抜いてました！」

「やめい！」

「ふふふふふ、びゅーてぃふぉー」

　いかん、これはいかんですよ。

　脳のう内ないでリア充じゆうへのヘッドショットを夢む想そうするアコに、俺おれは戦せん々せん恐きよう々きようとした。




「大だい分ぶ良くなってきたと思ったんだけどなぁ」

　暴ぼう走そうアコを止めるのに疲れ切って、気がついたら昼休み。

　アコのゲームと現実を区別しない癖くせはマシになってきたと思ったんだけど、そうでもなかったのかも。

　まいいや。さっさと飯めし食おう。

　よっこいせと机を動かし、その辺の男子と適当に合がつ体たいさせる。わざわざ学校が終わってからクラスメートと遊んだりしない俺にとっては昼休みが大だい事じなコミュニケーションの時間だ。オープンオタクの役やく割わりを果たすとしよう。話わ題だいを振られなかったら大人おとなしくしていよう。

「ところで西にし村むらよ、ちょっと相そう談だんがあるんだけども」

「なんだいよ」

　クラスメートの一人に無む駄だに真剣な表情で言われた。

「お前パソコンとか詳くわしいんだよな？」

「本当に詳しいとは口が裂さけても言えないけど多た分ぶんお前よりは詳しい」

　ガチで詳しいヤツの足あし下もとにも及ばないけど、その辺りの高校生よりは詳しいと思う。大体そんなもんだ。

　ちょっと曖あい昧まいな俺の答えに、そいつは頷うなずくと、

「それで充分だ。知ってたらでいい、教えてくれ」

「何が聞きたいんだよ」

「パソコンの中に収めた画が像ぞうや動どう画がを、他人に見つからないようにする方法」

　…………えっと。

「おまえんちのパソコン、家族共きよう用よう？」

「……ああ」

「それは……」

　せ、切せつ実じつな問題だ！

　自分のパソコンを手に入れるのに散さん々ざん苦労した俺にもこいつの気持ちはよくわかる。

　だからあえてどんな画像なのかは聞くまい。武ぶ士しの情なさけだ。

「そうだな、とりあえずぱっと思いついた方法が五通りぐらいある」

「マジか！　流石さすが西村、頼れる！」

「え、あんの!?」

　聞いていたクラスメートも乗ってきた。やっぱりこれは共きよう用ようパソコンを使う男子にとっての切せつ実じつな問題だよな。

「方法としては、設定を変えて隠かくしファイルを表ひよう示じしなくして隠しファイルにする、フォルダ自体を暗あん号ごう化かする、専用のソフトを使って隠す、ＵＳＢメモリに全て保ほ存ぞんしてパソコン側に痕こん跡せきを残さない、とかがあるな。可能なら最後の別べつ媒ばい体たいに保存して自分で保ほ管かんするってのが一番安定感がある」

「ふんふん」

　頷うなずいて真剣に聞いている。

「ただ媒体が手て元もとにないと駄だ目めだし、毎まい回かい変な物を挿さしてるなってのが怪あやしまれる場合もある。そこで素直にパソコン内部に隠すとするなら、俺のオススメは『隠いん蔽ぺい波は状じよう攻こう撃げき』だ」

「なんだその格好かつこ良い戦せん法ぽう！」

　格好良くねえよ。やることは簡単で単純だ。

「簡単に言うと、適当なアルファベットのフォルダを作って、内部にも同じようなアルファベットのフォルダを無数に作る。構こう成せいを超ちよ多た重じゆう構こう造ぞうにして一つだけ当たりフォルダを用意するんだ。どれを開いてもよくわからないファルダだらけで、奥深くまで正解ルートを進まないと目的のファイルにたどり着けない。それが波状攻撃。さらにブツは全てｊｐｇやａｖｉから拡かく張ちよう子しを別のものに変へん更こうして検けん索さく対策をほどこし──」

　と、教室のスピーカーからぴんぽんぱんぽーん、という呼び出し音が鳴った。

『会長の御ご聖しよう院いんです。一年二組の西にし村むら君、至し急きゆう生徒会室に来てください。──繰り返します。一年二組のルシ……に、西村君。すぐに生徒会室に来い。以上』

　ぴんぽんぱんぽーん。と放送が終わる。

　名乗った通りマスターの声だった。しかし後半ルシアンって言いかけて素すが出てたぞあの人。生徒会室に来いってなんだよ、来いって。

「今いま呼ばれたのって西村だよな？　でも生徒会とかやってないだろ？　会長直じき々じきの呼び出しって何やったんだ？」

「つか会長ってアレだろ、うちの高校の偉い人の娘むすめで、成せい績せきもトップの」

「でも他の生徒からは距きよ離り取ってる、女じよ王おうみたいな人」

「その人からすぐに来いって言われたのかお前」

「みたいだなー」

　昼休みに呼ばれるのは珍めずらしいけど、まあ大した用じゃないだろ、相手はマスターだし。そう気き楽らくに考える俺おれとは正せい反対に、皆はどこか遠い目をして俺から距離を取った。

「さようなら西村、元気でな……」

「戻ってきたら続きを話そうな」

「なんで死亡フラグ立てられてんのよ俺は」

　ぽん、と肩を叩たたかれる。見ると高たか崎さきが良い笑顔で俺おれに親おや指ゆびを立てていた。

「亜あ子こちゃんのことは俺に任せとけ！」

「高崎、お前はマジで生理的に無む理りだってアコが言ってた」

「げっふぉぁぁああ！」

「高崎ー！」

「高崎！　高崎ー！」

　派は手でに撃げき沈ちんした高崎は置いておいて席を立つ。昼ひる飯めしのパンもついでに持っていこう。

　教室を出る前に、机を固めて騒いでいる女子に目を向けた。当とう然ぜん放送は聞いてたんだろう、瀬せ川がわがこちらに顔を向けてるのでちょっと視線で尋たずねてみる。

『なあ、何か聞いてるか？』

『なんにも。珍めずらしいわね、こんな時間に』

『だよなあ……何の用なんだか』

　俺が首を傾かしげると瀬川は小さく肩をすくめて見せた。

『マスターが何を企たくらんでるかなんてわかんないわよ』

『そりゃそうだ』

　ごもっともだ。

　悪意がないことだけは間違いないのでその点は信用してるけどさ。

『ま、適当に行ってくるよ』

『はいはい、頑がん張ばってね』

　なんだよ他ひ人と事ごとみたいに──いや実際そう言ってるのかはわからないけど、八割方はあってる自信がある。表情と視線、ちょっとした仕し草ぐさで伝わってくるんだよな。

　しかし瀬川とはこんなにも目と目で通じ合えるのに、どうして嫁よめであるアコとはあんなにもズレがあるんだろ。むしろあいつわかってて知らない振りしてるんじゃないか。

「茜あかね、本当に仲良いよねー、西にし村むら君と」

「へっ？」

　秋あき山やまさんがニヤニヤと俺達を見ていた。

　瀬川のツインテールの一本をくいくいと引っ張って言う。

「だってさっきから西村君と見つめ合って何かコミュニケーション取ってたじゃない？　目と目で通じ合うって感じ？」

「な、何なに言って……」

　おお、瀬川がテンパってる。落ち着け落ち着け、動どう揺ようすると余よ計けいに駄だ目めだから。

「秋山さん、その辺でやめてくれって。割わり食くって嫌いや味み言われるのは俺なんだからさ」

　な、と言って苦にが笑わらいしてみる。普ふ段だんならごめんごめんと笑って話が終わる所だ。

　だが秋山さんはどこか納なつ得とくげに頷うなずいた。

「ただの自じ虐ぎやくネタかと思ってたけどー、こうしてみると西にし村むら君が茜あかねのフォローしてるんだねー。やっぱ面めん倒どう見み良いよね、西村君」

「は……？」

「なんであたしがあんなのにフォローされないといけないのよ。やめてよそういうの、真剣に気分悪わるいから」

「その嫌いやがってる顔がもうねー？」

　まだ何か話してるけど、瀬せ川がわが目め線せんで『さっさと行け！』と言ってるので素直に教室を出る。後のことは自分で何とかするだろ、きっと。

　しかし最近の秋あき山やまさん妙みように俺と瀬川に絡からむよな。皆にオタバレする前にやめてあげてくれると良いんだけど──なんて考えながら生徒会室へ。一度来たことのある部屋だ。

　一応、コンコンとノックする。

「あのー、西村ですけど」

「よく来た。入ってくれ」

　中から聞こえた尊そん大だいな声はマスターのものだった。この物もの言いいが似に合あってるっていうんだから凄すごい。

「んじゃ失礼しま……す……」

　遠えん慮りよなく扉とびらを開けて中を覗のぞき込む。そこには、

「お帰りなさい、ルシアン」

　満まん面めんの笑えみを浮かべたアコが新しん婚こんさんみたいな顔で待っていた。

　ばん！　と反射的に扉を閉める。

「えーと、い、今のは……」

　ぎぎぎぎぎぎぎ。軋きしんだ音を立てて扉が開く。

「るーしーあーんー？」

「ひいっ!?」

　ぎぎぎと扉が開き、そこから恨うらめしげにのぞくアコの顔。うっわこええ、呪のろわれそう。むしろ既すでに呪われてそう。

「どうして閉めたんですかぁぁぁ」

「悪い、なんか反射的に」

「その条じよう件けん反射はおかしいですよ！　私はそこにルシアンが居るのなら男子更こう衣い室しつでも思わず飛び込んじゃうぐらいなのに！」

「今後の学校生活の為ために今すぐ治せその病気」

　実際やったら大変なことになるから。

「まあ立ち話も何だ、入れ」

　中からマスターがそう言う。まだ恨めしそうなアコの背を押して生徒会室にお邪じや魔ました。

　会議用ように円えん形けいに並べられた机の一いつ角かく、マスターの正面に腰を下ろす。

「それで、二人揃そろってるってことはまたアコ絡がらみの用ですか？」

「期待させて悪いが、アコ君は関係ないさ」

　あれ、そうなの？　どうせアコが何かやらかしたんだろうと思ってたんだけど。

「私は真ま面じ目めに頑がん張ばってます。授業中も休み時間も大人おとなしくしてますし、購こう買ばいに集まってる人達にコンボラしたくなりましたけど我が慢まんしました」

「考えちゃった時点で真面目じゃないけども」

　あと休み時間は多少騒さわぐぐらいで大だい丈じよう夫ぶだからな。大人しくしてなくていいからな。

「で、そうすると二人で何やってるんだ？」

「決まっているだろう！」

　マスターはえへんと胸を張り、

「私は『学校生活に不安を抱える下級生の相談に乗る生徒会長』をやっている」

「私は『学校生活への不安を生徒会長に相談する一年生』をやってます！」

　アコもどやあ、と言い切った。

「それを言い訳わけに生徒会室を占せん領りようしてるわけか……」

「言い訳とは心しん外がいだな。それも一面を切り取った事実ではあるのだぞ」

「残念なことにな」

　ちゃんと相談に乗ってるんだったら事実ではあるけども。アコは学校生活に不安を抱えてるんだから相談したいことはあるだろうし。そうアコに目を向けると、彼女はにっこりと笑えみを浮かべて、

「びっくりですよ、こんなに頼りにならないマスターは初めてです」

「学校生活の相談など、何を聞かれてもわからないからな」

　はっはっはっはっは、と二人仲なか良よく笑った。

「なんだそりゃ……」

　溜ため息いきを吐ついて俺おれもパンを口に運ぶ。冷めたコロッケサンドの味はそんなに嫌きらいじゃない。

　ちなみにだけど、俺の昼ひる飯めしは八割が購買のパンで残り二割がアコの弁べん当とうだ。元もと々もと俺は家から弁当を持ってきてたんだけど、アコがたまに作ってきてくれるので今はパンになってる。

　いや、アコ本ほん人にんは毎日作つくると言ってるんだけど、眠かったとか寝ね坊ぼうしたとかちょっと調子が出なかったとかいう理由であんまり作って来ないんだよ。偉そうに文もん句くを言う気もないから作りたい時だけお願いしますって言ってある。

「本当は授業もここから一人で画面越ごしに受けたいぐらいなんですよね。──あ！　家から画面越しに授業を受ければ一歩も部屋から出なくていいですよね!?　完かん璧ぺきじゃないですか!?」

「体育どうするんだ？」

「ＬＡの中で運動します」

「それは単にモブ狩がりをするっていうんだよ」

　狩りを体育って呼ぶなら俺おれはいつだって満点だよ。

　パンなんて食べるのに大して時間もかからない。適当に腹に収めた時にはマスターも弁べん当とうを片付けていた。

「んで結局何なんの用なんですか、会長？」

「敬けい語ごは要いらないと言っているだろう。ルシアンにはちょっとした雑ざつ用ようを頼みたくてな」

「そういうのって普通に生徒会の知り合いに頼めば良かったんじゃ」

「ルシアン、私がそういった気き軽がるに声をかけられる知り合いが居るかどうかをよく考えてからもう一度言いってくれるか？」

　にっこりと笑いかけられた。次に同じこと言ったらその場で退学にさせるぞ、的な恐るべき圧力を感じる。すいません、すいませんでした。

「……いえ、なんでもないです」

「よろしい。では行くぞ」

　立ち上がった俺達に、アコがあわてて手を上げる。

「何ど処こに行くんですか？　私も一いつ緒しよに──」

「行き先は職員室しつだ」

「行ってらっしゃい！」

　そしてその手が即そく座ざに下ろされた。

　変わり身がはやいな、ったく。

「心配しなくとも大した用ではないさ。ついてこい」

「頑がん張ばってくださーい」

　アコはひらひらと手を振って俺達を見送った。

　くそう、俺もアコとだらだら昼休み過ごしたい。




「ごめんね、わざわざ来てもらって」

　職員室で待っていたのはぽんと両手を合わせる猫ねこ姫ひめさん──斉さい藤とう先生だった。

「いいえ、問題ありません。我ら現代通つう信しん電子遊ゆう戯ぎ部ぶにお任せ下さい」

　マスターは胸を張って請うけ負ったけどまだ何も聞いてないんだよ。俺達が何で呼ばれたの？

「ええと……俺は何をすれば？」

「それがね、このパソコンを見て欲しいのよ。柏かしわ木ぎ先生のなんだけどね」

　先生はデスクトップの筐きよう体たいをつんつんとつついた。

「パソコンのセキュリティが危ない！　迫るＯＳサポート終了！　みたいなニュースを見た柏木先生が無む理り矢や理りＯＳのアップグレードをしようとして、途と中ちゆうで嫌いやな予よ感かんがして中ちゆう断だんしたら動作がおかしくなったって言うのよ」

「そりゃおかしくなるでしょうよ」

　アップデートを中ちゆう断だんするとか危険なことの代表みたいなもんだよ。おかしくならない方がもっとおかしい。

「基き幹かん部分がいじられる前に中断したから大半は元に戻ってるみたい。でも一部の挙きよ動どうが不安定で、特にエクセルがちゃんと動いてくれないから……」

「それを直すんですか」

「そういうこと」

　要するに教室で聞かれたのと似たようなことか。俺おれらへの頼みごとなんてどうせこういうことだよなー。でもまあ、パソコンの作り方を教えてくれとかパソコンを作ってくれとか言われるより幾いくらもマシだ。

「それでね、確かく認にんしたら復ふく元げんポイントは自動設せつ定ていで三日前ぐらいに作ってあったわ。これがエクセルのインストール用ＣＤ。最悪の場合はＯＳのディスクもあるけど、これは本当に最悪の場合でお願い。バックアップから復ふつ帰きしてたら休み時間が終わっちゃうから」

「…………はあ」

　いま依い頼らい主ぬしから修しゆう復ふく方法が提てい示じされたんだけど、俺がやる必要あるの？

　ネトゲなんてやってると勝かつ手てにパソコンには詳くわしくなるもんだし、そりゃ猫ねこ姫ひめさんが自力でできるよな、こんなの。

「あの、猫──斉さい藤とう先生、自分で直せますよね？」

「無む理り無理。私パソコンなんて詳しくないもの」

　にこにこと裏のない笑顔で言われた。

「なんでまた瀬せ川がわみたいなことを……やりますけどね、大した問題じゃなさそうだし」

「ありがとう。一いち応おう学校のパソコンだから、変な所を見ないように私が監かん督とくしてるわね」

　変なことなんて何もする余よ地ちがないっての。とりあえず復元ポイントからＰＣ内部を元に戻して、それで動かなければソフトを再インストール。最悪の場合はバックアップを取ってクリーンインストール、と。猫姫さんがそう言ったんだからさ。

　最初の復元作業はものの数分だ。パソコンがうぃんうぃんと唸うなっているのを眺ながめる。

「どうだ西にし村むら、直りそうか？」

「んー、まだわかんないですね」

「そりゃそうか」

　四十代後こう半はんぐらいの日本史教きよう師し、柏かしわ木ぎ先生が苦にが笑わらいをしながら声をかけてきた。俺もこの人の授業を受けてるけど手の込んだ手作りのプリントとか一度も見たことないな。パソコン使うのとか苦にが手てなんだろう、きっと。

「とりあえず今から動かしてみるんで、これで起き動どうすればラクなんですけど……お」

　画面にエクセルの起動画面が表ひよう示じされた。

「動いたか。はー、簡単に直るもんだな。先生が半はん日にちいじっても動いてくれなかったんだが」

「こんなの知ってるか知らないかだけの話ですから」

　ネットの世界は広大で、自分と同じミスをやらかした人間が必ず居る。その経験を参考にすれば大たい抵ていの問題は解かい決けつできるもんだ。

「危うくテストの準備が間に合わないところだった。すまんな西にし村むら」

　柏かしわ木ぎ先生は心しん底そこ嬉うれしそうに言った。

　俺おれは心底から後こう悔かいした。

「……直さなきゃよかった」

「結果はかわらんぞ、勉強しろ」

　先生はそう言ってはっはっはと笑った。くそ、自分の問題だけ解決したからって気き楽らくに言って。

「しかし通信電でん子しなんとか部、意い外がいと頑がん張ばってるようだな、御ご聖しよう院いん」

「技ぎ能のうと意い欲よくを持った人間にはそれを活いかし、伸ばす場が必要だというだけです。我々はいつでもお役に立ちますよ」

「ははは、この手のことはお前達に任せるか」

「ええ、お待ちしています」

　マスターは胸を張った。そうは言っても、なんだかなあ。うちはネトゲ部であって電でん脳のう便利部ではないんだけども。

「ありがとうね、二人とも。私じゃちょっとどうにもならなくて」

「はあ……」

　いや、なるでしょうよ、という突っ込みを堪こらえていると、斉さい藤とう先生は誤ご魔ま化かすように笑ってウインクをした。い、いいけどさ、別に大したことはしてないし。いや、ちょっとドキっとしたからって訳わけじゃなくてな？

「んじゃ失礼しまーす」

「失礼しました」

　職員室しつに長なが居いをするのも居い心地ごこちが悪いのでさっさと脱だつ出しゆつすることにした。まだ人通りの多い職員室前まえの廊下で、満足げな様よう子すのマスターに尋たずねてみる。

「んで今のはどういう仕事なんだよマスター。俺達がやる必要なんてないだろ」

「そんなことはないぞ」

　マスターはふふんと笑った。

「西村君、この学校にはパソコン部がない、というのは知っているか？」

「部ぶ活かつ紹しよう介かいになかったからないとは思ってたけど」

　あったらもしかしたら入ったかもしれない。ちょっと興きよう味みあるし。

　ただそういう部に入っても絶対ネトゲ部みたいな可愛かわいい子は居なかったんだろうけどなあ。

「その理由なのだが、我が校には現在電でん子し工こう学がくに詳くわしい教きよう師しが一人もいないのだよ」

「一人もって、誰だれも？」

「うむ。最さい低てい限げんなら、という教師が数人は居るが、それだけだ。するとこういった電子機き器きのトラブルに対たい応おうできる人間が居なくなる」

　それ困るだろうよ。こんなちょっとしたトラブルで修しゆう理り屋やを呼んでたらきりがない。

「そこで我々の出で番ばんだ。本来は金を払わなければならないことを生徒が無む料りようでやってくれるというのは教師にとってかなりの快感だという。課か金きんアイテムを使う快感は非常に素す晴ばらしいが、同じことを無む課金でできればそれもまた大きな快感だからな」

「その例えはどうよ」

　ってか勝かつ手てに教師を代表して生徒を酷ひどい扱いにしたけど大だい丈じよう夫ぶか？　ここ職員室しつの目の前なんだけど、怒られない？

「ともあれ、こうして利用価か値ちと存そん在ざい価値を示すことで我々の部ぶ活かつを存そん続ぞくに近づけるわけだ。結局重じゆう要ようなのは日々の地じ道みちな活動だ。これも大切な仕事だぞ」

　そう言われたらなるほどって気はするな。ネトゲ部役やくに立つじゃん、ってなればすぐに潰つぶそうとはしないだろうし。

「でも今回は猫ねこ姫ひめさんがやればそれで良かったんじゃないか？」

「それもまた問題があるのだ」

　マスターは扉とびらの開いた職員室に視線を向けた。猫姫さんがプリントに書き物をしている。

「かの柏かしわ木ぎ教きよう諭ゆはなかなかに古い考え方の持ち主でな。電子機器には全く詳しくないが、男が女に機き械かいの扱いで負けるのは気に入らん、というのが彼の認にん識しきだ。よって斉さい藤とう教諭のような若い女性がさっさと修理してしまうと彼のプライドに関わる」

「年下の女の子がやってくれるならむしろ嬉うれしいんじゃないのか？」

「ルシアンの変へん態たい的てきな性せい癖へきはおいておくとして、彼はそういった考えを持っている」

「そんな性癖ねーよ！」

　俺がおかしいの!?

　いやマジで機械の扱いなんて負けててもいいんじゃね、とは思うけど、そういうおっさんは多そうではあるかな。

「その為ため、斉藤教諭が修理を済ませると今こん後ご二人の関係に悪あく影えい響きようを及ぼす。それはよろしくない。彼のようなタイプを相手にする場合にはわかりやすい逃げ場を用意してやるに限る」

　逃げ場、ね。言い訳わけとか納なつ得とくできる理由ってとこか。

「んでそれが……」

「オタクっぽい学生の集まった現代通つう信しん電子遊ゆう戯ぎ部ぶ、というわけだ。あいつらはそれが特とく技ぎだから何ができてもおかしくない。自分も若い頃ころはその辺の大人おとなよりも機械物ものに詳しかった──などと解かい釈しやくしてくれる。それにこうしたタイプは一度認みとめればその後は後ろ盾だてになってくれる。我々にとっても利り益えきはある」

「はー、なるほどねえ」

　ネトゲ部に頼みごとはできても生徒一人に頼むってのは変だもんな。

　そういう変な贔屓ひいきみたいなことはよく問題になるし、使うならグループ単位じゃないと困るのか。

「斉さい藤とう教きよう諭ゆもまだ新しん任にんだ。パソコン関連の雑ざつ務むを請うけ負う物理的余よ裕ゆうは余りない。ゲームだのパソコンだのと若者嗜し好こうがあると思われるのも良くない。そこは我々が請け負うことで彼女への利益にもなる。持ちつ持たれつというやつだ」

「色々考かんがえてやってるんだな」

　先生に雑ざつ用よう頼まれた時にその裏なんて考えたことねーわ。ＬＡの中でも大手ギルドは『外がい交こう』とかやってるらしいし、ギルマスってのはそういうの考えて動いてるのかな。

「何だっけ、帝てい王おう学がくとかそういうやつ、教えられてるとか？」

「人じん心しん掌しよう握あく術と言った方が正しいな。普通に話している裏で相手の心しん理り状況を予よ測そくし、自分にとって最さい善ぜんの結果になるよう誘ゆう導どうする。気分の良いことではないが、時に便利ではある。例えばこのように──」

「おうっ!?」

　と、いきなり俺おれの肩を抱くマスター。

　ほっそりとした体に背後から包まれて、肩の後ろでふにゃりと柔やわらかい何かが潰つぶれる。お、これ、ちょ凄すご……いや待て、違う違う、駄だ目めだこういうの！

　良くない感情に呑のまれそうになった頭を振り払い、すぐにマスターから身を離した。

「び、びっくりした。どうしたんだよ、いきなり」

「ちょっとしたご褒ほう美び、と思ったんだが。アコ君が同じようなことをしてもそんな反応はしなかったのだがな、ルシアン？」

「そりゃ、あいつは嫁よめだし」

　ＬＡの、と心の中で付け加える。しかしちょっと本当に驚いた、心しん臓ぞうが凄い勢いで鳴ってる。だってほら、あれがほら、あれしてあれで。

　目の前の胸に吸い寄せられそうになる視線を必ひつ死しに誤ご魔ま化かす俺に、彼女は言う。

「今のことから君と私の距離感を測そく定ていし、またルシアンがアコ君へ誠せい実じつであろうとしていることを自覚させる。するとルシアンはアコ君への態度が多少軟なん化かし、彼女のガス抜きになる。そしてここまで嫌いやがることはないんじゃないか、と私はちょっと寂さびしい思いをする。というような効果がある訳わけだ」

「振り払ったのは悪かったって」

　嫌だったわけじゃないよ、びっくりしただけだから。

　しかしアコのガス抜きねえ。そんな感じで昼休みはアコの為ために生徒会室しつを開けてやってるって訳わけか。今日きようのことも俺おれをこういう雑ざつ用ように混ぜることで部ぶ活かつへの帰き属ぞく意い識しきを持たせるとか？　アコが昼休みは生徒会室しつに居るぞって教えるだけでも意味はあるか、たまに顔だそうかと思うし。

　ふんふんと頷うなずいていると、マスターは少し自じ嘲ちよう的に笑った。

「ルシアンも性しよう悪わる女だと思うか？　正直な所を言うと、我ながらこの性格で友達ができないのには納なつ得とくしている」

「いや別に。むしろ──わりとどうでもいい！」

　荒あらぶる鷹たかのポーズをイメージして言う。

「ネットゲーマーなんて基本脳のうが筋きん肉にくなんだから細かい所はマスターに頼むよ。俺達が使えそうなら適当に使ってくれりゃいいから」

　ゲーム内でもそんな感じだ。このクエストを悪あく用ようすれば経験値が美う味まいぞ！　とか言い出すマスターにずるずる引っ張られるのが日常だし。

「……そんなものか？」

「むしろみんなマスターが思ってるほどあれこれ考えてないんじゃないかな。猫ねこ姫ひめさんだって今後の雑用を俺達に押しつけるためにやらせただけじゃねえの」

「斉さい藤とう教きよう諭ゆも君が思うほど適当ではないぞ。社会人というのは誰だれしもその職場での立場を最さい優ゆう先せんに──」

「斉藤せんせー」

　職しよく員いん室しつの前で話していた俺達の眼がん前ぜんで一人の生徒が猫姫さんを呼んだ。

　何となく会話をやめてみていると、職員室から出てきた猫姫さんは生徒を見て苦にが笑わらいを浮かべる。

「遅かったわね。はい、預かってた携けい帯たい」

「帰ってきたー。俺の携帯ー！」

　軽く返された携帯にほおずりする生徒。

「せんせー、携帯没ぼつ収しゆうとかないって、やめようぜこういうの」

「あのねえ、休み時間ぐらいなら携帯いじってても見なかったことにしてあげるけど、流石さすがに授業中に携帯でゲームなんてしてたら私も取り上げないといけないのよ」

　お説せつ教きようをする猫姫さんに、どうだと言わんばかりに言うマスター。

「見ろ、斉藤教諭もしっかり義ぎ務むを果たしているだろう」

「だなあ」

　へー、猫姫さんが先生らしいことやってるよ。意い外がいとしっかり先生やってるのはわかってるんだけど、やっぱり『にゃ☆』のイメージが強いから違い和わ感かんがさあ。

　でもこうやって見ると確かに色々考かんがえて俺達の指し導どうとか仕事とかやってんのかな。

「だってせんせー、ゲリライベントがさあ。授業中でもやらないと勿もつ体たいないじゃん」

「何なに言ってるの、どうせ無む課か金きんなんだから何回か行ったら充分でしょう。休み時間に済ませなさい」

　……？

　あれ、なんか雲くも行ゆきが怪あやしくなってきたぞ？

「違うんだって先生、俺おれのパーティー弱いから休み時間じゃ足りないんだよ」

「イベントダンジョンに強い弱いなんて関係ないでしょう。ちょっと見せてみなさい……ああもう、何この編へん成せい。それじゃあ時間がかかるに決まってるじゃない。ほら、ボックス開いて」

「はぁい」

　え、なんであの人は国語の問題を間違った生徒を叱しかるテンションで携けい帯たいゲームのパーティー編成ミスった生徒を叱ってんの？

　おかしくないか？　あれ？　俺がおかしいの？

「ほら、とりあえずこれで大だい分ぶ早くなるわよ。慣れれば休み時間で充分終わるから」

「へー！　先生詳くわしいんだ？　ランク幾いくつ？　俺は１３０なんだけどー」

「３８０よ」

「……え？」

「私のランクは３８０よ」

「…………そ、そうなんだ」

　明らかに引いた様よう子すの生徒に、猫ねこ姫ひめさんはドヤ顔で繰り返していた。

「おいマスター、あそこにゲームをやり込みすぎて生徒からドン引きされてる先生が居るけど、本当に学校での立場とか考えてるのか」

「……すまない、私が悪かった」

　ネットゲーマーは何ど処こまで行ってもネットゲーマーだったか……。

「まあ、斉さい藤とう教きよう諭ゆのことはともかく。君やアコ君の為ためにも私自じ身しんの為にも、できる範はん囲いで我が部の利り益えきとなるよう動きたい。ルシアンにも協力を頼む」

「俺にできることならいいけどさ」

「できるさ。それこそアコ君の味み方かたになってくれればそれでいい」

「んなの最初から味方だろ」

「……そうだな。そうだったよ」

　なんだマスター、そのニヤついた顔。やめろよ、やめろって。アコが俺の味方で居てくれてるんだから俺だって当然アコの味方だよ。

　それにさ、わかるよ。同じクラスに親しい友達が居なくても、他のクラスに友達がいて昼休みは遊びに行くとか、下校は一いつ緒しよにできるとか。そういうのって凄すごく気が楽になるよな。

「ま、さっさと戻って嫁よめの機き嫌げんでも取るよ」

「それが良いな」

　そうして戻った生徒会室で、アコは静かに窓の外を見つめていた。

「ただいまアコ。どした、外なんて見て」

「いえ……あれを」

　アコは窓の外、中なか庭にわで並んで座っている男女をさして、

「ここからなら簡単に頭が撃うち抜けるなーって思って……」

「だーめー！」




「という訳わけなので、ＦＰＳは中止」

　その日の部ぶ活かつで、俺おれはシューティング禁きん止し令れいを出した。

「横おう暴ぼうです！　私も役に立てるゲームだったんですよ！」

「むう、せっかく課か金きんしたアイテムが使えるところだったのだが」

「でも仕方ないじゃない」

　アコとマスターは不満げだが、瀬せ川がわは前日のイノシシプレイで燃え尽きたらしい。

「アコの病気が悪あつ化かするんじゃ部活の意味がないもん」

「だろ。シューはよくわかってる」

「むう……仕方あるまい。ならばもう少しファンシーなものを選ぶか」

　カチカチとマウスを操そう作さすると、マスターは別のゲームの公こう式しきサイトを表ひよう示じした。

「一つオススメがあるぞ。タイトルは『蜂はち蜜みつ物語』で、見た通りの平和なゲームだ」

「いいな。人の心を和なごませるゲームが一番だ」

「私のリア充じゆう抹まつ殺さつ計画が……」

　やめろと言うに。

　蜂蜜物語はその名の通りなんともファンシーで温かい画面の、横スクロール型ゲームだった。

　キャラクターを方向キーで左右に動かし、序じよ盤ばんに必要なボタンは攻こう撃げきとジャンプ。操作にはすぐ慣れてしまった。

「へえ、平面なのね」

「うむ。横にしか移動はできない。後はジャンプだけだ」

「私でもあんまり難しくないです」

　初しよ心しん者しやにも操作がわかりやすいゲーム性は素す晴ばらしい。最初は不ふ機き嫌げんだったアコだが、自分でも簡単に動かせる可愛かわいらしいキャラクターに頬ほおを緩ゆるめた。

　現れるモンスターもどこか憎にくめない外がい見けんのキノコやスライムばかり。遊んでいて気持ちが荒すさまない。そうだよ、俺達はこういうゲームを通じてアコの心をほぐしていくべきなんだ。

「とりあえず事じ前ぜん知ち識しきを集めておいた。街の隣となりにある蜂蜜公園に行くぞ。そこが初心者に最さい適てきな狩かり場だ」

　マスターの案内でマップを移動すると、そこには沢たく山さんのキノコ、スライム、そしてプレイヤーが俺おれ達たちを待っていた。

「えっと、マスター？　なんか人が一いつ杯ぱい居るんだけど？」

「敵も一杯居るから問題ない。ここで狩かるぞ」

「はーい」

　言われるがままにキノコを狩る。スライムを狩る。キノコを狩る。キノコを狩る。たまにプレイヤーと睨にらみ合いながらキノコを狩る。ちょっとキノコがゲシュタルト崩ほう壊かいするぐらいにキノコを狩る。狩る狩る狩る狩る。

　えっと、あの、このゲームってやることはこれだけ？

「マスター。いつまでここに居るんです？」

　若にが干てを通り越して飽あきが来た頃ころ、アコが最初に音ねを上げた。

「うん、ちょっと飽きてきたな」

「レベルも５は上がったわよ。そろそろ他にいけるんじゃないの？」

　俺とシューも追つい従じゆうする。しかしマスターは不ふ思し議ぎそうに俺達を見ると、

「何を言う。レベル15までここだぞ」

「はあっ!?」

　いつまでかかるんだそれ!?

　マジで飽きたぞ、キノコ地じ獄ごくはもう良いだろ？

「他の狩り場もあるが効こう率りつは落ちる。そもそも単純なゲームだけに、元になる装そう備びやレベルがないことには何ど処こにも行けん。さあお前達、泣き言を言っていないでキノコを狩れ。狩れ。狩るのだ！」

「キノコはもう嫌いやでずぅー！」

　マジか……キノコからは逃げられないのか……。

　俺達のキノコ地獄はまだ始まったばかりだった。




「太陽がキノコに見える……あれ？」

　終わらぬキノコ狩りに苦しんだ翌よく日じつ。

　移い動どう教室で廊下を歩いていた俺は、すみっこで震えている見み慣なれた女の子を見かけた。もう言うまでもなくアコだ。

「……何やってんの？」

「る、るしあん」

　廊下を行き交う生徒を怯おびえた表情で見つめるアコ。

　何だよ、まさかいじめにでもあってるのか。流石さすがにそれは放っておけないぞ。

「どうかしたのか？　困りごとなら手伝うし、俺じゃ悪いなら瀬せ川がわを呼んでくるから」

「い、いえ、そういうんじゃなくてですね」

　震える手で廊下を示すと、

「人がうろうろしてるのがなんだか横スクロールを敵が流れて行くみたいで」

「…………あ、そう」

　なんだよ、心配して損した。

「そんながっかりした顔しないで下さい。だって怖こわいじゃないですか、全部倒たおさないと教室に帰れないって思いません!?」

　思わねえよ。仮に思ったとして倒せねえよ。

「落ち着けアコ。仮に敵だとして、こいつらはノンアクティブだ。自分からは襲おそってこない大人おとなしいモンスターだ。すみっこを歩いて行けば何も起きない」

「ノンアクティブ……そう、そうですね」

　俺おれの言葉に納なつ得とくしたのか、勇気を出して足を踏み出そうとしたアコに、横から声が飛んだ。

「あ、玉置たまきさん、おはよー」

「いいいっ!?　お、おは、おは──」

　クラスメートらしい、アコに声をかけた女子は、返事を聞く前に通りすぎていった。

「おは……よ……う……」

「もう居ないぞ」

　アコはぱくぱくと口を開かい閉へいした後、ぐるりと顔を回して俺に迫った。

「あ、アクティブじゃないですかーっ！」

「落ち着けアコ、今のは攻こう撃げきじゃない、挨あい拶さつだ」

「何が違うって言うんですか!?　何が!?」

　むしろ何ど処こが同じなのか教えて欲しい。

　名前を覚えられてただけ良かったじゃないかよ。

「うう、キノコ怖い、キノコ怖い」

「相そう当とう追い詰められてるな……」

　アコはそのまま予よ鈴れいが鳴る寸すん前ぜんまで廊下で怯おびえていた。




「しかし話しかけられるだけでテンパってて大だい丈じよう夫ぶなのかあいつ」

　アコの日ひ頃ごろの生活を心配しつつ、適当に過ごした放課後。

　掃そう除じ当番を終わらせて、さてここからが本番だ、とアコみたいなことを考えつつ部室のドアを開く。

「うーっす」

「待ってましたよ、ルシアン！」

　打って変わって元気なアコの声。部屋の中で彼女が待っていた。

「……何その格かつ好こう」

　なんか、凄すごい格かつ好こうで。

　上じよう半はん身しんを軽く隠かくしただけのへそまで見えた上着に、ちょっとマズイだろってぐらい短いスカートにニーソックス。ファーみたいな毛玉があちこちについてるけど露ろ出しゆつが洒落しやれになってない。なんだこれ、水着か何かか。

「どうですか、ルシアンっ？」

　アコが嬉うれしそうにポーズを決めて、何だか全く機き能のう性せいを考えていない弓ゆみらしきものを掲かかげた。ふわふわの尻尾しつぽが揺れる。

　じゃじゃじゃじゃーんじゃじゃじゃーん、と謎なぞの効果音が聞こえた。

「えっと……何、やってんの、お前。そんなエロい格好して」

「やっぱりドキドキしますかっ？」

　むしろ同級生が水着（？）を着て出てきてドキドキしない男を連れてきてみろよ。

「ちょっと、遅いじゃないの」

「おい瀬せ川がわ、お前もアコに言ってやれ──」

　視線を向けると瀬川がいた。なんか鱗うろこみたいなのがたっぷり付いた鎧よろいをつけて、でっかい剣を横に構えて、ドヤ顔で立ってた。超ちよう良い顔してた。凄く頭が痛くなった。

「お前まで何やってんの……？」

「どうこれ、格好良いでしょ？」

「いや格好は良いけどよ」

「でっしょー！」

　アコと比べれば露ろ出しゆつは少ない。可愛かわいいより格好良い方向だ。わかるっちゃわかるけどさ。

　瀬川はノリノリで剣を持ち上げると、大きく上に構えた。ビシっとポーズを決めると同時に、大だい剣けんと天てん井じようがバキっと鈍にぶい音を立てた。

「あっ」

「おっ」

　ぽきりと半なかばから剣が折れる。天井は割れてないみたいで、良い意味で丈じよう夫ぶには作られていなかったようだ。危ない危ない。

「あ、あたしの怪かい刀とう華はな活がつ御おがーっ！」

　なんだその妙みように美う味まそうな名前は。香りが良さそうだなおい。

「というわけで、本日はこれだ」

　パソコンの陰にいたマスターが出てくる。ふわふわの白いのがついたスカートで両手に剣を携たずさえている。これって言われても。当たり前みたいにコスプレしてるけど何なんだ一体。

「昨日きのうの蜂はち蜜みつ物語のせいで皆に狩かりのトラウマを植え付けてしまったのではないかと思ってな。今日きようは楽しい狩りをしようとこういう趣しゆ向こうを用意したのだ」

「なんでそんな余よ計けいな所で余計な気き遣づかいを……誰だれが得するんだよ誰が」

「あのアコを見たルシアンが得をするだろう」

「うっ」

「……？」

　弓ゆみモドキをいじっていたアコが俺おれの視線に気付いてぶんぶんと弓を振る。胸と腰と脇わきとへそと──いやもう全部見えてるから駄だ目めだってそんな風ふうに大きく動くと！

「何やらしー目で見てんのよ」

「俺は悪くねえよ！」

　断だん固こ言うぞ！　それは俺のせいじゃねえ！

「ほら、ルシアンの分もあるぞ」

　言ってマスターは猫ねこ耳みみのついた衣い装しようセットを取り出した。

「絶対着ない」

「えー、ルシアンも着ましょうよ！　ルシアンなら猫耳つけてても愛せる自信があります！」

　流石さすがに猫耳のついた俺まで愛してくれなくていいから。

「まあ良い。では本日の部ぶ活かつを始めよう。──一ひと狩かり行こうぜ！」

「おー！」

「おーじゃねえって……」

　なんか今日きようは狩りをするらしい。




「このドラゴンハンターフロンティアオンラインはジャンルとしてはＭＯＡＣＴに入る。マルチプレイ少しよう人にん数ずう型がたアクションゲームだ。楽しいドラゴン狩がりがパソコンでできることから人気のゲームだ」

「上じよう手ずに焼けましたーっ！」

　アコがぐっと腕を突き上げる。

「それな。名前は知ってるけど、やったことはないやつ」

　肌はだ色いろ過か剰じよう気ぎ味みのアコから目を逸そらす。いやもう、そんな格かつ好こうで隣となりに座るの本当にやめて欲しいんだけど。

「とりあえず各かく員いん武ぶ器きを選ぶか。箱に武器が入っているから適当に好きなものを握れ」

　がさごそと装そう備びボックスを漁あさる。初しよ期き装備が色々入ってるみたいだ。

「俺はやっぱでかい盾たてが欲しいなあ。槍やりかね」

「私は遠くからちょこちょこ攻こう撃げきできるのがいいです」

「あたしは大きな剣けんがあればそれでいいんだけど……あ、何この大おお太だ刀ち！　渋い！」

　それぞれ武器を選んだ。

　俺は大きなランス。アコは弓を握って、瀬せ川がわはでっかい大太刀を、マスターは大きな楽がつ器きみたいなのを。

　──何だろうこの感じ。凄すごく嫌いやな予よ感かんがする。

「では依頼を受けて出発だ！」

「おー！」

　皆で船に乗って狩かり場へ出しゆつ航こうする。ゆっさゆっさと揺れながら船が海うな原ばらへと進んでいく。

　大だい丈じよう夫ぶかねえ、この面子メンツで。

「最初から大きなドラゴンなど出ないから安心しろ。最初はお手て頃ごろサイズだ」

「ならいいんだけど……」

　到とう着ちやくした密みつ林りんは綺き麗れいなグラフィックで描かれ、歩いてるだけでも感かん心しんするような光こう景けいがあちこちにあった。しかしそこかしこに動物が歩いていて、恐る恐る歩く。

「綺麗ですねー」

「実際行ったら虫だらけよ」

　目を輝かせるアコにシュヴァインが肩をすくめた。

「そんな夢のないことを」

「実際、というか、このゲームでも虫だらけだぞ」

　マスターが当たり前の様ように言う。

「ええ、ゲームなのに虫とかいるの？　──ひああっ!?」

「シューがでかい蜂はちに刺さされたー！」

「しび、しびれてるー！」

　どでかい蜂がぶんぶんと辺りを飛び回り、俺おれ達たちを狙ねらっている。あいつにさされると痺しびれて動けなくなるらしい。

「アコ、あの蜂、蜂を落とせ！」

「当たりませんー！」

　スナイパーとしては優ゆう秀しゆうだったアコも弓ゆみの扱いはわからないようだ。ひゅんひゅんと矢が蜂の周りを通過する。そして俺に当たる、当たる当たる。動けない、動けない！

「こっち来る、来ますー！」

「ちょ、まて、弓の連れん射しや止めろ！　俺のルシアンが、おうっ、おうっ、おうっ、って言いながらビクビクしてるから！」

「ほら頑がん張ばれ頑張れ」

「演えん奏そうしてないで手伝えよマスター！」

「しびれがとれないー！」

　右う往おう左さ往おうしながら密林を進む俺達四人。浜はま辺べに出た所で画面が切り替わり、ムービーが入った。大きなニワトリが甲かん高だかい声で吼ほえながら現れる。

「うわ、でっかいな」

「これが今回の獲え物ものだ。初しよ心しん者しやの練習用モンスター、通つう称しようコッコ先生」

「見てるとお腹なかが減ってきますね」

「唐から揚あげにして食ってやるか」

「よーし、捌さばくのはあたしに任まかせなさいっ！」

　シュヴァインが突っ込んでいく。後から俺おれも盾たてを持ってえっさほいさと追いかけた。

「せいっせいっ！　ほっはっ！　何コイツ鈍いじゃない、斬きり放ほう題だいよ」

「よし、俺も──」

　槍やりで突こうとした瞬しゆん間かん、シュヴァインの太た刀ちがルシアンの──俺の背をざっくりと切り裂さいた。フレンドリーファイアはないのでダメージは入らないが、ぐらりと体たい勢せいが崩くずれる。シュヴァインはそのまま流れるように俺ごとコッコ先生をざっくざっくと切り裂く。

「待てシュヴァイン、俺も斬ってるから！　動けねえから！」

「あたしが倒してやるから任せときなさい」

「ちょっ、危ねっ！　ってなんで俺は敵の攻こう撃げきじゃなくて味み方かたの攻撃を必ひつ死しにガードしてんだよ！」

「えいっ、えいっ」

　アコは遠くからぺちぺち矢を連れん打だしてるけどダメージ入ってるのかそれ。

　しかしそんな攻撃でも鬱うつ陶とうしいのか、コッコ先生はぐるりと尻尾しつぽを振り回して俺達をはじき飛ばすと、勢いよくアコの方へ駆かけだした。

「アコ、避よけろ！」

「よ、避け……避けた方に走ってきますー！」

　ずどーんと勢いよく吹き飛ばされたアコが地面に落ちる。その体を猫ねこの集団がにゃんごにゃんごと運んでいった。

「惜おしい子を亡くしたわね……アコの分まで戦うわよ！」

「よし、私に任せろ。人にん数ずうが少なくなった分、楽がつ器きの音ね色いろでバフをかける！」

　ぶおんぶおんと勢いよく笛ふえを吹きながら楽器をコッコ先生にぶつけるマスター。

「何あの人、吹きながら戦ってる！」

「楽器ってそういう武ぶ器きなのか……」

「笛に不ふ可か能のうはない！　……む、コッコ先生が怒ったぞ」

　苛か烈れつになる攻撃に苛いら立だちが高まったのか、コッコ先生のトサカが燃えるような赤に変わった。

　そしてぎゃおーん！　と吼ほえると、コッコ先生は口から炎ほのおを吹きながら突とつ進しんしてくる。

「やばっ、避けないと！」

　さっと太た刀ちで斬きり下がって避けるシュー。その斬り下がりが俺へ見事にヒットした。

「な、おいっ！」

　ビクンと体勢を崩くずす俺にコッコ先生が正面から向かってくる。盾を構える間もなく、画面が巨きよ大だいなニワトリの顔でおおわれて──。

　にゃーにゃーにゃーという猫ねこの鳴き声が俺おれを包んだのだった。




　それから数すう戦せん、俺達は未いまだコッコ先生への打だ開かい策さくを見いだせずにいた。

　周囲にまとわりつくと回転攻こう撃げきで吹き飛ばされ、距離を離すと突とつ進しんや炎ほのおで吹き飛ばされ、慎しん重ちように戦うと体力を削けずれずに逃げられて回かい復ふくされる。どうやって倒せば良いんだコイツ。

「これ本当に勝てないぞ」

「コッコ先生強つよすぎでしょ」

「私はもう慣れてきました！」

　一戦二乙は慣れたって言わねえよ、アコ。

　むむむ、と悩む俺達にマスターは大きく頷うなずいた。

「初しよ心しん者しやには難しかったか……。よし、ならば私がメインキャラを出そう」

「マスターこのゲームやったことあんの？」

「一人で少しだけな。フレンドができなくてやめたが、多少はマシな武ぶ器きがある」

　やめた理由はともかく、そりゃ頼れる。

　一度消えて再び現れたマスターはやたらごつい装そう備びと綺き麗れいな銃じゆうを抱えていた。こっちがマスターのメインキャラか。

「さあ、行くぞ。本当の狩かりを見せてやる」

「おー！」

　俺達は再びコッコ先生のクエストに挑いどんだ。

　船に揺られて再び密みつ林りんにやってくる。補ほ給きゆう物ぶつ資しを拾って、準備をしていると──何な故ぜか居ない筈はずの五人目のハンターがいた。しかも凄すごくごっつい装そう備びの。

「あれ、これ誰だれだ？」

「気にするな、私のアシスタントだ」

「あ、アシスタント……？」

　なにそれ、と首を捻ひねるシュー。

「このゲームはとても素す晴ばらしいゲームなのだ。課か金きんをすればレジェンドアシスタントという超ちよう強つよいハンターがついてきてくれる」

「どれぐらい強いんですか？」

「さっきのコッコ先生ぐらいなら十匹ぴきまとめて一人で狩かる」

　どういうことだそれ。俺達の頑がん張ばりが一ひと言ことで否定されたぞ。

「四人で超苦労した敵を一人でなぎ払うＮＰＣが居るの……？」

「そんなの絶対おかしいですよっ」

「話は後だ、コッコ先生が来たぞ」

　ばっさばっさと羽ばたく音が聞こえると共にコッコ先生が空から舞い降りてくる。ニワトリのくせに飛べるのかという疑問を吹き飛ばす華か麗れいな飛びっぷりだ。

「よし、今度こそコイツを焼き鳥にするぞ！」

「はいっ！」

「では……攻こう撃げき開始！」

　マスターがそう言った直後、彼女の武ぶ器きから閃せん光こうと轟ごう音おんが走った。猛もう烈れつな数の弾だん丸がんがずどどどどとコッコ先生に襲おそいかかる。余りの衝しよう撃げきにコッコ先生はよろけて倒れ込んだ。コケー、と悲しい鳴き声が響ひびく。

「射しや撃げき射撃射撃ー！」

「え、えっと……え？」

　射撃に絶え間がないので俺もシュヴァインもいつ近づいて良いのかわからない。

　困こん惑わくしている間もマスターの攻撃が止まらない。止まらないったら止まらない。マスターのターン、次もマスターのターン、ずっとマスターのターン。

　なんとか立ち上がったコッコ先生は立ち上がった直後にまたコケーと倒れ込んだ。

　ずどどどど、コケー！　ずどどどど、コケー！　ずどどどど、コケー！　ずどどどど、コケー！　ずどどどど、コ、コケェ……。

　じゃじゃじゃじゃーん、じゃじゃじゃーん、とファンファーレが鳴り響き、コッコ先生はゆっくりと地面に倒れ伏ふした。トサカは折れ、翼つばさはボロボロ。そこに俺おれ達たちが苦く戦せんした密みつ林りんの王おう者じやの面おも影かげはなかった。

「討とう伐ばつ完了だ」

「おいちょっと待て」

　おかしい、何かがおかしい。こんなことはあってはならない。

「これあたしの知ってる狩かりじゃない……」

「私もその武器欲ほしいですー！」

　待て待て、これは納なつ得とくがいかない。これでコッコ先生に勝ったとは思えない。

　何か超ちよう自然的な力が働いて、その時不ふ思し議ぎなことが起こって結果としてコッコ先生が死んでしまったような、そんな風ふうにしか見えなかった。

「マスターその武器禁きん止しな」

「むう……致いたし方かたない」

　流石さすがにマズイとは思ったのか、マスターは素直に頷うなずいた。

　そして再び密林に向かう俺達。今回はＮＰＣもなしのガチンコ勝負だ。

　さっき戦った場所で待っていると再び空から羽ばたく音が聞こえる。

「では私が最初の一いち撃げきを入れる。その後に続いて攻撃してくれ」

　さっきとは違う大きな剣を構えたマスターが言った。

「ＯＫ、私の華か麗れいな太た刀ちさばきを見せてやるわ」

「俺おれを斬きるなよ？」

「頑がん張ばって遠くから撃うちます！」

　アコはもうちょっと近くに来いって。遠くから溜ため一いち連れん射しやするのやめろって。

　そして意い気き込ごむ俺達の前にゆっくりと舞い降りてくるコッコ先生。ごくりと誰だれかが唾つばを飲み込む音が聞こえた。

「行くぞ」

　冷静に言い、マスターが大たい剣けんを大きく抱え上げる。きーん、きーん、と剣に力がたまっていくのがわかった。そしてついに地面に降り立ったコッコ先生が俺達に気付いた──瞬しゆん間かん、マスターの大剣が振り下ろされる。直後に俺達も攻撃を──。

　ぐしゃっ、と鈍い音が響ひびく。

　コ、コケェ……。

　じゃじゃじゃじゃーん、じゃじゃじゃーん、とファンファーレが鳴り響き、コッコ先生はゆっくりと地面に倒れ伏ふした。トサカは折れ、翼つばさはボロボロ。そこに俺達が苦く戦せんした密みつ林りんの王おう者じやの面おも影かげはなかった。

　「討とう伐ばつ完了だ」

　「待てや」

　「戦せん闘とう開始０秒で決けつ着ちやくってどういうことよ」

　俺達の抗こう議ぎにマスターはふっふっふと笑った。

「このゲームは素す晴ばらしい。課か金きんでできることが沢たく山さんあるのだ。課金でレジェンドアシスタントがついてくる、課金で火か力りよくが上がる、課金で防ぼう御ぎよ力りよくが上がる、課金で即そく死ししなくなる、課金でスキルが増える、課金で報ほう酬しゆうが増える、課金ではぎ取る回数が増える、課金でレアが出やすくなる！」

「クソゲーじゃないのよ！」

「どう見ても神ゲーだろう！　この武ぶ器きを使えばコッコ先生程てい度どなら三匹びきまとめて一いち撃げきで倒せるのだぞ！」

「その武器も欲しいですー！」

「何でも欲しがるんじゃないっ！」

「はうっ。ごめんなさい……」

　アコの頭をぽんと叩たたく。バランスを崩くずしたアコが俺にもたれかかって、少し潤うるんだ瞳ひとみで見上げてくる。露ろ出しゆつした滑なめらかな肌はだがあちこちに当たって──いや、見てちゃ駄だ目めだ、見てちゃ。

「こら、あんた達なにベタベタしてんの。その格かつ好こうじゃ流石さすがに不ふ健けん全ぜんでしょ」

「そういうつもりじゃ──」

　と、何の脈みやく絡らくもなく、ガラリと部室のドアが開いた。

「ちょっと、何なに騒いでるの？　外まで聞こえた、わ……よ？」

「あ、先生」

　一応顧こ問もんで、ちょこちょこと部室に様よう子すを見に来る斉さい藤とう先生が部屋を覗のぞき込んでいた。先生は部屋の中を見回し、危険なコスプレ衣い装しようを身につけた面めん々めんをゆっくりと見回す。

　あ──忘れてた。そうだよ。この衣装先生に見られたら絶対ヤバいじゃん。

　青ざめる俺おれを冷めた目で見た後、先生はすーっと大きく息を吸い、ゆっくりと吐き、ドアを閉めてから言う。

「あなた達、学校で何て格かつ好こうをしてるのっ！」

「す、すいませんーっ！」

「すぐ着き替がえなさい、すぐに！」

「ええーっ？」

「ええーじゃありません！　ほら！　西にし村むら君はとっとと出る！」

「は、はいっ！」

　叩たたき出されるようにして部室を飛び出し、廊下にへたりこんで思う。

　もう二度と狩かりなんてしねえ。




「うう、可愛かわいかったのに……」

　猫ねこ姫ひめさんのお説せつ教きようが終わった頃ころには良い時間になっていたので、そのまま部ぶ活かつも終了した。

　昇しよう降こう口ぐちで靴くつを履はき替えるアコの脚あしにさっきまでの衣装を思い出し、顔に熱が集まる。思い出すな思い出すな。ゲームとリアルは別──なのに、なんでリアルであんな格かつ好こうするんだよマジで。

「可愛かわいいと言うかいっそ素直にエロいだろあれ」

「エロいと可愛いは紙かみ一ひと重えじゃないですか」

「その一重を踏み越えてるんだよ」

　俺以外の前で着ないよう、あの衣装は厳げん重じゆうに保ほ管かんしてもらいたい。勿もつ体たいないので決して捨てないように。

　と、そこでやけに軽い自分の右腕うでに気がついた。

「……あ、やべ。そうだ、部室に鞄かばん置おいてきた」

「別に良いじゃないですか、明日あしたで」

「そういうわけにもいかないって。すぐそこだから取ってくる。ちょっと待っててくれ」

「はーい」

　軽く手を振るアコに見送られ、部室に走る。待ち合わせして一いつ緒しよに帰るみたいで、なんかこういうのも良いな、なんて思いつつドアを開ける。

　そこには猫ねこ耳みみが揺れていた。

「…………は？」

「に、西にし村むら君!?」

　誰だれも居ない部室に一人、斉さい藤とう先生が──猫ねこ姫ひめさんが居た。

　マスターが持ってきていた、猫耳とフリルたっぷりのドレスを着て、両手を前にだした猫っぽいポーズをとって、そこに居た。
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「…………すいません猫姫さん、お邪じや魔ましました」

「待っ……違う、違うの、ちょっと興しゆ味みっていうか、これも勉強っていうか、生徒の気持ちを理解しようと」

「いいんです、わかってます、誰にも言いません。俺おれは猫姫さんの味み方かたですから」

　俯うつむいて目をそらす。それが俺の精せい一いつ杯ぱいだった。

「そんな察したような……あ、待って、話を──ルシアン、違うのにゃあああああっ」

　放課後の校舎に悲しい声が響ひびいた。

「あれ、ルシアン？　鞄かばんはなかったんですか？」

「良いんだ、もう良いんだよ」

「……？」

　悲しい事件だった。




「という訳わけで狩かりも終了」

「賛成！」

「あたしも賛成」

　翌よく日じつの部ぶ活かつ、三人がドラハンを拒きよ否ひすることで一いつ致ちした。

「私の課か金きんアイテムをどうするのだ!?」

　むしろその課金が強つよ過すぎるんだよ。

「課金の圧あつ倒とう的てき強さに俺おれ達たちの精神がダメージを受けているので中止の決定は揺るがないぞ。これは多た数すう決けつという最も有名で最も間違った手段による決定だ」

「数の暴ぼう力りよくめ……仕方あるまい。もっと気き楽らくな、戦いなどないゲームを選ぶか」

　そう言うと、マスターは画面にまた違うゲームを映し出した。

「ぼくらのゴルフ、ソイヤ？」

「うむ。ゴルフがテーマのスポーツゲームだ。アバターの可愛かわいさに定てい評ひようがある。タイミングよくボールを打つと『ソイヤ！』と景けい気きの良いかけ声がでるぞ」

「まあ、なんでもいいけど」

　特にゲーム内容にこだわりのないらしい瀬せ川がわは素直にインストールを始める。

　俺もスポーツゲームはあんまり馴な染じみがないけど、とりあえずやってみるか。

「すいません」

　と、アコが大きく手を上げた。

「これはそろそろアウトじゃないですか？」

「うるさい黙だまれ」

　何のことかさっぱりわからない。

　まあこういうゲームなら問題は起きないだろ。スポーツだからアウトドアな趣しゆ味みがうまれてアコの矯きよう正せいにも一役買ってくれそうだ。

「四人ならチーム戦も個人戦もできるぞ、どうする？」

「折せつ角かくならチーム戦じゃない？」

「よし、では私とアコ、シュヴァインとルシアンのチームだ」

　珍めずらしいチーム分けだな。いいけど。

「よし、やる以上は勝つわよ」

「初しよ見けんのゲームだが、相手にアコが居る以上負ける気はしないな」

　それぞれがアカウントを作って部屋に集まる。やって来たのはシャツに短パンという無む課か金きん全ぜん開かいの格かつ好こうをした俺、シュー、アコ、そして──すっごいお洒落しやれなマスター。

　悪い意味で予想通りな光こう景けいにシューが吼ほえた。

「だから！　なんで！　あんたは！　最初から課金をしてんのよっ!?　いい加か減げん無む駄だなアバターに金払うのはやめなさいっ！」

「何を言うか！　このゲームのアバターは装そう備びと同どう義ぎ！　金さえ払えば最初からフルスペックに近いキャラクターを使える、優ゆう良りようなゲームなのだぞ！」

「うわ、本当だ。ランク同じなのにステータスが全然違ちがう」

　言われて見るとマスターだけ明らかに強い。

　課か金きんで強くなる、マスター向きなゲームだ。

「それだけではない！　カードガチャを課金するともっと強く、レアガチャで課金するとさらに強く、お助けキャラに課金するとなお強く、消しよう費ひアイテムに課金するとパーフェクトに強くなるのだ！」

「このゲームもそういうタイプか！」

　課金の要素が重すぎるだろこのゲームも！　卑ひ怯きようだぞそんなの！

「くっ、なんでわざわざアコを取ったのかと思ったら、そこで戦せん力りよくの均きん衡こうをはかったのね」

「マスター、私の子が裸足はだしなのでせめて靴くつぐらいは履はきたいです」

「む、そうだな。待っていろ、買ってやろう」

「そこのクレクレ厨もいい加か減げんにしなさい！」

　これ以上戦力のバランスを崩くずされてたまるか！

「とりあえず簡単にルールを説明する。このゲームは音ゲー感覚でタイミング良くボタンを押すことでクラブを振ってゴルフをする、普通のスポーツゲームだ。ゴルフゲームなので基き準じゆんはゴルフの公式ルールになる。ボールをクラブで打ち、最終的に少ない打だ数すうでカップに放り込めば勝ち、ということだな」

「それは何となく知ってるわ」

「要するにボールを穴に入れれば良いんだよな」

　うむ、と頷うなずき、マスターは続ける。

「クラブには色々な種類があるし、コース上にも設定として、芝しばが短く刈かり取られてボールを打ちやすいフェアウェイ、草むらになっていて打ちにくいラフ、砂すな場ばになっていて非常に打ちにくいバンカー、カップの周りにあるグリーン、など色々あるが────全部気きにしなくて良い。グリーン以外は大たい抵ていの場所で好きなクラブが使える。極きよく論ろんを言えばこのソイヤ、一番ウッドと六番アイアン、パター以外のクラブは必要ない。砂に埋うまって全く見えなくなったボールを野や球きゆうのバットで打ちぬくゲームだ」

　どういうゲームだそれは。少なくとも俺おれの知ってるゴルフってそういうものじゃない。なんかこう、綺き麗れいな山の中で紳しん士しが頑がん張ばってるイメージのはずだ。

「ああ、火か山ざんと戦せん艦かんの主しゆ砲ほうには気をつけるのだぞ。消しよう滅めつしたボールは打てないからな」

「えっと、これってスポーツなんですよね？」

「だと思うが」

　言ってるマスターも若じやつ干かん自信がなさそうだった。

　とにかく試し合あい開始である。

　俺おれ＆シューＶＳマスター＆アコの『ぼくらのゴルフ　ソイヤ』対決が始まった。

「さて一ホール目、私からね！」

「頑がん張ばれシュー、あっちの重じゆう課か金きん戦せん士しに目に物もの見みせてやるんだ」

「任まかせなさい！　とりあえず、えっと…………なにこれ、やなコースね」

　渋しぶい顔で言うシュー。うん、確かに嫌いやなコースだ。

　初しよ期き装そう備びのクラブを使って全力で打つと、完かん璧ぺきに成功すれば打ちやすい所に落ちるが、ちょっとでもズレると砂すな地ちか草むら行きだ。わざと弱く打てば危険は減るが、すると次が不利になってしまう。

「どうするかはお前に任せる。やりたいようにやれ」

　俺が言うと、シューは力強く頷うなずいた。

「要するにタイミングさえ合えばいいのよ。ＬＡのアイテム生産ミニゲームで鍛きたえた音ゲーセンスを見せてやるわ！　そいやあああああっ！」

　ショットの力強さを決定するパワーゲージが、ぴこーん、ぴこーん、と動く。ゲージはかなりのスピードで動いていたが、シューは見事なタイミングでインパクトを決めた。シューのキャラクターは完璧なフォームでボールを打ちぬく。

「よっし！」

『ソイヤー！』

　ゲームから可愛かわいらしいソイヤコールが上がった。

「ナイスソイヤ、シュー！」

「ナイスソイヤ！」

「ナイスソイヤです！」

「……なんだか怪あやしい儀ぎ式しきみたいね」

　溢あふれるソイヤコールにシューはちょっと引いたようだった。

　そしてボールは狙ねらった場所に綺き麗れいに落らつ下か。次を見み据すえた絶ぜつ好こうのスポットだった。

「どうしよう、ちょっとこのゲーム楽しいかも」

「意い外がいとシューに向いてるのかもな」

「次は私の番だな」

　盛り上がる俺達を尻しり目めに、マスターは至し極ごく冷静にクラブを構えた。

　ちょっと待って、クラブがなんか明らかに俺達と違う、人を殺せそうな形してるんだけど。クラブっていうかあれ、武ぶ器きだよな？　でっかい剣だよな？　あれで打てるの？　切るんじゃなくて打つの？

「では行くか。何ど処こに飛ばして欲しい、アコ？」

「とりあえずゴールに近いところが良いです」

「承しよう知ちした。ではここだ」

　そう言ってマスターは俺おれ達たちと同じ方向を狙ねらう。画面に表ひよう示じされた打だ球きゆう落らつ下か予想地ち点てんは俺達の遥はるか先を示していた。

「まあ、失敗してもバンカーには入るまい。飛び越すからな」

「なにそれずるい」

「不ふ公こう平へいよっ！」

「当たり前だ、課か金きんをした結果が公こう平へいな訳わけがなかろう？」

　それは道どう理りだけど、やっぱり納なつ得とくがいかない！

　このゲームやってる奴やつは全員こんな環かん境きようで戦い抜いてるのか？

「ソイヤならず。しかし、シュヴァインのボールは越えてグリーン脇わきだな」

「私のソイヤを軽かる々がると……ちょっとルシアン、絶対に負けるんじゃないわよ」

「次に打つのはアコだろ、余よ裕ゆう余裕」

　方向を合わせ、最大飛ひ距きよ離りが一番近いクラブを選択してフルパワーでショット。これでいけるはずだ。

「さあ来い、ソイヤ──は、ならずか」

「しかも結けつ構こう遠くに落ちてるわよ」

「あれ、本当だ」

　狙ったはずのカップから相当外はずれた位置にボールが落下している。なんでだ、ちゃんと狙ったのに。

「このゲームは真まっ直すぐ打てば真っ直ぐ飛ぶゲームではないのだ。足あし下もとの傾きや現在の風が強く影えい響きようする、高度に知ち的てきなゴルフゲームなのだよ」

「く、課金だけじゃなかったか……」

「はっはっは、甘いなルシアン。さあアコ、私の指し示じ通り打つのだ。ルシアンに格好かつこ良い所を見せてやれ」

「はいっ」

　アコは真っ直ぐにカップの方向を向くと、狙うべき場所はすぐそこだというのに、妙みように飛距離のあるクラブを構える。そしてぎゅいーんという効こう果か音おんと共にアコの周りを妙な赤いオーラがおおった。

「さあやれ、必ひつ殺さつショットだ！」

「はい！」

　しかも明らかにパワーゲージの動きが俺達より遅いんだけど、マスターどんなアイテム使ったんだよ!?

「そいやーっ！」

　気き合あいと共に、アコは見事なショットを決めた。

　それはもう凄すさまじい勢いでボールが飛んでいく。

「けど、絶対に画面の外まで飛んで行くだろ、これ」

「ふっふっふ、それはどうかな」

　マスターが不ふ敵てきな笑えみを浮かべた直後、ボールがカップの真ま上うえを通過して──ストンと、真ま下したに落ちた。

「はあっ!?」

「そしてバックスピン！　よし、チップインだ！」

「やりましたー！」

　マスターとアコがイエーイとハイタッチを交わす。

　待て待て、何だ今のは。おかしい絶対おかしい、納なつ得とくがいかない！

「ビームに当たったのだ。カップからボールを吸い込むビームが出ているのだよ。ホールインワンなどが出やすくなっているわけだ」

「何よそれ、物ぶつ理り法ほう則そくは何ど処こに行ったのよ！」

「このゲームはソイヤだ！」

　その一ひと言ことで説明終わりか!?　くそ、納得いかねえ！

　俺おれとシューは意い地じになって挑いどんだが、結局アコがソイヤをミスした数回しか勝つことはできなかった。




「眠い……部室で寝ようかな」

　翌日の放課後、俺は眠い目を擦こすりながらだらだらと部室に向かっていた。

　と、同じく部室に向かうアコと鉢はち合あわせた。

「おう、アコ。元気そうだな」

「ルシアンは……眠そうですね、どうかしたんですか？」

「今日きようはお前ソイヤでボコるわ」

「自じ主しゆ練れんしてたんですか!?」

　悔くやしかったんだよ、悪かったな。

　見た目の割に結けつ構こう難しいし、気が付いたら遅くまでやり込んでた。面白いんだよ、本当に。

　話しながら歩いていると部室の近くの廊下にゴミ袋ぶくろが転がっていた。

「マナー悪いな、ゴミ箱すぐそこだろ」

「あ、はいはい！　私がやります！」

「……やるって、何を」

　どうしてかやる気満まん々まんで手を挙げたアコは、ゴミ袋に駆かけ寄ると、大きく振りかぶった。

「そいやーっ！」

「えええええっ」

　全力で投げ放たれたゴミ袋は見事に目もく標ひよう地点を飛び越え、壁に当たって辺り一いち面めんに飛び散った。

「……あれ？　ビームが吸わない？」

「とりあえず、片づけるぞ」

「は、はーい」




「アコの脳のう内ない物理法ほう則そくがソイヤになるから中止」

「ソイヤですら駄だ目めか」

　俺おれもこれが駄目だとは思わなかった。でもこのまま放っておくと何もかもソイヤでなんとかしそうなので危険なのは間違いない。

「じゃあ今日はどうすんの？」

「そうだな、格かく闘とうゲームなどはどうだ？」

「落ちが見えてるだろ」

　リア充じゆうにキャンセル技わざからウルトラコンボを打ち込んでありがたやーをするに決まってる。

「じゃあ対たい戦せんパズルとかどう？　あたしちょっと得とく意いよ」

「人間をパズルにして消そうとするんじゃないか？」

　リア充を四人集あつめてファイヤーとか始めたら洒落しやれになってない。

「狩かりメインのＭＯも危なそうだし、ＲＴＳなんかは敷しき居いが高いし……どうすんの？」

「よし、ならば、これだ！」

　マスターが画面に映し出したのは『ドキドキメモリーオンライン』──クローズド[image: β]当とう選せん者しやに宅たく配はいテロを仕掛けて名を馳はせたあのゲームだった。

「え、これやんの？」

「アコに良い影えい響きようを与えたいのだろう、ルシアン。それならばゲームで青春を味わうのが一番だ。違うか？」

「ルシアンと、ゲームで青春！」

　あ、アコの琴きん線せんに触れたっぽい。これはよくない、よくない展開だ。

「さあ、私とドキドキな思い出を作りましょう！」

　やーめーてーくれー！




「辛つらく苦しいゲームだった……」

　そろそろ日付も変わろうという時間、俺はようやくアコとのドキドキ地じ獄ごくから解放された。

　プレイヤーがドキドキ高校の生徒となり、ペアやグループでドキドキなイベントをこなしていくというのがドキドキメモリーオンラインの主な要素だ。ノベルゲームを主人公こう側がわとヒロイン側で同時にプレイして、それぞれの選んだ選択肢によってシナリオの内容が変わるという形になっている。高こう得点を得ようと思うと相手の性格を把は握あくする必要があり、それなりにゲーム性もあるシステムなのだが──。

「恥はずかしすぎだろこのゲーム……」

　俺おれの演じる『ルシアン』とアコの演じる『アコ』の甘あま酸ずっぱい青春恋れん愛あいストーリーを延えん々えんと見せられ続けるこの苦く行ぎよう。二人で体たい育いく倉そう庫こを片付ければ閉じ込められ、体育祭に出れば二に人にん三さん脚きやくをし、授業中に体調を崩くずしたアコを俺が介かい抱ほうし──というような、ありそうで実際にはないイベントの数々は俺の精神に甚じん大だいなダメージを与えた。ぶっちゃけ泣きそう。

「何で恋愛ゲームをオンライン化したら男側が傷つくことになんの？　普通逆ぎやくじゃね？　絶対おかしいだろこれ」

　少なくとも中なか身みが女なのは間違いないアコを相手にしていた俺でもこの状態だぞ。これで相手の中身が男か女かわからない普通のプレイヤーってどうしてたの？　きっと相手の中身は女だと信じてこのイチャイチャイベント進めてたの？　ドキドキメモリーオンラインをしようと思う人間の何パーセントが女かって考えたら絶望的な確かく率りつだよな？　ちょっと勇ゆう者しやすぎないか？

「しかしちょっと面白かったのがさらに悔くやしい」

　自分のクラスでテストを受けてる時とか、難しい選択肢でアコの考えを読んで見事にグッドシナリオにたどり着いた時とか、結けつ構こう楽しかった。くっそ、真ま面じ目めに作りやがって。

「青春を味わえたのは確かだし、アコが普通になってると良いけど……」

　そんな希望を抱いて向かった学校。

「おはよう、西にし村むら君」

　うっわ、効果が出てたー！

　教室にやってきたアコが超ちよう爽さわやかにそう言ったのだ。

　いやびっくりしたよ。良い意味で影えい響きようされることもあるんだな。

　青春ゲームみたいなキャラクターで生きるなら友達もたくさん作れるんじゃないか？

「お、おはよう、玉置たまきさん」

「うん、おはよう」

　にこにこと笑えみを浮かべるアコにむしろ動どう揺ようしているのは俺の方だった。

　そんなアコだが、俺の気持ちとは裏うら腹はらに、

　わざとらしく額ひたいに手を当ててよろけて見せた。

「あ、ああ……立ちくらみが。どうしよう、西村君？　ちらっ？」

「ちらっじゃねえよ」

　強ごう引いんにイベントにしようとすんな。ここで選ぶ選択肢は『そんなことよりお腹なかがすいたよ』だ。

「うう、ルシアン、いけずです」

「お前の発はつ想そうに問題があるんだよ」

「やっぱり私に青春なんて無む理りなんですよね……」

　ちょっと良い感じだったのにわざわざぶち壊こわしにしたんだろうが。

　そんな話をしていると教室に入ってきた女子の一人がこちらに寄ってきた。

「おはよー、西にし村むら君、玉置たまきさん。今日きようも仲良いねー」

「おはよ、秋あき山やまさん」

　で、合ってるよな？　後ろに瀬せ川がわも居るし。

　まあその瀬川はこっちをちらっと見て、ふんっ、と息を吐いただけなんだけど。いつものことながら態度悪わるい。

「っ！　お、おは、おは……」

　アコは挨あい拶さつだけで噛かみに噛み、むしろちょっと怯おびえていた。

「……よう、ございます」

「おはよー」

　そんなアコにも朗ほがらかに言う。凄すごいなこの対たい人じんスキル。

「西村君西村君」

　ひょいと寄ってきた秋山さんは俺たちを見回すと、ちょっと首をかしげた。

「ねえ、最近は部ぶ活かつってしてないの？」

「いや？　してるけど？」

「そうなの？」

　内容はちょっと変わってるけど部ぶ活かつ自体は毎日やってる。

　外から見ればいつも通りに活動しているようにしか見えないはずだ。

「うん、やってる。でもなんでそんなこと聞くんで？」

「だって最近いつもの所にいないから」

「え？」

「は？」

　俺おれの声と瀬川の声が重なった。

　どういうことだ？　なんでクラスメートの女子がいきなりＬＡの話をする？

「な、奈な々な子こ？」

「ねえ茜あかね、してないの？」

「え、な、なにいってんの？」

　曖あい昧まいな笑顔を浮かべて誤ご魔ま化かす瀬川、その表情が、

「俺様に任せろーって言ってたのにさー」

　びきっと固まった。

「ちょ、それ、あんた、どういうこと？」

「だから一いつ緒しよにやってたじゃない。西村ルシアン君には凄すごく良くしてもらったし」

　ねえ、と話を振られる。

　全然覚おぼえがない。

　いや、覚えはあるよ。正直言ってある。

　いっそ認めてもいいんだけど、それを認めたら目の前で灰になりつつある瀬せ川がわが……。

「セッテ、さん」

「はーい」

　アコの呟つぶやきに、にっこりと秋あき山やまさんが頷うなずいた。

「あれ、秋山さん……？」

「うん。だって言ったじゃない、困った時は、って」

「リアルの話だと思わないって！　ゲームの中で約束したんだと思うだろ普通！」

　クラスメートがネトゲで凸とつってくるとか考えねえよ！

「な、なんで、なんでそんな」

　どんどん青ざめていく瀬川に、秋山さんはいっそ楽しそうに言う。

「だってこっそり何か楽しそうにやってるから。ずるいなーって。凄いノリノリだったよね茜。俺おれ様さまに任せなーって。面白すぎてずっと笑い転げてたもん」

　びしっと乾いた音がした。

　瀬川の体がぐらりと揺れ、その場にゆっくりとへたり込む。

　あ、折れた。

「終わった……私の高校生活終わった……」

「西にし村むら君もゲームだとすっごい頼れるし優しかったし。クラスとは印いん象しよう違うよねー」

「……そりゃどうも」

　褒ほめられてる気がしねー。

　リア充じゆうにオタ知ち識しきで褒められた時の微び妙みような感じって何なんだろ。絶対内ない心しんでは馬ば鹿かにしてるよな、って思っちゃうんだよ。

「あの、あんまりルシアンには……」

　俺に笑顔を向ける秋山さんにアコが恐る恐る声をかけた。

「あ、うん、玉置たまきさんのこともわかったよ」

「え……」

「夫ふう婦ふとか言ってたの、本当にゲームの中の話だったんだ。学校では普通だから、西村君はいっつも彼女じゃないーって言ってたんでしょ」

　クスクスと笑い、秋山さんは俺に寄り添った。

　え、ちょ、なに!?　急に女の子が寄ってくると固まるからやめてくれる!?

「こういう関係じゃないんでしょ？」

　硬こう直ちよくした俺の腕を取り、ぎゅっと抱くように体を預けた。
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「よろしくね、アコちゃん？」

「…………」

「ちょっ、やめてくれよ」

　目を見開いたアコの表情にすぐ頭が再起き動どうした。

　無む理りやりに秋あき山やまさんを振り払い、彼女から離れる。

「きゃっ……乱らん暴ぼうー」

「うるさい。あのなアコ、落ち着けよ。今のはただの冗じよう談だんだから、刺さすのはダメだぞ？」

　まさか本ほん気きで浮うわ気き即そく殺さつとは言わないだろうけど、アコの場合は洒落しやれになってない。

　そのアコは硬こう直ちよくした状態から少しずつ動き出し、口を開いていく。

　そして一ひと言こと声が漏もれた。

「……る」

「る？」

「るしあんの──うわきものー！　もう知らないいいいっ！」

　おおおおっ!?　叫んだ、アコが叫んだっ！

　かつて例を見ない声せい量りようで吠ほえたアコはそのまま踵きびすを返すと、凄すごい勢いで教室から走り去ってしまった。どどどどど、と足音が遠く聞こえて、すぐに消える。

「……ちょっと、行っちゃったわよ」

　え、修しゆ羅ら場ば？　リアル三さん股また？　なんて声が教室のあちこちから聞こえてくる。

「な、なーんちゃって？」

「おっせえええええよ！」

　秋あき山やまさんは舌したを出して言ったけど、その時にはもう全部手て遅おくれだった。

　どうすんだよ、これ。
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「玉置たまきさん、朝から登校はしたけど始業前まえに帰っちゃったみたいね」

　放課後の現代通つう信しん電子遊ゆう戯ぎ部ぶ室しつ。難しい声で斉さい藤とう先生はそう言った。

　そうか、やっぱマジで帰ったんだ。

　あの勢いは本ほん気きっぽかったし、もしかしたらと思ってたけど。

「ついでに明日あしたの欠席連れん絡らくもすでにもらってるわ」

「無む駄だな所で手回しが良いわねあの子っ！」

　そっちは予想外がいだ！

　そこまで本気で逃げ出したのかあいつ。これはちょっと冗じよう談だんじゃ済まないぞ。

「まさかそんなに怒るなんて……」

「怒ったというよりはショックだったと考えるべきか。彼女の気持ちは君が思うよりは強い。それを理解して欲しい」

「は、はい」

　事情聴ちよう取しゆということで連れてきている秋あき山やまさんは流石さすがに気き落おちした様よう子すだった。

　そりゃ当たり前か。もしもここで明るく笑顔だったら流石の俺おれも怒る──ってか実際の所、これでも結けつ構こう怒ってんだけどな。

「あのさ、秋山さん。多分ちょっとよくわかんないと思うんだけど、聞いてくれよ」

「え……」

　俺がらしくもなく真ま面じ目めに言ったからか、秋山さんは黙だまって視線を向けた。

　その視線に素直な反省の色が見えて、俺は少しだけ声が柔らかくなるように口を開く。

「なんて言ったらいいか、難しいんだけどさ。俺達みたいな人じん種しゆってな、自分の場所に異い分ぶん子し、それも自分より明らかにスペックが高い奴やつが入り込んでくるのが凄すごく辛つらいんだよ。イケメンがオタショップにいると舌した打うちしたくなるけど、そんな勇気もなくて遠とお巻まきにちらちら見ながら居なくなるのを待つような、そんな生き物が俺達なの。秋山さんなんかが冗談半分に踏み込んで笑ってるのを見ると、結構本気で傷つくんだよ」

「そ、そんなつもりじゃなくてっ」

　秋山さんは俺から視線を外して、ぽつぽつと言う。

「最初は茜あかねの様子がおかしいなーって見てただけなの。西村君にはいつも酷ひどいことばっかり言ってるのに裏で仲良しみたいで、ちょっと前までぜんぜん学校来なかった玉置さんとも仲良いし、これはきっと何かあるのかなって思って。でも茜はぜんぜん話してくれないし、仕方ないから見に来たら──」

「面白そうだったからついからかいたくなった、と」

「そ、そう」

「……ま、アコ相手じゃなきゃ大した話じゃなかったかもしれないけどね」

　瀬せ川がわが複雑な表情で言った。

「まあね。話を聞く限りでは玉置たまきさんの過か剰じよう反応というのはあるけど」

　斉さい藤とう先生も言う。

　そうかもしれない。普通は気にもしない冗じよう談だんなのかもしれない。言われたのがアコじゃなきゃ笑って済ませたかもしれないし、程ほど々ほどに怒って冗談になったかもしれない。そういう意味ではアコが悪くないって訳わけでもない。

　でもさ、俺おれはそういうの嫌きらいなんだよ。

　軽い冗談とかちょっとした嫌いや味みを重く受け止めて、一人で大おお騒さわぎした挙あげ句くにドン引きされるってことさ、俺も経験があるんだよ。覚えがある奴やつは絶対に沢たく山さん居るよ。

　リア充じゆうの空気ってついてけないんだよ。言ってることは明らかに俺への嫌味なのに、冗談だからって我が慢まんしなきゃいけないのか？　どこまでの冗談なら笑って済ませりゃいいんだよ？　怒っちゃ駄だ目めなのか？　言いたい放ほう題だい言った挙げ句に怒ったら俺が悪いみたいな空気は一体何なんだよ。腹が立つだろ。

　そりゃ何を言ったって理解はされないだろうさ。それこそプレイスタイルの違いだからな。俺とあいつらの、人生ってゲームに向き合う姿し勢せいが違うんだ。

　なんて、考えてても仕方ないか。まずは動かないと。

「とにかく原因は全部誤ご解かいレベルの話だ。アコとちゃんと話せば解決するはずだな」

「んでどうやって話すのよ。さっきから電話かけてるけど出ないわよ」

　だろうな。多分引きこもってやるって決めたんだから、断だん固こ引きこもるだろうよ。

「ではどうするルシアン？　直接家に乗り込むか？」

「それでもいいけど、アコの逃げる先はわかるだろ」

　これこれ、とパソコンを指さす。

「この中だろ、どうせ」




　ＬＡにログインした所、やはりアコはゲームの中に居た。

　ただ普ふ段だんと違うのは、いつもの喫きつ茶さ店てんに居るんじゃなく、どこかの狩かり場ばに居ることだった。それも一人で戦っているみたいだ。

「アコがソロで狩りしてるなんていつ以来よ？」

「少なくとも数ヶ月単たん位いだ」

　そんなにショックだったかアコ。

◆ルシアン：アコ、居るか？

◆アコ：丁度良かったです、ルシアン。今レベルを上げてる所なので一緒にどうですか？

　返事を返す、そのそしらぬ口ぶりが逆に怖こわい。

「とにかく説明しなさいよ。誤解さえとけばそれでいいんだから」

「そう、だな」

◆ルシアン：聞いてくれ。さっきのは誤解というか、嘘、でまかせ、いたずらの類いなんだよ

　アコは答えない。

◆ルシアン：秋山さんから話を聞いたけど、目的は主に瀬川、シューをからかうことで、俺とお前はそのついでにいじられただけだ。当たり前だけど、俺に興味なんてないってよ

「うん、ぜんぜん、本当に欠片かけらも西にし村むら君に興味はないから」

「……知ってるけどな」

　わかってたよ、わかってたけどそうはっきり言われるとやっぱイラっとすんな！

　腕に抱きつかれてちょっとドキドキしたよ、悪かったな、くそ！

◆ルシアン：たった今お前になんて欠片も興味ないよってわざわざ俺の心に風穴開けるようなことを言ってくれた。びっくりした気持ちはよくわかるけど気にするようなことじゃないんだ

◆アコ：嘘です

◆ルシアン：嘘なわけないだろ。嘘ついて何の得が──

◆アコ：嘘だっ！

「うおっ」

　画面越しに飛んできた迫はく力りよくに思わず黙だまる。

　怒ってる、アコさんマジで怒ってるよこれ。

◆アコ：もともと私なんか、リア充してる普通の女子高生と勝負して勝てるわけがなかったんです。リアルのルシアンは私には高嶺の花だったんです。どうしようもなかったんです

　いやいやそんなことないだろうよ。むしろ花としては逆だろうよ。

　そう思ったのだが、次にアコから飛んできたチャットに指が止まった。

◆アコ：もう何もかも諦めました。ルシアンがいなくなっちゃう人生なんて捨てます

◆ルシアン：は？

　人生を捨てるって……お前、まさか、そんな、そんな──。

「まさかアコ、西村に振られたせいで世を儚はかなんで……」

「いやいやそれはないだろ流石さすがに！　別に振ってねえし！」

「くっ、急いでアコの家に車を──」

「待って、自宅に電話をかけるから」

　テンパる俺達の前で、アコの次のチャットが表ひよう示じされた。




◆アコ：私はレベルをＭＡＸまで上げて転生して、来世にワンチャン賭けるんです！




　なんか訳わけわからんことを言い出したー！

　レベル？　レベルを上げんの？　つまり転生ってあれか、ゲームのシステムにある、レベルがカンストしたら能力上うわ乗のせで新キャラ作れるってヤツか！

「ほんの五秒ぐらいだけど、本気で青ざめたわよ私……」

「俺おれもだ……」

「……車はキャンセルでいい」

　マスターが携けい帯たいになにやら言っていた。本当に車を呼んでくれてたらしい。猫ねこ姫ひめさんにいたっては床にへたり込んでいる。もう、本当に勘かん弁べんしてくれ。

◆ルシアン：あー、えーと……何言ってんの、お前……

　がっくりと力の抜けた俺達に気付くはずもなく、アコは元気に言う。

◆アコ：何って、決まってるじゃないですか。レベルを上げて、新しいキャラクターカードを買って、可愛くて明るくて人気者の私をデザインしてそれに生まれ変わるんです。私は理想の来世を目指すんです。それまでの間、存分にＬＡを楽しみます！

　いやいやいや来世はねーだろ。ってかそれ来世目指してないだろ、人生捨てただけだろ。

　要するに人生オワッてんじゃないか。

◆アコ：ルシアンも是非一緒に逝きましょう！

「無む理り心しん中じゆうのお誘さそいが来たわよ」

「俺も死ぬのは嫌いやだよ。ってかアコの言う人生を捨てるって、本気でリアルを諦あきらめるって意味か……」

　それもそれで困る。アコが居なくなると俺の人生から華はならしい華が消える。

　それに友人が人生捨てるほど絶望するって、実際になってみると結けつ構こう無力感がある。辛つらい。

◆アコ：だって考えてもみてください。来世の自分を。格好良くて頭が良くて運動ができて音楽の才能があって美的センスもあって何事にも前向きで努力をいとわないそれでいてお金持ちな家に生まれた自分になれるとしたら、どうですか!?

「…………来世で理り想そうの人生か」

◆ルシアン：ちょっと夢があるな

◆アコ：でしょう!?

「なんで洗せん脳のうされてんのあんた！　無理心中が普通の心中になってるわよ！」

「のおおおおお、やめろやめろ！」

　俺の首をつかんで瀬せ川がわがぐるんぐるんと揺らす。目が、目が回るから！

「だってお前、なりたいだろ、そんな自分！」

　なれるもんならなりたいよ、理想の自分に！

「なれるわけないでしょそんな超ちよう人じん！　ってかなった時点であんたじゃないでしょ、何の意味もないわよ！」

　それはそうだけど、でもやっぱなりたいって！

　思うだろ、誰だれだって。自分の中に何か一つでいいから、誰にでも誇れる何かがあればなって。

　顔がいい、頭が良い、運動ができる、音楽ができる、美術が上う手まい、努力が苦にならない、家が超ちよう金持ち、そういうなんか生まれつきすごいことが俺おれにもあればなって考えるだろ！

◆アコ：というわけなのでルシアン、私はリアルの方では死んで、これから本気でこのゲームやっていこうと思うんです

◆ルシアン：あ、ああ

　納なつ得とくしちゃ駄だ目めなんだろうけど、アコの勢いに思わず同意してしまった。

　するとアコはさらに続ける。

◆アコ：というわけで──ルシアンは今も高校生ですよね？

◆ルシアン：そりゃそうだよ

◆アコ：来世に向けてキャラを強化するので

◆ルシアン：うん

◆アコ：学校やめてくれませんか？

◆アコ：あとルシアンにも交代でキャラ育てて欲しいので、ＩＤとパス教えます

　いや、ＩＤはもう知ってるけど…………えーと、え？

　え？　え、その、え？

「……え？」

「え、じゃないわよ、しっかりしなさい」

「お、おう」

　アコの廃はい人じんネットゲーマー並みの迫はく力りよくに飲み込まれていたが、頭を振って冷静さを取り戻す。

　ゲームの為ために学校やめろって？　どうしてそんな、どっかで聞いたような怖こわいことを言い出してるんだよ、アコは。

◆アコ：ちなみに私は学校やめます

　そこはもう決意してんのかよっ！

「退学はいかんでしょうよ！」

「やばいわね、この子相当キてるわ」

「これは止めないとまずいぞ。どうするルシアン？」

　どうするったって、なだめるしかないだろ！

◆ルシアン：落ち着けアコ、思いつめるな

◆アコ：私は落ち着いてます。落ち着いて考えた上でこうなりました

　なお悪いわ！

　確かに言葉に淀よどみがない分本気っぽくて怖い。

◆アコ：という訳ですので、今後私はＬＡに生きます。リアルなんて要りません。ＬＡさえあれば生きていけます。ＬＡの中ならルシアンは私の旦那様です

◆ルシアン：お前……

◆アコ：では、転生目指して頑張ってきます！

◆ルシアン：おい、待て、待てって！

　あ、あいつチャットオフにした！　ささやきも拒きよ否ひってる！　これ向こうに表ひよう示じされてないぞ！

「やばい、アコが壊こわれた」

「これは……困るわね」

「えっと、もしかして私のせい？」

　秋あき山やまさんが引きつった表情で言う。お前と──俺おれのせいだよ。言うまでもない。

「こういう場合に全員で家に押しかけたりするのって駄だ目めよね？」

「余よ計けい意い固こ地じになるんじゃないか？」

「そうよねえ……」

「とりあえず時間を置きましょう。玉置たまきさんも時間をおけば冷静になって、こっそり学校に来るかもしれないじゃない？」

　斉さい藤とう先生が先生らしく話をまとめた。

「だとしたら杞き憂ゆうで済みますけど……」

　不安げに目を見合わせ、溜ため息いきを吐つく。

　そういうことで、俺達はそれぞれ家に戻された。

　しかし正直な所、寝て起きたらアコが元に戻るなんて、誰だれも考えていなかったと思う。

　翌日、アコは学校に来なかった。

　その代わりとでもいうように、レベルが一つ上がっていた。




「異常事じ態たいよ。あの子が独力でレベルを上げるなんてありえないわ」

「そうだな。それだけで現状の危険性が透すけて見えるというものだ」

「……正直、俺も同意見」

　例を見ないぐらいに真剣にＬＡをやってるってことは、逆に言えば全力でＬＡに逃げてるってことだ。事態は深しん刻こくだと思う。ぶっちゃけやってることは馬ば鹿かそのものだけど。

「アコ君を説せつ得とくするしかないが、我々からのチャットは拒否しているようだ」

「んじゃ新キャラ作って話しかける？」

「直接現地まで行って声をかけるってのもありだな。でも……俺はアコがもうちょっと落ち着くまで待ってやりたいよ」

「あんた、今回は珍めずらしくアコ側に付くわね。普ふ段だんは逆なのに」

「ま、な」

　思い込みの激しいアコが相手だ。こういう危険があると考えてしかるべきだった。そう責任を感じていることもある。アコの受けた心しん労ろうに共感している部分もある。

　それに、正直俺はアコの────。

「悪いけど、それは困るわね」

「先生？」

　ぽんと俺おれの肩に手を置いて、斉さい藤とう先生が言った。

「この部の話なんだけどね。玉置たまきさんの状況が改かい善ぜん──というか、とりあえず登校するようになったっていうのがここの成果だったのよ。でもそれがやっぱり気のせいでしたってなると、むしろ悪影えい響きようだったんじゃないかとかそういう話になっちゃうの。最悪の場合、玉置さんの帰る場所自体がなくなっちゃうって可能性があるわ」

「問題ですね……」

　猶ゆう予よは少ない、か。しかし逆に言えば、アコが既すでに退学してるって心配はない訳わけか。

「退学……あー、先生、ちなみにアコが退学とかそういうのは？」

　斉藤先生はアコの担たん任にんでもないし、聞いてないかもな、と思いながら聞いたんだけど。

「んー、なんだかねえ。玉置さんを名乗る女性からそういう、退学をほのめかすみたいな電話があったみたいなんだけどね」

「はいいっ!?」

　ぎょっとした。

　本当に退学の連れん絡らくしたのか、アコ！

「でそれ受けたのが私なんだけど、うーん、ちょっとその時疲れてて、話した内容をよく覚えてないのよねえ。多分ラグってたんじゃない？」

「学校の電話はなかなかラグらないでしょうけど……」

　つまり先生の所で握りつぶしたのか、その連絡。

「それ大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

「大丈夫じゃないわよ大丈夫じゃ。バレたら大問題よ」

「ですよね」

　退学なんて本当に大おお事ごとだ。聞かなかったことにして済むような話じゃない。

　しかし斉藤先生は少し困ったように肩をすくめただけだった。

「でもねえ、放っておくのも何じゃない。私には偽にせカッターまで向けたのに、今回は引きこもっちゃっただけでしょ。あの子なりに改善はしてると思うのよ」

「そうですね、最近はあいつなりに頑がん張ばろうとしてました」

「でしょ。だからね、それがちゃんとわかってる男の子が、きっとなんとかしてくれるんじゃないかなあって、思ってるのよ」

　ねえ？　と微ほほ笑えむ。

「何かないのかにゃ、ルシアン？　伊だ達てや酔すい狂きようで結婚なんてしないって、言ってたよにゃ？」

「生徒相手に、そんな全ぜん幅ぷくの信頼を置かれても」

「生徒を信頼できない教きよう師しなんて何も意味がないのにゃ」

「ぐ……ちょっと格好かつこ良いこと言って」

　にゃ♪　とか言う歳としじゃないだろうが──なんてありきたりな反はん撃げきじゃ手も足も出ない。

　昔からこういう人だから、俺おれはトラウマを植え付けられる羽は目めになったんだよ、くそっ。

「そうでなくちゃ、惚ほれてくれたルシアンに申し訳わけないにゃ」

　斉さい藤とう先生はクスクスと笑った。

　なんだこのしてやられた感は。バレバレか。

「わかりましたよ。そこまで言うなら絶対に手伝ってもらいますからね──猫ねこ姫ひめさん」




　　　　†††　　　†††　　　†††




　諸もろ々もろの準備を終えて帰き宅たくの途とにつく。

　重いリュックを背に歩く俺の隣となりに、今日きようはアコじゃなく瀬せ川がわが居た。

「こうして一いつ緒しよに帰るのって初めてだよな」

「まーね」

　俺を見もせずに言う瀬川。夕日に照らされた彼女の横顔が酷ひどく大人おとなびていて、普ふ段だんとは違う雰ふん囲い気きがあった。

「ネトゲのこと奈な々な子こには完かん璧ぺきにバレたし、あの子はぺらぺら話すタイプじゃないけど……こうなったらもうあんまり意味ないかなーって」

「そっか」

「あと、普段はアコに気を使ってあげてた所もあるわね」

「さんきゅー……と言うべきなのか」

　余よ計けいな気き遣づかいと言うべきなのか。

　おかげでアコと帰るのが日常だったけどさ。

「そのアコのことだけどね」

　と、ようやく瀬川がこちらに顔を向けた。

「あたしね、あんまり真剣にならなくてもいいんじゃないかと思ってるのよね」

「……なんでだ？」

　んー、と一ひと呼吸置いて、瀬川は中ちゆう空くうを見つめる。

「多分だけど、アコは本気で奈々子があんたを取っちゃうと思ったわけじゃないって思うのよ」

「それで？」

「ただつい過か剰じよう反応しちゃって、それで拗すねて見せたら思ったより大おお事ごとな雰囲気になったから本人も踏ん切りがつかなくなって変な方向に暴ぼう走そうしてるんじゃないかって」

「正直俺もそう思うよ」

　その辺りの焦あせりが、ＬＡに本気だとか、来らい世せワンチャンだとか、そんな訳がわからないことを言い出す要因になってるんだろう。

「でしょ。だからあんたがちゃんと正面きって話せば帰ってくるわよ、きっと」

「……まあ何にせよアコとは話すよ」

「任まかせるわよ」

　うん、と頷うなずいて、瀬せ川がわは少し表情を緩ゆるめた。

　皆が居る教室では余り見せない、本当に気を抜いた表情。

　瀬川が本ほん気きで怒る所も、本気で焦あせる所も、本気で喜ぶ所も、部室ではよく見る。

　しかし普ふ段だんの教室ではほとんど見ないように思う。

　そんなことを思ったので何となく聞いてみる。

「なあ瀬川」

「んー？」

「お前さ、ネトゲやってるのがバレたら凄すごいことになるって言ってたじゃん」

「既すでになってんのよ思い出させないで」

「それはごめん」

　傷をえぐって本当に申し訳わけない。素直に謝ります。

「でもさ、そんだけの理由があって、それでもネトゲやろうって思ったのはなんでだ？」

「……え、それ聞く？」

　瀬川は眉まゆをひそめ、酷ひどく渋い顔をした。

　こりゃ悪いこと聞いたかな。そんなに嫌いやな話だと思わなかった。

「あれ、聞いちゃ駄だ目めな話だったか？」

「ううん、駄目って言うか……んー、あーっと……ねえあんた、絶対誰だれにも言わないわよね？奈な々な子こにも、マスターにも、アコにも」

「そんな事情があるのか？　言うなって言うならもちろん言わないけど」

　瀬川の様よう子すにちょっと話したがるような雰ふん囲い気きもあったように思う。

　約束ね、と前置き、瀬川はぽつぽつと話し始めた。

「んっとね……誤ご解かいしないで聞いてほしいんだけど」

「おう」

「あたしがおさがりのパソコンをもらってインターネットの世界をさまよい始めたばかりの頃ころ、あたしはまあ犬いぬ猫ねこ動画をひたすら漁あさる程度の浅い使い方をしているパンピー中学生だったわ」

　そりゃ本当にパンピーなんだろうか。

　動画を漁る女子中学生が一いつ般ぱん人かどうかは心しん底そこ微び妙みようだが、本人がそう言うなら置いておこう。

「そんな時ね、広告を見たのよ。このゲームの」

「動画の脇わきなんかに表ひよう示じされる広告か？」

「そうそう。で、それにね。……本当に勘かん違ちがいしないでよ？」

「しないって。なんだよ」

　ここまでは問題になりそうな発言が何もない。どういうことなんだろうか。

　瀬せ川がわは口を開いたり閉じたりを繰り返し、本当に言い難そうに口に出した。

「その……男二人がね、倒れたドラゴンを背景に、肩を組んで笑ってる画が像ぞうでね。それがこう、あたしの乙おと女め心にすっごいビビっと来たわけ」

「……は？」

　え、なに、それってつまり。そういう、あの、アレ？

「お前ってそういうのだったの!?　あの、腐ふ女じよ子し的な──」

「違うって！　だから勘違いすんなって言ったんじゃない！」

　いやいや勘違いじゃないだろ、明らかにお腐くされ様さまな発言だろ！

「俺おれもその画像覚えてるぞ。なんかシュヴァインっぽい大たい剣けん装そう備びと俺みたいな盾たて持もちのコンビだ！　公式にあったから知ってるぞ！」

「そうなのよ。だからああいうキャラで作ったんだけど」

「まさか、俺と一いつ緒しよに狩かってる時もそんな想そう像ぞうを」

「ちっがあああああう！」

　瀬川がばんばんと背を叩たたく。

　いってええ、わかった、わかったって！

「そういうバラっぽいのじゃなくて！　あの超ちよう俺様っぽい男と、しゃあねえなあって受け止める盾持ちの男の関係がね、凄すごく良い男の友情って感じで、それにびびっときたの！」

　瀬川の顔は真まっ赤かに染まっているが、少なくとも嘘うそを言っているようには見えない。

　というか瀬川がシュヴァインだとわかったその瞬しゆん間かんから、こいつが俺に嘘を吐つくのは朝の教室でだけだった。それは間違いなく信頼してる。

「……友情、ねえ」

　しかし友情と言われてもよくわからん。

　いぶかしげに言う俺に、瀬川は真剣な顔で言う。

「本当よ。その……さ。女同士に真の友情はない、みたいなこと言うじゃない？　一人が席を離れたら残りの皆でその子の悪口を言う、みたいなの」

　ああ、よく聞くよく聞く。女は怖こわいぜって話で。

　実際にそういう場面を見たことがある訳わけじゃあないけどさ。

「お前らそんなことしてんの？」

「してないわよ！　少なくとも私はしないし、周りでもそういうのは……たまにしか、ないし」

　あ、たまにはあるんだ──と思ったのは心の中にしまったまま、ふーん、と気のない返事をする。が、瀬川は察したように苦く笑しようした。

「たまにあるんだな、みたいな顔してるわね」

「わかんの？」

「そりゃあんたとの付き合いも長いんだから……ってかね、こういうのなのよ」

「こういう以い心しん伝でん心しんな会話か？」

　そう、と頷うなずく。

「女同士の友情ってあたしは凄すごく良いものだと思ってるわよ。馬ば鹿かにする男は張り倒してやろうってぐらい。でも、でもね。やっぱ私も親友だと思ってた奈な々な子こにネトゲやってるって言えなかったみたいに、全部信じ切れてるかって言うとそうでもなくて」

「……うん」

「こういうこと言ったら引かれるかなーとか、下に見られるのかなーとか、こんな趣しゆ味みがあるってわかったらキモイと思われるかなーみたいな。お互いのランクをあわせて並んで歩くような友達じゃなくて、思うこと全部相手に叩たたきつけて、相手も思うこと全部叩き返してくる、そういう男と男の友情ってのがちょっと良いなって思ったの」

「それでシュヴァインを作ってみたのか」

「そ。でもゲーム自体がやってみたら楽しかったし、これは最初の理由でしかないってのは確かなんだけどね」

　そりゃゲームがつまんなかったらこんなにハマりはしないよな。バレたらヤバイってわかっててもやめられないぐらいに好きになってるんだから。

「でも、だからこそ、あんたと言い合いするのは結けつ構こう楽しかったのよ。どんな無む茶ちや苦く茶ちや言ってもあんたは絶対に言い返してきて、あたしが偉そうなこと言ったら笑って馬鹿にして、あたしが嫌いや味みを言ったらあんたもあたしをけなして……言いたい放ほう題だい言って、それでも笑ってまた明日あしたって言える、そういうの。凄く良かった」

「俺おれもお前と馬鹿言ってんのは嫌きらいじゃなかったよ」

　口が悪い裏で気の利く良い奴やつだって、わかってたしさ。

「だと、嬉うれしい」

　ちょっと照れたように言って瀬川は隠かくすように自分の頬ほおを撫なでた。

　妙みような沈ちん黙もくが流れて、しばし。

　再び口を開いた俺の相あい棒ぼうは、再び俺の嫁よめの名を口にした。

「アコがさ、あんたのこと好きな理由を言ってたのよ」

「アコが？」

　いきなり何の話だよ。恥はずかし暴ばく露ろ大会か何かか。

　アコから言われた、俺のどこが好き、って──聞いたことあったっけ。色いろ々いろ言ってたとは思うんだけど多すぎて正直覚えてない。

「あの子ね、自分がどんくさいのをよくわかってるのよ。ぼーっとしてて、勘かん違ちがいも多くて、覚えるのも遅くて、覚えたこともすぐ忘れちゃって。最初は付き合ってくれてた人もだんだんいなくなっちゃうんだって」

「ありそーだなー」

　興きよう味みがあることならしっかり覚えてるっぽいんだけどな。ちょっと自分の領りよう域いきから外れるとぼーっとした奴やつになるんだよ。

「でもね、あんたは何だかんだ言いながらずっと捨てなかったんだってさ。迷めい惑わくしか掛けてない自分に、次はがんばれよ、次はちゃんとやれよって、必ず次をくれたんだって。それは画面の中の自分なのにまるで現実の駄だ目めな自分を受け入れてくれたみたいに嬉うれしかったーって、もう頭が溶けてるんじゃないかってぐらい幸せそうに言ってたわ」

「聞いてるだけで恥はずかしくなってくるんだけど」

「言ってるあたしも恥ずかしいから大だい丈じよう夫ぶよ」

　それ大丈夫って言わないから。お互い苦しんでるから。

　大体そんなのはただの結果なんだよ。情が移ったから、気になったから、それで話してみたら気が合ったから、だからまた遊ぼうと思ったんだ。

　その過程で腕の良し悪しなんてのは大した問題じゃない。ゲームなんだからさ。

　ゲームだからこそ腕を重視する人がいるってのも事実だけど。

「あたしもね、そうなんだ」

「え？」

　瀬せ川がわはふっと歩みを速め、俺の前に出た。

　どんな表情をしているのか、どんな風ふうに言葉を選んでいるのか、全てを隠かくして、揺れるツインテールと小さな背中が言う。

「最初のオフであんたに会った時、びっくりしたけど、超ちよう怖こわかった。皆の前で普ふ段だんあんたに何をしてるかバラされて、皆から白い目で見られて……ああ、これで終わりかなーって」

「んなことしねえよ」

「しなかったわね」

　当たり前だろ。そりゃちょっとは腹が立ったけど、長い間一いつ緒しよに遊んでたんだ。お前の外そと面づらと中なか身みの違いぐらいはわかってるって。

「その後も、外面の為ためにあんたに悪いこと言って、でもぜんぜん怒りもしなくて、シュヴァインになった時もいつも通りでしょ」

「お前だってバレるかもしれないってのにアコのことで俺おれをフォローしてくれただろ」

　あれこそ驚いたよ。助け船を出してくれなかったら絶対収まらなかった所だ。

　今なんとなく話がまとまってるのもあの時の瀬川のおかげだと言っていい。

「そんなの当然よ。あんたを見捨てるわけないじゃない。……そ。当然だったのよね。それが、ああ、この感じなんだなって」

「なんだよ、この感じって」

「あたしが欲しかったもの、あったんだなって。あんたとはずっと付き合っていける、ずっと付き合っていければいいなって、思った」

「なら……お前とは長い付き合いになりそうだ」

「腐くされ縁えんってやつね」

「腐ってんのはお前の頭だ」

「あんたの性しよう根ねよ」

　瀬せ川がわはくるりと振り返ると、真まっ直すぐに俺おれを見つめて微ほほ笑えんだ。
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　ゆっくりと吹いた風に少しだけ目を細めたその表情が吸い込まれるように目の奥に入り込む。不ふ思し議ぎな感覚だった。

「で、その腐れ縁にはあの引きこもり女も、課か金きんバカも入ってるんだから。アコ、ちゃんと呼び戻してきてよ」

「……ああ、まかせとけ」

「よし。んじゃ──俺様の代わりに頼んだぞ、馬ば鹿か」

「馬鹿はお前だ」

　反射的に言い返した俺に笑い、シュヴァインは──瀬川は軽く足を踏み出して離れていった。

　気付けばもう前まえヶ崎さきの駅はすぐそこだった。

　別れ際の多少は緊きん張ちようが抜けた表情を思うと、瀬せ川がわも幾いくらかは俺おれを信用してくれているのかもしれない。

　でもなあ。残念だけど俺、アコの気持ちもよくわかるんだよ。

　あいつの期待に沿えるかは自信がないんだけど──ま、頑がん張ばるか。

　さて、準備だ。

　朝より大だい分ぶ重くなった鞄かばんを背し負よい直した。




　　　　†††　　　†††　　　†††




「ここか……」

　目の前には『玉置たまき』と大書きされた表ひよう札さつ。

　俺は朝も早くからアコの家に直接攻こう撃げきに訪れていた。

　家に押しかけたら意い固こ地じになる？　いやいや俺は別だし。旦だん那なだから大だい丈じよう夫ぶだし。

　住所？　んなもん覚えてるに決まってるだろ。

　ここ数日別ゲーする時、毎回俺があいつの住所を入れて登とう録ろくしてたんだぞ。

　流石さすがに丸暗あん記きしたよ。悪いのはアコだ。俺は悪くない。

　玉置家はごくごく普通の二階建ての民みん家かだったが、外から見た限りでは庭も外観も綺き麗れいに手入れがされている。家か人じんの性格が伝わってくるようだった。

「さーてと。鬼おにが出るか蛇じやが出るか」

　出るのはアコであって欲しいなあと思いながら恐る恐るチャイムを鳴らす。

　ピンポーンとのんびりした音が鳴り、ドキドキしながら待つ──が、何の返事もない。

　どうしたんだろ、留る守すか？　それとも……居留守か？

「……ありそー」

「何が？」

「アコが居留守を──おおおっ!?」

　誰だれか居た！　いつの間にかすぐ近くまで来てた！

　慌あわてて声をかけてきた相手の顔を見て、俺は一いつ瞬しゆんアコが出てきたのかと思った。

　だが違った。一回りぐらい各部が大きくなっていて、髪かみがストレートになっていて、ちゃんと前を向いたアコ、みたいな人だった。

　つまりわかりやすく言うと、気がかりが消えて凄すごく美人になったアコだ。

「えーと、君、どちら様？」

　アコに似た、でも妙みように綺麗な人に言われてドギマギしながら答える。

「あの、西にし村むらといいます。今日きようは、その……」

「ああ、あなたがあの西村君？」

　俺おれの言葉を待つまでもなく、その人は納なつ得とく顔がおで言った。

　あのってなんですか、あのって。アコは家で俺のことをどんな風ふうに言ってるんですか。

「まあ立ち話も何だから、入って入って」

「良いんですか？」

「当たり前でしょう。娘むすめの友達が遊びに来たんだからお茶ぐらい出すわ」

　むすめ……むすめっ!?

　この人アコのお母かあさん!?　お姉ねえさんとかじゃなくて!?

　似てるけど、確かに似てるけど！

「お、お母さんですか？」

「あら、お姉さんに見えるー？」

「正直、はい」

　素直に言うと、アコのお母さんは嬉うれしそうに、でもちょっと裏のある笑えみを浮かべた。

「んふふふふ。本当にそう思ったなら亜あ子こはお買い得よ。あの子、私わたし似にだから」

「いやまあ……そうですね」

　色んな意味で、似てるかもしれない。




　家の中はどこかアコから感じたことがある匂においがした。普ふ段だんなら落ち着かない他人の家の空気がなんだか妙みように馴な染じむ。勧すすめられたソファーもなんだか座り心地ごこちが良い。

　だからリラックスできるってわけでもないけど。緊きん張ちようすることに変わりないって。

「どうぞ、お茶よ。確かく認にんもとらずに紅こう茶ちやにしたけど、良かった？」

「あ、どうも。何でも飲みます」

「そう、良かった」

　ニコニコと言うと、アコのお母さんは俺の正面に座った。

「ふーん、へー、ほー」

　そして何やら俺を観察しては楽しそうに声を漏もらしている。

　何、何なのこれ。俺は何をされてるの。

「あの、アコ……玉置たまきさんは……」

「おばさんも玉置さんよ？」

　くっ、手て強ごわい。諦あきらめて言い直す。

「あー、アコさんから俺のこと何か聞いてるんですか？」

「んーん、たいしたことは。ただあの子がやたらと気き合あい入れてお弁べん当とう作ってるときに、誰だれにあげるのーってきいたら、未来の旦だん那な様って言ってたのは良く覚えてるわ」

「ぶふっ」

　あ、あいつ、身み内うちが相手だからってそんなこっぱずかしいことを……。

　赤くなった顔を隠かくすように紅こう茶ちやを口にする。味なんてさっぱりわからん。

「さて……と」

　と、空気が変わった。

　ずっと笑っていたアコのお母かあさんだが、その目がふっと細まる。

　怒った時のアコに近い嫌いやな圧力を感じる。

「その未来の旦だん那な君くんは、うちの厄やつ介かい娘むすめにどんな用事？　部屋から引きずり出して学校に連れて行ってくれるのかな？」

　言葉だけは朗ほがらかに、目め線せんは真剣に、じっとみつめられる。

　や、やっぱり親の立場としてはそういうのを期待してるのか。だとしたら猛もう烈れつに申もうし訳わけない。

　俺おれは持ち込んだバッグから、マスターに借りたノートＰＣを引っ張り出した。

「すいません、俺、単にアコと遊びに来ました。学校も休んでます」

「……遊びに来たの？」

「は、はい」

「あの子、学校行かないって言ってるのに？」

「すいません……やっぱまずいですか？」

　普通の親なら怒るよなあ。それが当たり前だよ。

　でも俺なりに考えたんだから、ちょっとでいいから理解してくれたら良いんだけど。

「んー……んーふふふふ！」

　んふ？　なんだ、んふって？

「んふふふふふふふふ！」

「え、なに？　なんですか？」

　アコのお母さんは妙みような笑えみを浮かべて立ち上がったと思うと、ぐるりと机をまわって俺の隣となりに座った。そのままぐいぐい俺の脇わき腹ばらをひじでつついてくる。あの、痛い、痛いっす。

「あ、あの？　えーと、アコのお母さん？」

「面倒めんどくさいでしょ、おかあさん、でいいわよ。ねえ、君の下の名前は何ていうの？」

「西にし村むら英ひで騎き、ですが」

「なるほど、おっけーおっけー。んじゃ英騎」

　まるで息子むすこでも呼ぶように言うと、ぽんと簡かん素そな作りの鍵かぎを俺の手のひらに置いた。

「これ、あげる」

「はあ」

　なんだこれ。家の鍵、ってことはありえない。あまりにも作りが単純だ。

「これ、亜あ子この部屋の鍵よ」

「はあっ!?」

「あの子ねえ、鍵を持ってるのは自分だけだと思って閉じこもってるのよ。お母さんが持ってないわけないのにねえ？」

「いやいやいや、だからその鍵かぎをなんで他人に預けるんですか!?」

「私はもう仕事にいかないといけないから、あの子のことお願いね」

「ええええええっ!?」

　任せちゃっていいの？　俺おれ遊びに来たんだよ？　娘むすめさんにとって良い影えい響きようがあると自信を持っては言えないんだけど？

「い、いいんですか？」

「もち」

　アコのお母かあさんは何な故ぜか自信満々に言った。

「たぶんね、あの子が私の手を離れた後、面めん倒どうを見てくれるのは君だろうから」

「それは……まだ責せき任にん持てませんけど」

「素直な所もよろしい。それじゃ英ひで騎き、亜あ子こをお願いね。玄げん関かんの鍵はそこのキーケースだから出かける時は使って。何なら一個持って帰っていいわよ」

「遠えん慮りよします！」

「あら残念」

　軽く言うと、アコのお母さんはバッグを手にとり、本当に俺から背を向けた。

　仕事、仕事か。そういやアコが言ってたな。帰っても家には誰だれも居ないし──みたいなこと。

　リビングから出て行く背中を見送ると、玄関から「仕事行ってくるわねー」と上階に声をかけるのが、そして「はーい」と返ってくる返事が聞こえた。親子の会話だ。つまりアコはやっぱりこの家に居るんだよな。

　俺も紅こう茶ちやを飲み干すと玉置たまき家のリビングを出た。

　アコの声がしたのは二階だ。しかしどこの部屋かはわからないな──と思ったが、しっかり『亜子の部屋』と札ふだがかかっていた。

　ゆっくりと深しん呼吸。

　手を持ち上げ、コンコンとノックする。

「ひっ!?」

　部屋の中からは息を呑のんだような声がした。

　ああ、そっか。誰もいないはずの家でノックされたらそりゃビックリするか。

「アコ、俺だ」

「え……ル、ルシアン!?」

　聞こえてきたアコの声に、驚きと共に安あん堵どがあったことに少しほっとした。少なくとも招かれない客って訳わけではなさそうだ。

「おう、おはよう。突とつ然ぜんだけど遊びに来た。入れてくれ」

「はいっ!?　って、ていうか何で居るんですか？　お母さんは!?」

「ちゃんと許きよ可かはもらったぞ」

「お母かあさんの馬ば鹿かあああああ」

　アコの心からの嘆なげきが響ひびいた。

「ちなみにアコのことを頼むとも言われた」

「それはぐっじょぶですううううう」

　あ、そっちはアリなんだ。

　まあいいよ、扉とびら越ごしに話をしに来たわけじゃないんだ。

「つうわけで、保ほ護ご者しやの許可があるので問もん答どう無む用ようで入らせてもらうぞ」

「え、ま、待ってください、今はちょっと──」

「問答無用と言った！」

　ノブを回すがやはり鍵かぎがかかっている。しかし問題ない、必要な鍵は入にゆう手しゆ済ずみだ。

「嘘うそ、鍵の音が、お母さんが鍵渡した？　あ、もうだめぽ」

　鍵はしっかりと開いた。何か言っているアコを無視して扉を開く。

　割と片付いた、しかしカーテンを閉め切った部屋だった。目立つのは大きなパソコンと、個人の部屋に置くには随ずい分ぶんと大きな冷れい蔵ぞう庫こ。部屋の一いつ角かくを占めるベッドにはＬＡのモンスターをデフォルメしたぬいぐるみが幾いくつか置かれていて、部屋の主ぬしが相当ＬＡに傾けい倒とうしているのがよくわかる。

　そして部屋の中央には白い人ひと影かげが一つ。アコだ。

　ようやく会えた、アコの白い姿すがたが──白い？　なんで白いんだ？

「あ……あ……」

　半はん身しんになってこちらに顔だけ向けたアコ。

　その身を隠かくしているのは、余よ程ほど慌あわてていたのか、半分ずり落ちた下した着ぎだけだった。
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　両手で上じよう半身の危ない部位だけを隠した彼女の姿はなるほど白い。インドア派のアコらしくその肌はだは病的なまでに真まっ白しろだ。

　しかしじっと見つめる間にもその肌が朱しゆ色いろに染まっていく。

　そしてその口が『あ』から『き』に変わっていく──のを、見てる場合じゃ、ないだろ！

「ご、ごめん！」

　同級生の半はん裸ら──ほぼ全ぜん裸らを舐なめるように見ていた俺おれの目が、そこでようやく離れてくれた。

　すぐさま部屋を飛び出し、バンと扉を閉める。こう言うとすぐに出たみたいだけど、頭の中に焼き付くぐらいはじっくり見た。凄すごい見た。滅め茶ちや苦く茶ちや見た。

　今も心しん臓ぞうバクバク言ってる。やばい、アコ、凄い。具体的には言わないけど、思ってた倍ぐらいは凄かった。本当に。

「あ、あのルシアン、とりあえず確かく認にんなんですけど、どうして鍵が開いたんでせう？」

　明らかに上ずったアコの声。俺も引きつっているだろう声で返す。

「お前のお母かあさんが、くれた」

「うわああああああ」

　部屋の中でがっしゃーんと何かが倒れる音が聞こえた。

「どうして、どうしてなんですかお母さんー！」

「どうしてって言ったらお前もなんで下した着ぎしか着てなかったんだよ」

「むしろ下着も着てませんでしたよ！　なんかその、自分の部屋だと気が大きくなるタイプなんですっ！　当分は外に出る気もなかったですし！」

　だからって全ぜん裸らはどうなんだ!?　年とし頃ごろの女の子として許されないだろ！

　しかし今は混乱してるからまだ怒ってない感じだけど、この後まずいよなあ。土ど下げ座ざぐらいで許してくれたら良いけど、話も聞いてくれなかったら台だい無なしだよ。

「とりあえずちょっと待ってください。準備するんで」

「あ、ああ。ほんとごめんな」

「いえこちらこそ……すー、はー」

　落ち着くためか、深しん呼吸をするのが聞こえてくる。

　呼吸をすること数回、少し平静を取り戻したアコの声が。

「では、どうぞ」

　はやいな、もう服着たのか。

　正直入った瞬しゆん間かんに土ど下げ座ざをする覚かく悟ごで扉とびらを開く。

　部屋の中には今度こそ身を隠かくすものなく、全てを露あらわにしたアコが正せい座ざで俺おれを待っていた。

　紅こう潮ちようした頬ほおもそのままに上うわ目め遣づかいでこちらを見つめバンッ！

「なんで出ていくんですかっ!?」

「おまえがなんでだよ！　なんでむしろ脱いでんだよ！　準備するっつったろ！」

「心の準備をしたんじゃないですかー！」

「その準備求めてねえ！　着ろ！　服を着ろ！」

　てんやわんやの末、ようやく俺はアコと小さなテーブルをはさんで向かい合った。

「ルシアンに初めて合った時にこれ以上の恥はずかしさはないと思ったんですが、今日きようはそれを超えました……」

「本当に謝るけど、後半はアコのせいだって」

「ルシアンが覚かく悟ごを決めてこっちに来てくれれば恥はじの上うわ塗ぬりはなかったんです」

　不満そうに言うアコ。

　今は部屋着らしいワンピースを着てるけど、その下に隠かくれた素す肌はだは今も頭に焼き付いて離れない。

「ごめんそれ以上言わないでくれ。こっちも結けつ構こういっぱいいっぱいだから、精神的に」

「目の前に押し倒しても大だい丈じよう夫ぶな女の子がいるのに冷静になられたら立つ瀬がないです」

「恥ずいから言げん語ご化すんな！」

　俺は今も本能と戦ってるんだから！

「夫ふう婦ふですし、ルシアンがそのつもりなら覚悟はしていたんですけど……」

「リアルとゲームは別だから。もう冗じよう談だん抜ぬきで本当にマジで、そこだけはちゃんとしてくれ」

「はあい」

　何で残念そうなんだよお前。俺だって理性の限界ってあるんだからな。

「ちなみに手を出さなかった理由は、やっぱり魅み力りよくのステータスが足りないからでしょうか」

「いや手を出した瞬間に直ちよつ結けつの称しよう号ごうから逃げられなくなる気がして」

「……しゅーちゃんとか凄すごく言いそうですね」

「だろ」

　引きこもり状態になったネトゲの嫁よめの家に押しかけて襲おそうだなんて鬼き畜ちく外げ道どうの所しよ業ぎようだ。

　昨日きのうのシューからもらった信頼を裏うら切ぎったってレベルじゃない。

　ちなみに魅力の方は充分に足りてた。本当にヤバかった。

「あともう一つ、俺の将来がその場で確定しそうだったから」

　転てん職しよくクエストの最終質問、転職しますか　はい／いいえ　ぐらいの重大な選択肢だった気がした。

「責任を取れないから襲わないというのは男らしいんでしょうか男らしくないんでしょうか」

　知らねえよ聞くな。

「ってか照れ隠かくしに俺おれをからかっても駄だ目めだからな、わかるぞ」

「はう、わかりますか」

　そりゃわかる。だって俺も滅め茶ちや苦く茶ちや照れてるもん。

「ごほん」

　アコはちょっとわざとらしく咳せき払ばらいをすると、改めて俺と視線を合わせた。

「それで話を戻しますけど、ルシアンは何の御ご用ようですか？」

　そうそう、問題はここからだ。

　ここまでに事件がありすぎて忘れそうになってたけど大事な用事で来たんだよ。

「第一に秋あき山やまさんとは何もないってことを言いに来た。お前に会う為ためだけにここまで来たんだ。まさか嘘うそだなんて言うまいな」

「そうですねここまでされたらルシアンを信じます」

　よしよし。そういう所で素直なのはアコの良い所だよ。

　そうじゃないと話が進まないからな、助かる。

「ってか基本的に安心してて良いよ。俺にフラグ立てるような変な女はアコぐらいだから」

「急にルシアンが信じられなくなりました」

　なんでそうなる。今の言葉のどこに嘘があったと言うか。

「マジで誰だれも居ないぞ。他に誰が居るんだ」

「なんだかちょっと私の乙おと女めなセンサーが反応を。まだ許せる範囲ですけど」

　よくわからんことを。大体乙女って性格でもないだろうに。

「さて、納なつ得とくしてもらった所で次だ」

「うう、まさか学校に行くとかそういう……」

　アコが怯おびえたように身を引いて言った。

「聖せい人じん君くん子しじゃあるまいし、俺はそんなこと言わないぞ」

「言わないんですか？」

　他人に「真ま面じ目めに生きろ」って言えるほど真面目に生きてないからな。

「言いません。なのでここに来た用事は」

　あらためて鞄かばんからノートＰＣを取り出す。

　きょとんと目を丸くして俺を見つめるアコに、軽く笑いかけた。

「今日きようは一日遊ぼうぜ」




「本当に遊ぶんですか？　学校は？」

「連れん絡らくは入れてあるから大だい丈じよう夫ぶ」

「連絡してるからサボっていいというわけではないと思うんです」

「その台詞せりふそっくりそのままお前に返すぞ」

「ですよねー」

　ですよねーじゃないっつの。普ふ段だんなら怒ってるところだぞ、全く。

　しかし今日きようは許そう、広い心で。

「俺おれさ、実は結けつ構こう嬉うれしかったんだよ。アコが本気でＬＡやるって言ってくれて」

「え？」

「今までは楽しく遊べればそれでいいエンジョイ勢だったけど、今のアコはガチ勢なんだよな。それなら俺も遠えん慮りよすることはない、スパルタでいける！」

「え、ええ？　あの、ルシアン？　ちょっと目つきが本ほん気きで怖こわいんですけど……」

「良いから良いから」

　アコをパソコンデスクに座らせてモニターに向かわせる。

　ＬＡを起き動どうしたら熱ねつ血けつヒーラー指導のスタートだ。

「今まで適当にやらせてきたけど、ヒーラーもまたスキルのタイミングとコンボ、敵の動きの制せい御ぎよが重要なんだ。今日はそこを徹てつ底てい的に仕込むから期待してくれ」

「ちょっと待って下さい！　女の子の家に遊びに来てやるのがネットゲームの教きよう導どうですかっ!?」

「だってネトゲ以外何するんだよ」

「そ、それはその……うう……」

　アコは、もごもごと言葉を探した後、がっくりとうなだれた。

「引きこもりが終わったらどっか出かけたりもできるけどな」

「っ！」

　ぴくりとアコが反応したが、それは気付かなかった振りをして話を続ける。

「ってわけでやるぞ。まずは基本の操そう作さな。相手は……その辺のウェアウルフでいいだろ」

　よっ、と腕を伸ばして、椅い子すに座ったアコの後ろからマウスに手を重ねる。

　アコの小さな体は少し身を乗り出すだけで簡単に包み込めた。

「いいか、ここでこうして」

「こうして」

「こうしてこう」

　とんとんとん、とテンポ良くキーボードとマウスを動かす。

「こうして、こう……」

「んでこうしてこうしてこうして、こう」

「こうしてこうしてこうして……」

「できてないできてない」

　口だけ動いてるけど全然手が動いてないだろ。

　それじゃヒーラーのヒの字もマスターしてないぞ。

「いいか、ヒーラーってのは各かく種しゆ回復スキルのクールタイムを管理しながら適切なスキルを適切なタイミングでコンボを繋つなげて使い、かつバフスキルの維い持じと敵の大おお技わざのキャンセル、それに失敗した時の大回復のコンボを常に準備しておくってのが基本で、それが基本にして極きよく致ちなんだ。レベルカンストから転てん生せいを目め指ざそうっていうならそれはできないと」

「うう、ルシアンが本当にスパルタです」

「まかせろ、今日きようはできるまで付き合うぞ」

「それ知ってますー！　いつまでもできなくて終わらないやつです！　五時間目が始まってもまだ給きゆう食しよくが食べ終わらないみたいなの！」

「大だい丈じよう夫ぶ、俺おれはアコが全部食べ終わるまで待ってやるから。ほーらもう一回。ウェアウルフが構えたぞー、スキルが飛んでくるぞー」

「あああっ、こうしてこう、こうしてこうしてこうして……」

「テンポが速いからスキルのクールタイムでコンボが途と切ぎれてるぞ。コンボが切れないギリギリのタイミングで繋げればクールタイムが受付時間に間に合うから」

「こ、こうしてこうしてこうして……」

「スキル間違えてんぞー」

「無む理りでずぅー！」




「もうだめです。燃え尽きました」

「ま、一回は成功したな」

「一回……だけ……」

　ぐったりとベッドに倒れ込むアコ。

　仰あお向むけに転がると顔を隠かくしていた髪かみが左右に広がって、普ふ段だんより表情がわかりやすい。少し頬ほおの緩ゆるんだアコは意い外がいと機き嫌げんが良さそうだった。

「ね、ルシアン、ちょっと休きゆう憩けいしましょう。お茶を出しますから」

「おお、悪いな」

　わざわざ淹いれてきてくれるのかと思ったのだが、アコは部屋に据すえられた冷れい蔵ぞう庫こを開けると、

「どうぞ」

　どん、とペットボトルのお茶を俺の前に置いた。

　ふ、風ふ情ぜいがねえ。

「キッチンで淹れるんじゃないのかよ……」

「スキルとしてはできますけど、今の私は引きこもりモードですので」

　良ければどうぞ、と冷蔵庫からお菓か子しがわさわさ出てくる。このカロリーだけで何日生きていけるんだか。

「部屋から出ずに一週間はこもれるように常に備えてます。引きこもりの鑑かがみですね」

「むしろ鏡かがみを見て反省するところから始めなさい。大だい体たい一週間も部屋に閉じこもったらトイレとかどうすんだよ」

　お茶を口に含みながら言うと、アコは平然と答えた。

「それはもちろんペットボトルで処理を」

「んがっごふっ!?」

　思いっきりむせた。気き管かんにまで液体が浸しん入にゆうしてくるが、そんなことよりアコの発言の方がずっと重要だ。ペットボトルに処理するということは、まさかアコは伝でん説せつのゲーム戦せん士し、ボトラーの一人だというのか!?

「お、おま、お前、このペットボトルの中なか身み、まさかっ！」

「いえいえいえ、ルシアンに出したのはただのお茶ですよ!?　味でわかりますよね!?」

　飲んだことないからわっかんねーよ！

　少なくとも変な臭においはしなかったし大だい丈じよう夫ぶだとは思うけど、怖こわいこと言うなよ！

「ってか俺おれ、流石さすがにアコがボトラーだと愛せる自信がない」

「そ、そんな！　私がボトラーでもオムツァーでも愛して下さい」

「無む理り無理無理」

　オムツァーもボトラーも等しく無理だ。勘かん弁べんしてくれ。

「もちろん冗じよう談だんで、ちゃんとお手洗いには行きますけど」

「心しん臓ぞうに悪い冗談はやめてくれ……」

　心しん底そこほっとした。まさか冗談だろうとは思ったけど、アコが言うともしかしたらって思っちゃうんだよ。

「そういや昼ひる飯めしはどうするんだ？　適当にお菓か子しで済ませるのか？」

「あ、はい。適当に食べて適当に終わります。もし引きこもりモードじゃなければお昼ご飯はんをごちそうするんですが……」

「出来たての料理は食ってみたいけど、別に急がなくていいよ」

「そう、ですか？」

　アコは意い外がいそうに言ったが、俺は笑って返した。

「機き会かいはいつでもあるだろ。わざわざ今やらなくて良いんだよ、今日きようは遊ぼうぜ」

「ルシアン……」

　瞳ひとみを潤うるませて俺を見つめるアコ。

「んで感動してるところ悪いけど、続きいくぞ」

「いーやーあー」

　その瞳からぽろりと涙がこぼれ落ちたのだった。




　画面の隅すみに、ぴこん♪　とギルドメンバーのログイン表ひよう示じが出た。

「お、シューとマスターがログインしたぞ」

「こうして……こうして……こうして……」

「しっかりしろー」

　ゆらゆらと揺すると、機き械かい的に手を動かしていたアコがはっと身を震わせた。

「あ……もう部ぶ活かつの時間ですか。途と中ちゆう部分的に記き憶おくがないんですが……」

「なんで頑がん張ばって教えてるのに記憶なくすんだお前」

　一日の努ど力りよくが無む駄だになるじゃないか、全く。

　まあそれはサブの目的だから別に良い。今日きようのメインはこれからだ。

「アコ、ケーブル一本借りて良いか？」

「はい、大だい丈じよう夫ぶです」

「さんきゅ。んじゃこれを繋つないで……」

　マスターから借りたノートＰＣにケーブルを繋げる。あのマスターが使うだけあって、十分なスペックがあるゲーミングノートだ。ＬＡもきっちり動いてくれる。俺おれのＩＤとＰＡＳＳを打ち込むとすぐに見慣れた『ルシアン』が表示された。

「そうだアコ、チャットのＮＧは戻しとけよー」

「あ、はいはい」

　アコを連れていつもの喫きつ茶さ店てんに行くと、そこにはすでに皆の姿すがたがあった。

◆シュヴァイン：おい！　お前達、学校休んで何やってたんだ！

◆ルシアン：二人で遊んでた

◆アコ：ルシアンといちゃいちゃしてました

◆シュヴァイン：マジでぶっ殺すぞ

　シュヴァインがとんでもなく良い笑顔で言った。その笑い顔がなぜか瀬せ川がわと重なって思わず身震いする。

◆ルシアン：正直すまんかった

◆アプリコット：何をやっているんだお前たちは

　マスターは苦にが笑わらいしているだけだ。

　そして最後の一人も、やれやれと肩をすくめて言う。

◆猫姫：そうにゃ。学校を休んで遊んでるなんて、バレたら怒られるのにゃ

◆アコ：……先生

◆猫姫：先生じゃないにゃ、猫姫さんにゃ。アコちゃんのパソコンを借りてるのにゃ

「要するに先生ですよね」

「多分プライド的なものがあるんだろ、あえて突っ込まないでやれ」

　先生の立場で猫姫さんをやるのは辛つらいのかもしれない。ここは目をそらすのが思いやりというやつだ。

◆猫姫：それにしてもパソコンのパスワード、これはいかがなものかと思うのにゃ

「ええ、どこが悪いんでしょう？」

「良い所がねーよ」

　パスワードは『ルシアン、アコ、ラブ、エタニティ』だからな！　先生に教えたのは俺おれだけど血を吐くかと思ったよ！

◆ルシアン：それで、丁度良いです。話があるんですけど、良いですか？

◆猫姫：どうしたのにゃ、ルシアン？

◆ルシアン：学校やめます

　極ごく々ごくあっさりと打ち込んだその言葉に皆の動きがしばらく止まる。

◆シュヴァイン：は？

◆アプリコット：ル、ルシアン？

「はい!?　え、ルシアン、気でも狂ったんですか!?」

　アコが言うのを無視してチャットを打ち込む。

◆ルシアン：アコが学校はやめてほしいって言うし、俺もオタクオタクと言われながら学校に行くのは結構辛かったし、できることならゲームだけしてだらだら生きたいんです

　口にすると酷ひどい台詞せりふだけど、あながち嘘うそじゃない。これはこれで俺の本ほん音ねだ。

　そして俺のチャットを見た猫ねこ姫ひめさんは、ぴくぴくと耳を動かした。

◆猫姫：あー、そういうことにゃ？

　うんうんと納なつ得とくしたように頷うなずいて続ける。

◆猫姫：つまり、ストレスが──

　何な故ぜかそこで言葉を止める。

　そして改めて言った。

◆猫姫：たまってる……って、やつなのかにゃ？

「あの、ルシアン…………」

　何だか微び妙みような空気が俺とアコ、そしておそらくは部室に居るのだろうシュー達を包み込むのがわかる。だが俺はそれを鉄の意い志しで無視し、彼女の言葉を待つ。

　そしてじっくりと溜ためた後、猫姫さんは言った。




◆猫姫：しょうがないにゃあ──いいよ




◆アコ：駄目ですううううっ！

「なんだよ、アコが学校やめろって言ったんだろ」

「そうですけどそうじゃなくて！　今言いたいのはそういうことではなくて！　猫姫さんそれは駄だ目めなんです！　そうして軽い気持ちで『しょうがないにゃあ、いいよ』したのが原因であなたはきっと長きにわたって後こう悔かいすることになるんですよ！」

　何を言っているのかこいつは、さっぱりわからん。

「というわけで無ぶ事じ許可ももらったし、夫ふう婦ふそろってニートだな」

「駄目ですよどうするんですかご両親とか」

「本人と担たん任にんの同意があるんだから大だい丈じよう夫ぶだ。最悪お前の部屋にこもる」

「そ、それはいいですけど、よくないです！」

「お母かあさんからも頼まれたし平気だって」

「駄目です駄目です、とにかく駄目です！」

　俺おれがいくら言ってもアコは断だん固ことして拒きよ絶ぜつした。何だかんだ押しに弱いアコには本当に珍めずらしい、絶対の拒きよ否ひだった。

「私にまきこまれてルシアンまで……そんなの駄目です」

「……そっか」

　自分一人で落ちていく度ど胸きよう──いや、妥だ協きようはあっても、他人を巻き込むような覚かく悟ごはない。そんなもんだよな、人間って。

「なあ、アコ。瀬せ川がわ……シューが言ってたんだよ」

「……何をですか？」

「アコは秋あき山やまさんとのことが嘘うそなのはわかってて、でも思わず過か剰じよう反応しちゃって、つい意い地じ張って拗すねちゃって、そうなるとなんか後に引けないから落とし所が見つからなくて、どうしようもないままここまで来て焦あせってるだろう、と」

「はううっ」

　アコが胸を押さえてのけぞった。

　おお、見事なクリティカルヒットだ。やるなシュー、流石さすがは大たい剣けん装そう備び。

「な、なんでわかってしまうんですか」

「付き合いが長いからって、あいつは言ってたかな」

　でもさ、と前おいて、俺も言う。

「俺もそれは間違ってないと思うんだけど、それだけじゃなくて」

　なあ、アコ。お前さ。

「マジで学校行きたくないんだろ？」

「…………」

「友達は上う手まく作れないし、クラスに居たら気まずいし、授じゆ業ぎようはよくわからないし、自分の状況がいろいろとマズイのはわかってるけどどうしたら良いかわからないし、部ぶ活かつ以外に楽しいことがないから行きたくないって本ほん気きで思ってるんだろ」

「う、うう」

「んでそんな時に秋あき山やまさんにわーってやられていろいろ爆ばく発はつした。俺おれはそんな気がしてた」

「…………あの」

　アコは俯うつむいたまま上うわ目め遣づかいで俺を見つめた。

「どうしてルシアンはしゅーちゃん以上にわかってしまうんでしょうか」

「これでも旦だん那なだからじゃないかね」

「……えへへへへ」

「はっはっはっはっは」

　二人で馬ば鹿かになったように笑いあった。

「今日きようは楽しかったか、アコ」

「はい、それはもう！」

「そりゃ良かった、俺もだ」

　学校を休んでまで、二人で全く生産性のないことをする背はい徳とく感かん。これがたまらなかったよ。

　サボリの快感ってやつなのかな。

「じゃあ人生を諦あきらめて来らい世せに行く気はなくなったか」

「そ、それはさすがに冗じよう談だんでしたけど」

　そりゃよかった。アコが居なくなると俺のリアルが残念になる。

「じゃあ学校をやめて毎日こうしてすごしたいか？」

「……はい」

　アコは否定せず、素直に肯こう定ていした。

「なら、二人でそうするか」

「そ、それは駄だ目めです」

「駄目か」

「……うう、私は何を言ってるんでしょう」

　アコは矛む盾じゆんした自分に頭を抱えた。わかるわかる。自分が何を考えてるのかさっぱりわからない、そんなの誰だれにでもよくあることだって。

「シューが言ってたぞ、腐くされ縁えんでずっと居たいって。お前も、マスターも、ついでに俺も、そうなるといいなって。らしくないことを、それはもう恥はずかしそうにさ」

「……私も、できることならそうしたいです」

　その気持ちだけで十分だ。他に何も要いらないよ。

「俺もさ、ゲームさえあればいいやって思ってた。俺の本体はこの中にある、ってさ。でも皆の──お前のおかげで、リアルの人生も案あん外がい面白いもんだなって、やっと思えたんだよ」

　リアルは適当にやりすごして、本番はゲームの中。俺の人生はずっとこんな感じで進むんだと思ってた。

　そんな俺が初めてリアルの為ために必死になったのがアコだよ。

「また学校で部ぶ活かつやって、休みの日に第二回オフやったり、文化祭でネトゲ体験コーナー設置したり、一いつ緒しよに修しゆう学がく旅行行って部屋にパソコン持ち込んだり……この先も楽しいことがあるんじゃないかってようやく思えたんだ」

「……でも、文化祭も修学旅行も、途と中ちゆうで疲れてネトゲしてそうですね」

　あー、ありそうありそう。最初の数時間で燃え尽きて、さっさと帰ってネトゲしたい、って皆で言ってるのが想そう像ぞうできるよ。

　でもそれの何が悪いっていうんだ。良いだろ別に、疲れたんだからさ。

「それでいいじゃん。今のお前と一緒だよ。リアルで疲れたらゲームしようぜ。好きなだけやって、やりたいだけ遊んで、そんでちょっと頑がん張ばる気になったら──その時はまた学校に来い。一緒にサボるのは駄だ目めだって言うなら、俺おれは学校でアコを待ってるからさ」

「……ルシアン」

　アコが潤うるんだ瞳ひとみで俺を見つめた。

　な、なんだよ、そんな顔して。迷子まいごの子供がやっと親を見つけたような、今にもすがりついて来そうな顔。

　俺は遠まわしに学校に行けって言ってるみたいでちょっと罪ざい悪あく感かんあるのにさ。

　なんだか照れくさくなって、俺はアコから視線を外した。

　誤ご魔ま化かしついでに適当に口を動かす。

「それにさ、お前は専せん業ぎよう主しゆ婦ふが夢だって言ってたけど、ほら。お互いに学校を出てちゃんと自立しないとそうもいかないだろ。人生大変なんだから」

「えっ」

「……えってなんだよ、えって」

　アコのリアクションが、予想とちょっと違った。

　ううう、と唸うなるみたいなダメージを受ける反応を予想してたんだけど、実際には何な故ぜか驚きと期待がメインだった。

　俺なんか変なこと言った？　幸せな結婚をして温あたたかい家庭を──みたいなリア充じゆうの極きよく致ちってのは、やっぱり人生ちゃんと歩んでこそだよな？　だからこそ難しいんだよな？

　疑問符を浮かべる俺の前でアコはぐっと両手を握ると、

「取った……取りました、ついに言質げんちを取りました。私の人生、ルシアンに責任とってもらいます！」

「いつそんなことを言ったー!?」

　どういう話でその結論に至ったお前!?　悪いけど俺には他人を背負って生きるような甲か斐い性しようはないぞ!?

「だってちゃんと高校を卒業できたら結婚してくれるって！」

「めちゃくちゃ飛ひ躍やくしたぞ!?　俺は誰だれかと結婚がしたいなら高校ぐらいはちゃんと行けよって」

「それは逆に言えば！」

「逆に言うな！」

　逆に言えば大体のことが都つ合ごうの良い話になっちゃうだろ！

「ルシアン、結婚式と披ひ露ろう宴えんはゲーム内でやりましょうねっ」

「凄すごく安上がりな嫁よめだなお前！」

　リアルマネーかかんねえ。経済的なのは間違いないけどさ。

　どうしたもんか、と身を動かすと、手の中でアコの部屋の鍵かぎがチャリチャリと音を立てた。

　アコのお母かあさんにもらった鍵。

　やっぱアコもあんな感じになるのかな。そう考えるなら本当にお買い得か。いや、別に今のアコに不満はないけど──そう考えて、ほんの数時間前に見たアコの裸ら身しんが脳のう裏りをよぎった。

　ああ、えっと、うう、俺おれの頭の中にすら逃げ場がなくなっていく。

　ネトゲで出会ってリアルでも結婚しました、とか、直ちよつ結けつの行きついた所だよな。

　でも──あながち悪くない気がしてならない。

「さすがにそれは、これからゆっくり考えよう。な」

　逃げるように言うと、アコは嬉うれしそうに頷うなずいた。

「保ほ留りゆうになりましたよ！　これは大きな進歩ですねっ」

「そう言うなら、お前もちょっと進歩してくれ」

「そですね」

　くすくすと笑い、アコはぽちっとキーボードを叩たたいた。

　パソコンのファンが少しだけ回転数を上げる。ハードディスクがカリカリと鳴る。

　モニターに表ひよう示じされていたいくつものウインドウが一つずつ消えていく。

「さて。じゃあ今から学校に行きますか？」

「今から言っても部ぶ活かつしかできないだろ」

「じゃあ部活やりましょう！」

「こら、部活だけやりに来ちゃだめって猫ねこ姫ひめさんに言われたろ」

「……そうでした」

　楽しいことの前には辛つらいことが沢たく山さん待ってる。面倒めんどくさい人生を何とかしないとネトゲの世界には戻って来られない。

　しかし、アコじゃないけど、逆に言えば、だ。俺の人生はネトゲのおかげでずっと楽しくなったよ。頑がん張ばってクリアしてやってもいいかなって思えるぐらいに。

「どうだアコ、頑張れそうか？」

「頑張って頑張って疲れた時は、ルシアンも一いつ緒しよに休んでくれるんですよね」

「俺の嫁の為ためなら、当たり前だ」

「なら──頑がん張ばれる気がします」
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　しばらくの間をおいて、プチンとすべての音が消えた。

　電でん源げんの落ちたパソコンに、ずっと光を放っていたモニターが闇やみに染まった。黒い画面に光が跳ね返り、鏡かがみのようにアコの姿すがたが映る。

「…………」

　アコはモニターに反射した自分の顔に少しだけ表情を歪ゆがめて──でも、ふっと諦あきらめたように笑った。

　あいつが何を考えていたのか俺おれにはわからない。

　でも、それはきっと悪いことじゃなかったと思う。
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　ストーカーは俺おれのキャラじゃないけど、やっぱ気になるもんは気になる。

　教室の中が見える、でも目立たないような廊下の隅すみで、俺はアコの様よう子すを見ていた。

　朝の教室は色んな奴やつがうろうろと歩き回って、それぞれ好きな奴と好きなように話して、ふざけあって、笑いあってる。

　そんな中で一人俯うつむいて机を見つめるアコ。

　と、そんな彼女に声をかける女子が居た。

「あ、玉置たまきさん。昨日きのうまた休んでたけど、体調悪いの？」

「いえ、その……」

　アコは一いつ瞬しゆんだけ顔を上げたが、またうつむいてしまう。返事を待つ女子が困ったように首をかしげた。

　思わず、じり、と足が動いた。俺がアコの元に行った所で瀬せ川がわみたいに良いフォローができるわけじゃない。でも、放っておくのも──。

「それがね、聞いてよー」

　人ひと懐なつっこい、そこに居るのが当たり前のような声。

　いつの間に入ったのか、隣となりのクラスだってのに何の違い和わ感かんもなく混ざりこんだ秋あき山やまさんが、朗ほがらかにアコの肩をたたいた。

「この子ね、私のクラスに彼かれ氏しがいるんだけどー、玉置さんが休むって聞いたらわざわざ学校休んで看かん病びように来てくれたんだってー！」

「えーっ、うっそー！」

「え、ええっ？」

　アコに声をかけた女子だけじゃなく、近くで聞いていた他の子も、美お味いしそうなゴシップに目を輝かせた。

「今日きようも朝迎えに来て一いつ緒しよに登校したんだってー！　こう見えて私達より全然進んでるから、玉置さん」

「なにそれなにそれ！　聞いてない！」

「どんな人どんな人？」

「い、いえ、あの」

　アコが目を白黒させる間にも勝かつ手てに話が進んでいく。

「私知ってるー！　一緒にゲームしてて、あだ名みたいなので呼び合ってるって隣のクラスの子が言ってた！」

「それハンドルネームみたいなやつ？」

　中心に居るはずのアコを無視して話が進んでいく。

「アコ！」

　と、廊下から流りゆう麗れいな声が響ひびいた。騒がしい朝の教室でもはっきりと通る、自信と威い厳げんに満ちたマスターの声。

「よし、ちゃんと来ているな。今日きようは重大発表があるぞ、放課後は部室に来るように！」

「は、はい」

　教室中の注目を集めていることなど気にもせず、マスターは満足げに頷うなずいた。

　そしてちらりと俺おれに視線を向けると、

「お前もな、ルシアン」

「うい」

　やれやれだなこいつら、みたいな顔はやめてほしい。だって心配じゃん。結果としては俺が学校に連れてきたようなもんだし。

　でもまあ、この様よう子すを見るに、

「玉置たまきさん、会長と仲いいの？」

「御ご聖しよう院いん先せん輩ぱいってすっごい格好かつこ良いけど、学校の偉い人の娘むすめだからって皆と距きよ離り置おいてるんでしょ？　あんな親しげなの初めて見たっ」

「マスターは、その」

「なになにマスターって！」

　意い外がいとなんとかなる、かな。

　安あん堵どの息を吐いた俺に、秋あき山やまさんがちょっとこっちを見て笑った。

　凄すごいな、ったく。ＬＡで廃はい人じんを見て感じたのと一いつ緒しよだよ。リアルのレベルもスキルも俺とは段だん違ちがいだ。とてもこうはなれそうにない。

　ただ秋山さんの気き遣づかいがお節せつ介かいかどうか、俺にはわからん。頑がん張ばれよアコ。

　──ただ、あの。どんどん俺とアコの噂うわさが広まって、外そと堀ぼりっていうか、俺の逃げ道っていうか、そういうものがなくなっていくような。

　ルシアンは　直ちよつ結けつ厨ちゆう　の　称しよう号ごうを　得た！

　悲しいモノローグが聞こえた気がした。




「やっと部ぶ活かつの時間が来ましたー」

　ぐったりと机に倒れ伏し、アコは魂たましいごと吐き出すような溜ため息いきをついた。

「結けつ構こう楽しそうにしてたじゃん」

「初期レベルしかない私の対たい人じんスキルでも、このタイミングで馴な染じまないと駄だ目め、っていうのはわかったんですが……やっぱり難しいです……」

　あうあうと自身の無力を嘆なげくアコ。

　あのいじりまわされた状態から上う手まく溶け込めるのかね。

「奈な々な子こに聞いたけど、オタ彼かれ氏し持ちのオタ子って感じでキャラがつけば平気なんじゃないかって言ってたわよ」

「その扱いは大だい丈じよう夫ぶなのか。ネトゲオタってバレたらヤバいんだろ？」

「奈な々な子こが世せ話わしたんだから大丈夫でしょ。あの子の顔はつぶせないし」

「リア充じゆうの力関係まじこええな！」

　やっぱそういう力学もあんのね。

　普ふ段だんなら恐きよう怖ふでしかないけど、味み方かたになると心強い。

「わざわざ手を出してくれるんだから、ちょっと責任感じてるのかな」

「んー、それもだけと、意い外がいとＬＡが気に入ったらしいわよ」

　瀬せ川がわをからかうネタ集めに来たＬＡが？

　そっか、結けつ構こう楽しんでたのか。そりゃ苦労した甲か斐いがある。

「誰だれかさんがマメに面めん倒どう見みるから……」

「……あのさ、瀬川。なんかアコが戻ってきたのに若じやつ干かん機き嫌げん悪くないか？」

「んなことないわよ」

　じーっと見ていると、瀬川は誤ご魔ま化かすように話を変えた。

「えっと、アコもそこそこ頑がん張ばって馴な染じんでんでしょ？」

「途と中ちゆうで訳わけがわからなくなったので、とりあえず私の夫は最高ですとは主張しておきました」

「それでなんか休み時間に女子からクスクス笑われてたんだな俺おれ！」

　なんかいつもよりさらに女子の視線が生なま温あたたかいなと思ったんだよ！

　ああもう、不ふ純じゆん異い性せいうんたらとか言って怒られなきゃいいけど。

「さあゲームしましょう！　リア充への一歩を踏み出した私の力を見せます！」

「はあ……ちゃんと歩み出したのか？」

「それはもう、帰り一いつ緒しよにカラオケに行こうと誘われましたよ」

「すげえ、超リア充だ」

　俺ですら言われたことないのに。正直羨うらやましい。

「余よ裕ゆうで断りましたけどね！　私が歌える訳わけないじゃないですか少しは察してください！」

「だろうと思ったわよ」

「あ、ＬＡのテーマソングは歌えますよ。ＣＤ買いました」

「コラボアイテムが可愛かわいかったからでしょうが……」

「まあいいだろ、マスターが重じゆう大だい発表だとか言ってたからどうせ行けなかったし」

　丁ちよう度どそんな話をしていた時、ばんと大きく扉とびらが開いた。

「聞け、お前達！」

　入ってきたマスターが大きく手を広げる。

「合がつ宿しゆくをするぞ！」

「……は？」

「寝ずに一ひと晩ばんひたすらネトゲをする、ネトゲ強化合宿だ！　アコの精神を回復させるには今の環かん境きようから離れさせるのが最良だろうと考えて企き画かくしたのだが、ルシアンが一日で何とかしてくれたので全くの無む駄だになった悲ひ劇げきの計画！　私が悲しいから全員強きよう制せい参加だ！」

「それはなんかごめん！」

「心配かけてごめんなさいっ！」

　マスターもマスターでいろいろやってくれてたんだよな、ほんと悪い。

「盛り上がってる所で悪いんだけど」

　マスターの後から入ってきた斉さい藤とう先生が額ひたいを押さえて言った。

「この部は部ぶ費ひとかないのよ？　どこから予算を出すの？」

「私し費ひで出します」

「……私、顧こ問もんだけど付き合わなきゃ駄だ目めなの？」

　マスターはにっこりと笑った。

「お願いしますにゃ」

「こ、こまったのにゃ」

　猫ねこ姫ひめさんも大だい分ぶノリが良くなってきたな。

　うちの顧問として頼もしい限りだ。

「ルシアンと一ひと晩ばん……」

「反応するのそこかよ」

「婚こん約やくもしたわけですし、私も今度こそ覚かく悟ごが」

「してないし要いらない」

「じゃあルシアンが覚悟を」

「しないしない」

「でも合がつ宿しゆくといえば重要イベントですよ。やっぱりルシアンエンドに入るための選択肢が紛まぎれているんじゃないかと」

「あったとしても俺おれは同じ選択肢を選ばないぞ」

「うううう」

　涙なみだ目めで俺を見つめる『俺の嫁よめ』

　まさかネトゲの嫁がこんな女の子だなんて本当に思いもしなかった。

　普通の女の子の基き準じゆんで見れば酷ひどく残念で、でも俺の目で見たら──うん。あえて言わない。

　良い意味でも悪い意味でも、本当に想そう像ぞうしてなかったよ。

「なあアコ、思うんだけどさ」

「はい？」

　ぽんとアコの頭に手を置く。

「人生オフライン、思ったより良ゲーじゃないか」

「そうですねっ」

　アコは目を細め、嬉うれしそうに頷うなずく。

　モニターの無む機き質しつな光が、包み込むように俺おれ達たちを照らしていた。






　　　あとがき




　全チャで失礼します。

　お久しぶりです、ないしは初めまして。

　聴き猫ねこ芝しば居いでございます。

　あちこちから『大だい丈じよう夫ぶ？　二巻のネタ残ってる？　ちゃんと書けるの？』という多くのご心配を頂いただいた『ネトゲの嫁よめは女の子じゃないと思った？』ですが、無ぶ事じこうしてＬｖ．２をお届けすることができました。

　これも全て読者の皆様のおかげです。本当にありがとうございます。

　今回もやりたい放ほう題だいやらせて頂いた一冊になっております。皆さんも作者と一いつ緒しよにニヤリとして頂ければそれ以上のことはありません。




　また私し事じになりますが、前巻のあとがきで書いたように、私もネットゲーム内でシステム的な結婚をしたことがあります。

　女キャラクターと結婚したにもかかわらず女キャラクターと浮うわ気きされて離り婚こんしたわけなのですが、浮気発はつ覚かくの理由は『私の結婚指ゆび輪わに全く見知らぬ浮気相あい手ての名前が刻まれていたこと』でした。

　今でも心の傷は癒いえていません。

　全チャ失礼しました。




　というわけで謝しや辞じ御おん礼れいなど。

　イラストのHisasiさん。可愛かわいいイラストを本当にありがとうございます。こんな絵が欲しいんです！　という希望が理り想そうを超えた形で出てきて感謝で一いつ杯ぱいです。

　私の書く好き勝かつ手てなネタまみれの文章に、時には元ネタをググりながらも付き合って下さった担当さん。今回もご迷めい惑わくばかりかけていますが、今後ともよろしくお願いします。

　またネットゲームのネタを探しにふらふらしている時にネタを下さった方々。皆さんのおかげで楽しい小説になりました。ありがとうございます。

　最後になりますが今回も本を手にとって下さった読者の皆さん。重ねてお礼申もうし上げます。どこかのネトゲで作者に出会った時はどうぞ優しくしてやってください。

　ではまた、機き会かいがありましたらお会いしましょう。

　聴猫芝居でした。
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聴き猫ねこ芝しば居い

↓　日々の仕事に励む作者（画像はイメージです）何をしていても腰が痛いのが日常になりつつある今日この頃、たまには体をほぐそうかと外に出かけた結果こうして全米大学対抗川下り選手権に出場するとことになってしまったのだった。
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Hisasi

大人の漫画描いてます。

最近では、ラノベの挿絵なども描かせてもらっています。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

電撃文庫編集部

「聴猫芝居先生」係

「Hisasi先生」係











本書は書き下ろしです。
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